
令和３年７月８日 

保健福祉政策部 

高 齢 福 祉 部 

障 害 福 祉 部 

 
 
 

  令和２年度指定管理施設に係る事業報告について 
  （福祉保健常任委員会所管分） 

 

 

１．主旨 
区では、「世田谷区指定管理者制度運用に係るガイドライン」に基づき、指定管

理者制度の透明性をより一層高めるため、毎年度指定管理者より区に提出されてい

る事業報告の内容を整理等し、公表している。 
今般、令和２年度の事業報告が、指定管理者より区に提出されたので、別紙のと

おり報告する。 
 

２．対象施設（福祉保健常任委員会所管分） 

  ２５施設 

  内訳 裏面のとおり 

 

３．内容（共通項目） 

・ 業務実績、利用状況に関する事項 

・ 指定管理に関する業務の収支 

・ 事業計画書で提案した事業等の実施状況 

・ 事業実績の評価と改善の取組み(指定管理者による評価) 

・ 事業実績の評価(施設所管課による評価) 

 

４．公表方法 

区ホームページに掲載するとともに、区政情報センター、区政情報コーナーに 

閲覧冊子を備える。 

 

 

1



対象施設（福祉保健常任委員会所管分） 

ページ 施設名称 指定管理者 指定期間 担当課 

6 保健医療福祉総合プラザ 
シダックス大新東ヒューマンサービ

ス（株） 

令和 2 年 4 月 1 日～

令和 7年 3月 31 日 保健福祉政策部 

保健医療福祉推

進課 13 保健センター （公財）世田谷区保健センター 
平成31年 4月 1日～ 

令和 6年 3月 31 日 

23 特別養護老人ホーム芦花ホーム （社福）世田谷区社会福祉事業団 
平成29年 4月 1日～ 

令和 3年 3月 31 日 

高齢福祉部 

高齢福祉課 

31 特別養護老人ホーム上北沢ホーム （社福）世田谷区社会福祉事業団 
平成29年 4月 1日～ 

令和 3年 3月 31 日 

37 特別養護老人ホームきたざわ苑 （社福）正吉福祉会 
平成28年 4月 1日～ 

令和 3年 3月 31 日 

46 高齢者在宅復帰施設ほのぼの （社福）古木会 
平成28年 4月 1日～ 

令和 3年 3月 31 日 

52 高齢福祉部高齢福祉課所管分「苦情・事故報告一覧」 

53 ほほえみ経堂 ＮＰＯ法人 ワーカーズコープ 
平成28年 4月 1日～ 

令和 3年 3月 31 日 

障害福祉部 

障害者地域生活課 
 

60 すまいる梅丘 ＮＰＯ法人 ワーカーズコープ 
平成28年 4月 1日～ 

令和 3年 3月 31 日 

66 三宿つくしんぼホーム 
（社福）全国重症心身障害児(者)を

守る会 

平成28年 4月 1日～ 

令和 3年 3月 31 日 

74 駒沢生活実習所 （社福）武蔵野会 
令和 2年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31 日 

81 桜上水福祉園 （社福）東京都手をつなぐ育成会 
令和 2年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31 日 

88 奥沢福祉園 （社福）東京都手をつなぐ育成会 
令和 2年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31 日 

95 九品仏生活実習所 （社福）武蔵野会 
令和 2年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31 日 

104 千歳台福祉園 （社福）せたがや樫の木会 
令和 2年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31 日 

112 給田福祉園 （社福）東京都手をつなぐ育成会 
令和 2年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31 日 

119 岡本福祉作業ホーム （社福）泉会 
平成28年 4月 1日～ 

令和 3年 3月 31 日 

129 障害者就労支援センターすきっぷ （社福）東京都手をつなぐ育成会 
令和 2年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31 日 

138 下馬福祉工房 （社福）せたがや樫の木会 
令和 2年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31 日 

145 世田谷福祉作業所 （社福）武蔵野会 
平成29年 4月 1日～ 

令和 4年 3月 31 日 

154 玉川福祉作業所 （社福）大三島育徳会 
令和 2年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31 日 

162 砧工房 （社福）東京都手をつなぐ育成会 
令和 2年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31 日 

172 烏山福祉作業所 （社福）武蔵野会 
平成30年 4月 1日～ 

令和 5年 3月 31 日 

180 梅丘ウッドペッカーの森 ＮＰＯ法人 ウッドペッカーの森 
平成28年 4月 1日～ 

令和 3年 3月 31 日 

189 松原けやき寮 （社福）東京都手をつなぐ育成会 
平成28年 4月 1日～ 

令和 3年 3月 31 日 

195 身体障害者自立体験ホームなかまっち ＮＰＯ法人 つどい 
平成28年 4月 1日～ 

令和 3年 3月 31 日 

203 障害福祉部障害者地域生活課所管分「苦情・事故報告一覧」 
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対象施設（区民生活常任委員会所管分） 

施設名称 指定管理者 指定期間 担当課 

世田谷区民会館別館（三茶

しゃれなあどホール） 
（株）世田谷サービス公社 

平成 28 年 4 月 1 日～ 

令和 3年 3月 31 日 

世田谷総合支所 

地域振興課 

スカイキャロット展望ロ

ビー 

（株）ホテルオークラエンタープ

ライズ 

平成 29 年 10 月 1 日～ 

令和 5年 3月 31 日 

太子堂区民センター 太子堂区民センター運営協議会 
平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

弦巻区民センター 弦巻区民センター運営協議会 
平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

宮坂区民センター 宮坂区民センター運営協議会 
平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

桜丘区民センター 桜丘区民センター運営協議会 
平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

北沢区民会館（北沢タウン

ホール） 
（株）世田谷サービス公社 

平成 30 年 4 月 1 日～ 

令和 5年 3月 31 日 

北沢総合支所 

地域振興課 

北沢区民会館別館（梅丘パ

ークホール） 
（株）世田谷サービス公社 

平成 28 年 4 月 1 日～ 

令和 3年 3月 31 日 

代田区民センター 代田区民センター運営協議会 
平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

玉川区民会館（玉川せせら

ぎホール） 
（株）世田谷サービス公社 

令和 2年 7月 1日～ 

令和 7年 3月 31 日 

玉川総合支所 

地域振興課 

玉川区民会館別館（上用賀

アートホール） 
（株）共立 

平成 28 年 4 月 1 日～ 

令和 3年 3月 31 日 

奥沢区民センター 奥沢区民センター運営協議会 
平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

玉川台区民センター 玉川台区民センター運営協議会 
平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

深沢区民センター 深沢区民センター運営協議会 
平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

砧区民会館（成城ホール） （株）世田谷サービス公社 
平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 5年 3月 31 日 砧総合支所 

地域振興課 
鎌田区民センター 鎌田区民センター運営協議会 

平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

区民斎場（みどり会館） 
（株）ＪＡ東京中央セレモニーセ

ンター 

平成 28 年 4 月 1 日～ 

令和 3年 3月 31 日 

烏山総合支所 

地域振興課 

上北沢区民センター 上北沢区民センター運営協議会 
平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

粕谷区民センター 粕谷区民センター運営協議会 
平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

烏山区民会館・区民センタ

ー 
烏山区民センター運営協議会 

平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

参考資料 
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ひだまり友遊会館 
シダックス大新東ヒューマンサ

ービス（株） 

令和 2年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31 日 

生活文化政策部 

市民活動・生涯現役推進課 
老人休養ホームふじみ荘 

シダックス大新東ヒューマンサ

ービス（株） 

平成 30 年 4 月 1 日～ 

令和 3年 3月 31 日 

健康増進・交流施設 （株）オーエンス 
平成 30 年 4 月 1 日～ 

令和 5年 3月 31 日 

世田谷美術館 （公財）せたがや文化財団 
平成 29 年 4 月 1 日～ 

令和 4年 3月 31 日 

生活文化政策部 

文化・芸術振興課 

 

世田谷文学館 （公財）せたがや文化財団 
平成 29 年 4 月 1 日～ 

令和 4年 3月 31 日 

世田谷文化生活情報セン

ター 
（公財）せたがや文化財団 

平成 29 年 4 月 1 日～ 

令和 4年 3月 31 日 

 

対象施設（都市整備常任委員会所管分） 

施設名称 指定管理者 指定期間 担当課 

区営住宅５０団地 

（都から移管及び区建設３７団地、 

借上げ１３団地） 

区立住宅１３団地 

（特定公共賃貸住宅２団地、 

ファミリー住宅６団地 

高齢者借上げ集合住宅５団地） 

計６３施設 

株式会社東急コミュニティー 
平成 29 年 4 月 1 日 ～ 

令和 4年 3月 31 日 

都市整備政策部 

住宅管理課 

 

対象施設（文教常任委員会所管分） 

施設名称 指定管理者 指定期間 担当課 

経堂図書館 世田谷ＴＲＣグループ 
平成 29 年 4 月 1 日～ 

令和 4年 3月 31 日 

生涯学習部 

中央図書館 

 

対象施設（スポーツ・交流推進等特別委員会所管分） 

施設名称 指定管理者 指定期間 担当課 

総合運動場及び大蔵第二運動場 （公財）世田谷区スポーツ振興財団 
平成 29 年 4 月 1 日～ 

令和 4年 3月 31 日 

スポーツ推進部 

スポーツ推進課 
千歳温水プール （公財）世田谷区スポーツ振興財団 

平成 31 年 4 月 1 日～ 

令和 6年 3月 31 日 

北烏山地区体育室 （株）リバティヒル 
平成 28 年 4 月 1 日～ 

令和 3年 3月 31 日 

区民健康村 （株）世田谷川場ふるさと公社 
平成 29 年 4 月 1 日～ 

令和 4年 3月 31 日 

生活文化政策部 

区民健康村・ふるさ

と交流課 
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対象施設（公共交通機関対策等特別委員会所管分） 

施設名称 指定管理者 指定期間 担当課 

区立駒沢自転車等駐車場ほか 

５１施設 

公益社団法人 

世田谷区シルバー人材センター 

平成 28 年 4 月 1 日～ 

令和 3年 3月 31 日 

土木部 

交通安全自転車課 

区立下北沢東自転車等駐車場 
公益社団法人 

世田谷区シルバー人材センター 

平成 30 年 4 月 1 日～ 

令和 3年 3月 31 日 

土木部 

交通安全自転車課 

区立駒沢第二自転車等駐車場 

区立千歳船橋西自転車等駐車場 

公益社団法人 

世田谷区シルバー人材センター 

平成 30 年 11 月 1 日～ 

令和 3年 3月 31 日 

土木部 

交通安全自転車課 

区立桜上水南レンタサイクルポート

ほか            

７施設 

公益社団法人 

世田谷区シルバー人材センター 

平成 28 年 4 月 1 日～ 

令和 3年 3月 31 日 

土木部 

交通安全自転車課 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立保健医療福祉総合プラザ（以下「総合プラザ」） 

施設住所：世田谷区松原 6－37－10 

（２）指定管理情報 

指定管理者：シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社 

指定期間：令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

（３）総合プラザ内の複合施設等 

施設等 階 面積（㎡） 運営者 

世田谷区立保健センター 2～3 階 5,993 公益財団法人世田谷区保健セン

ター［指定管理者］ 

世田谷区福祉人材育成・研

修センター 

1 階 275 社会福祉法人世田谷区社会福祉

事業団［委託事業者］ 

世田谷区認知症在宅生活

サポートセンター 

1 階 232 医療法人社団プラタナス／桜新町アー

バンクリニック［委託事業者］ 

世田谷区医師会初期救急

診療所 

1 階 235 一般社団法人世田谷区医師会 

［委託事業者］ 

世田谷区休日夜間薬局 1 階 105 一般社団法人世田谷薬剤師会 

［委託事業者］ 

貸出施設（区民活動支援会

議室、研修室） 

1～2 階 972 総合プラザの指定管理者 

喫茶室 

※エントランスホールを含む 

1 階 318 

 

駐車場 地下 1階 1,868 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項 

（１）一般管理業務 

総合プラザの施設及び物品等を適正に管理し、利用者の案内や応対、安全確保、

危機管理、総合プラザ内各施設との連絡調整等の各種管理業務を実施した。 

●苦情・事故の状況 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情受付 0 件 （指定管理者が直接受け付けた苦情はなし） 

苦情対応 4 件 区が受け付けた苦情について下記のとおり対応した。 

【内容】広場内の犬遊び、来所者どうしのトラブル、感

染症防止対策、エントランスホールの使用方法 

【対応】掲示物による利用者への注意喚起、業務従事者

への注意喚起等 

事故発生 0 件 （管理運営業務において特段の事故等の発生はなし） 
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（２）拠点運営業務 

①拠点運営業務 

・うめとぴあ地域交流会議の資料作成 1 回開催（書面開催） 

・うめとぴあ運営協議会の運営補助 1 回開催 

・区複合棟運営連絡会の運営 2 回開催 

②総合プラザ運営事業業務 

・先駆的な取組み関係事業の運営補助 

事業休止（新型コロナウイルス拡大防止のため） 

・区や拠点内施設等と連携した取組の実施 

一部事業は休止又は縮小（新型コロナウイルス拡大防止のため） 

【主な実施事業】 

福祉用具展示・相談会（保健センターとの連携事業） 

福祉人材育成・研修センター開設記念講演会（研修センターとの連携事業） 

手話カフェ（研修センターとの連携事業） 

認知症カフェ（認知症在宅生活サポートセンターとの連携事業） 

障害者施設生産品販売会（区障害者地域生活課との連携事業） 

ろう高齢者サロン（世田谷区聴覚障害者協会との連携事業） など 

③情報発信 

総合プラザ公式ホームページ、パンフレット、情報紙、動画配信等の各種広報媒

体により総合プラザ及び保健医療福祉の拠点「うめとぴあ」の情報を発信した。 

・情報紙「うめとぴあ通信」の発行 1 回（令和 3年 3 月発行、10,000 部） 

（３）地域交流事業運営業務 

①地域交流事業 

・（仮称）うめとぴあフェア 

事業休止（新型コロナウイルス拡大防止のため） 

・地域との交流に関する業務 

交流・集客イベントは休止（新型コロナウイルス拡大防止のため） 

・その他の地域交流事業（自主事業） 

事業休止（新型コロナウイルス拡大防止のため） 

②喫茶室の運営 

【利用状況】 

利用者人数 飲食提供点数 

19,167 28,677 
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（４）施設貸出業務 

区民等の活動を支援するための会議室等の貸出業務及び駐車場の利用業務を実施

し、その利用に係る区の使用料の収納事務を行った。（※「けやきネット」の対象外） 

①会議室等の貸出 

【利用団体登録の受付状況】 

団体区分 登録受付団体数 

障害者団体（優先利用団体） 9 

高齢者団体（優先利用団体） 59 

町会等（優先利用団体） 1 

一般団体 39 

合計 108 

【会議室等の利用状況】 

※研修室・実習室は研修事業や総合プラザ事業等に不使用の時間に限り貸出利用可能。 

※コロナ対策による休止・利用制限分は利用可能コマ数から除外した。 

※ワクチン集団接種会場のための使用は利用可能・利用実績のコマ数から除外した。 

名称 利用可

能コマ

数 

研修・事

業等利用

コマ数 

貸出利

用コマ

数 

利用実

績コマ

数合計 

利用率 貸出利

用件数 

貸出利

用人数 

区民活動支援会議室 1（1-1・1-2） 2,584 110 212 322 12.5% 85 1,176 

区民活動支援会議室 2 1,348 0 128 128 9.5% 78 913 

研修室Ａ（Ａ-1・Ａ-2） 2,316 1,187 55 1,242 53.6% 20 308 

研修室Ｂ（Ｂ-1・Ｂ-2） 2,316 508 194 702 30.3% 105 572 

研修室Ｃ（Ｃ-1・Ｃ-2） 2,316 1,027 181 1,208 52.2% 41 1,571 

実習室 1,348 763 22 785 58.2% 7 159 

調理実習室 1,348 374 15 389 28.9% 5 20 

合計 13,576 3,969 807 4,776 35.2% 341 4,719 

②駐車場の利用 

【駐車場の利用状況（件数）】 

無料時間内利用 

（20 分未満） 

有料利用 無料利用 

（診療所・障害者・公

用利用等に係る免除） 

合計 

5,689 3,037 8,900 17,626 

（５）施設・設備維持管理業務 

総合プラザの施設及び設備を適正に運用・維持保全するために、運転管理、点検

保守、清掃、衛生管理、保安警備等の維持管理業務を関係法令等を遵守し実施した。 
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３．指定管理に関する業務の収支 

項目 金額（円） 備考 

収入（合計） 264,342,749  

指定管理料 257,201,430  

利用料金収入 6,724,200 喫茶室の飲食提供に係る利用料金。会議室

等の施設使用料は区収入のため含まない。 

自主事業収入 0  

その他 417,119 自動販売機収入（設置業者からの手数料） 

支出（合計） 262,710,381  

一般管理業務経費 45,892,823  

施設維持管理経費 127,101,000  

事業費 78,306,343  

その他 11,410,215  

収支差額 1,632,368  

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）一般管理業務 

総合案内等における施設利用者の案内や応対における接遇等について従事者の研

修を積極的に実施するなど、サービスの質の向上に努めた結果、施設利用に関する

事故やトラブル等は特になかった。 

また、感染症対策として、正面入口にサーマルカメラ、館内各所に飛散防止シー

ト、消毒液、注意喚起のサイン・掲示等を設置するなどして対策を徹底したことに

より、施設内においてコロナ感染者やクラスターの発生はなかった 

他にも、施設案内や事業等の広報のため、デジタルサイネージを設置して施設内

における積極的な情報発信を行った。 

（２）拠点運営業務 

当初提案した事業の多くが新型コロナウイルス拡大防止のため休止又は縮小を余

儀なくされたが、総合プラザ内の各施設や区、他団体等との連携事業について喫茶

室（カフェ）を会場として有効活用した比較的小規模な事業に重点を移し、感染症

対策を徹底したうえで積極的に事業を実施した。その中には手話カフェや障害者施

設生産品販売会、ろう高齢者サロンなど、月 1 回程度の継続開催につながった事業

もあり、次年度以降の事業展開に向けての基盤を築くことができた。 

（３）地域交流事業運営業務 

当初提案した地域との交流や集客によるイベント・事業のほとんどが新型コロナ

ウイルス拡大防止のため休止を余儀なくされ、業務内容の中心をコロナ収束後の事

業展開に向けた準備のための情報収集や調査検討等にシフトしたほか、喫茶室（カ

フェ）を有効活用して利用者や地域住民等の交流の場を提供する事業に重点を置い

た。喫茶室にはリピーターもあり、利用者からも概ね好意的な評価を受けており、

感染症対策を徹底しつつも比較的賑わっている状況である。 

（４）施設貸出業務 
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会議室等の貸出や駐車場の利用については、公平性・公正性を確保しながら業務

を実施し、利用者への接遇等について従事者の研修を積極的に実施するなど、サー

ビスの質の向上に努めた結果、利用上のトラブルや苦情等は特になかった。しかし

ながら、施設開設の初年度にあって新型コロナウイルス拡大による外出自粛や施設

休止・利用制限等の影響を受けたこともあり、貸出施設の利用状況としてはあまり

好調とはいえない状況であった。 

（５）施設・設備維持管理業務 

施設・設備維持管理において、専用回線の監視システムにより運転管理・警報監

視を 24 時間 365 日体制で行う遠隔監視業務を導入したほか、日常管理・定期保守・

経常修繕の一元管理によるコスト抑制や予防保全、省エネ対策等に取り組んだ。ま

た、清掃業務や警備業務についても必要な人員を配置して適切な実施に努め、これ

らの業務に関して事故やトラブル、利用者からの苦情等は特になかった。 

 

５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

施設開設の初年度としては、事故やトラブルもなく、また、施設や業務内容に関

しては利用者からの特段の苦情もなく施設を管理運営することができ、その点では

協定で求められている業務水準を達成したものと評価する。 

施設の利用者を対象に実施した満足度調査においても、サービスの質やスタッフ

の対応、衛生管理の項目について回答者の 8割以上から「とても良い」「良い」との

回答があり、概ね高評価の結果であった。 

一方で、イベント等の事業の実施状況や貸出施設の利用状況、保健医療福祉の拠

点「うめとぴあ」の中核施設としての機能の確立、地域や関係団体との関係構築や

連携については、新型コロナウイルス拡大の影響を大きく受けて積極的な事業展開

ができなかったため、当初計画において求められていた水準よりも低調な結果とな

った。これらについては、外的要因が大きく、感染症収束の状況に左右される面も

あるが、今後、感染症対策に留意しつつ改善と実績の向上に取り組んでいく。 

また、次年度は、総合プラザの一部が新型コロナウイルスワクチンの集団接種会

場となったことに伴い、区のワクチン接種事業が円滑に実施されるよう、施設の管

理運営業務の側面から協力や支援に取り組む。 

なお、集団接種会場の開設に伴い本来の総合プラザとしての施設利用や事業実施

に制約が生じるため、当初計画どおりの事業の展開が困難な状況となるが、引き続

き可能な範囲で展開できる事業の調査検討と準備等を進め、小規模であっても事業

の積極的な実施に努めるとともに、地域等への情報発信に積極的に取り組んでいく。 
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６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 

①令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 

（開設初年度のため令和元年度評価結果はない。） 

 
②令和２年度項目別評価結果 
評価点 

３：要求水準を上回っており、優れた点がある   １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている           ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 12/13 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 18/26 

設置目的等の理解 2/3 個人情報管理 2/3 

サービス提供 2/2 個人情報の漏洩防止 2/3 

自主事業の成果 - 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 2/3 地域との関わり 1/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

３．事故や緊急時等への対応 6/9 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 2/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み 23/30 

職員研修 2/3 利用者の意向 3/3 

利用者への案内 3/3 利用者意向の反映 2/3 

利用しやすい環境整備 2/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 3/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 6/9 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み 2/3 

改善の取組み 2/3   

③項目別評価結果 

総合評価 
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上） 

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３ 要求水準を満たしており、問題点は特に見られない。 

２．施設の運営 １８／２６ 要求水準を概ね満たしているが、新型コロナウイルス

感染拡大防止の影響による外的要因もあって、地域や

関係団体との関係づくりや情報発信については今後

の課題として検討する必要がある。 

３．事故や緊急時等への対応 ６／ ９ 要求水準を満たしており、問題点は特に見られない。 
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４．サービス向上の取組み ２３／３０ 要求水準を満たしており、問題点は特に見られない。

また、利用者満足度調査において、スタッフ対応等の

サービスの質や施設の満足度について 8割以上が「と

ても良い」「良い」の回答であり、高い評価を得た。 

５．収支状況 ６／ ９ 要求水準を満たしており、問題点は特に見られない。 

６．改善の取組み ２／ ３ 要求水準を満たしており、問題点は特に見られない。 

合計 ６７／９０  

総合評価 
Ａ 

管理運営の実施状況は要求水準を十分に満たしてお

り、良好である。 

④年度評価所見 

管理施設について、特段の事故やトラブルもなく、区が受けた苦情にも施設の管

理運営業務やサービス提供面での不備に関するものはなかったこと、利用者満足度

調査でも好意的な評価が多かったことなどから、施設開設の初年度にしては予想以

上に円滑に施設の管理運営が行われたものと評価できる。 

ただし、新型コロナウイルス拡大の影響を大きく受けて積極的な事業展開ができ

なかったことなどから、地域や関係団体との関係づくりや連携、情報発信について

は十分な実績があったとは言えず、また、隣接する民間施設棟や区内の他の施設等

と連携して保健医療福祉の拠点「うめとぴあ」としての機能や運営を確立する点に

ついても途上にあり、地域住民や団体等から意見を伺う「うめとぴあ地域交流会

議」においてもこれらの取組みの不足を指摘する意見があったので、今後改善に向

けて検討が必要である。 
⑤評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

感染症対策に留意しつつ、拠点内各施設やその他の区内施設、地域住民、関係団

体との関係づくりや連携を進展させ、特に地域への情報発信については一層積極的

に取り組むことなどにより、イベント開催等に依存しない形でも全区的な保健医療

福祉の拠点における中核施設としての機能を発揮し、事業展開を行っていけるよう

検討を進めていく。 

また、当面は新型コロナウイルスワクチンの集団接種会場であることを重視し、

区のワクチン接種事業が円滑に実施されることを優先課題として施設を管理運営し

ていく。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要  

施設名称：世田谷区立保健センター 

施設住所：世田谷区松原6－37－10 

（２）指定管理情報 

指定管理者：公益財団法人世田谷区保健センター 

指定期間：平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

２ 業務実績、利用状況に関する事項 

（１）区立保健センター維持管理運営 

区立保健センターの指定管理者として、区立保健センター施設・設備並びに物品の維持管

理運営に関する事務を実施した。 

（２）がん対策事業 

  ① がん検診受付センター 

検診項目 事業実績 

胃がん検診（エックス線） 3,390件 

胃がん検診（内視鏡） 11,678件 

乳がん検診 3,332件 

子宮がん検診 5,541件 

大腸がん検診 7,140件 

肺がん検診 2,080件 

胃がんリスク検査 337件 

前立腺がん検診 905件 

Ｂ型・Ｃ型肝炎検査 2,209件 

② 胃がん検診 

40 歳以上の区民を対象に、保健センターの施設内及び 2 台の検診車により区内各所で

胃エックス線撮影による胃がん検診と 50 歳以上の区民（2 年に１回）を対象とした内視

鏡検査による胃がん検診を実施した。 

検診項目 事業実績 がん発見数 

胃がん検診 

（エックス線） 

273回 
2人 

2,289人 

胃がん検診 

（内視鏡） 

35回 
1人 

144人 

③ 乳がん検診 

40歳以上の区民（女性）を対象に行われている乳がん検診において、視触診、マンモグ

ラフィ（乳房Ｘ線撮影）受託機関として撮影及び読影を実施した。 
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検診項目 事業実績 

乳がん検診 129回 

検診 

内容 

マンモグラフィのみ    159人 

視触診･マンモグラフィ  1,009人 

  ④ がん検診等精度管理 

     区が対策型検診として実施した５つのがん検診（胃・大腸･肺・乳・子宮）及び胃がん

リスク検査について、精度管理（事業評価）を行った。 

事業項目 事業実績 

胃がん検診精度管理（センター実施）精密 205件 

胃がん検診精度管理（医師会実施）一次 6,083件 

胃がん検診精度管理（医師会実施）精密 33件 

乳がん検診精度管理（センター実施）精密 22件 

乳がん検診精度管理（医師会実施）一次 18,697件 

乳がん検診精度管理（医師会実施）精密 1,529件 

大腸がん検診（センター実施）精密 198件 

大腸がん検診（医師会実施）一次 44,190件 

大腸がん検診（医師会実施）精密 1,739件 

子宮がん検診（医師会実施）一次 34,696件 

子宮がん検診（医師会実施）精密 455件 

肺がん検診（医師会実施）一次 54,818件 

肺がん検診（医師会実施）精密 1,286件 

胃がんリスク検査集計（医師会実施）一次 7,731件 

胃がんリスク検査集計（医師会実施）精密 885件 

  ⑤ がん相談 

     がん患者とその家族などに対して、がんの不安や治療などの各種相談に対応するととも

に、がんに関する書籍やリーフレット等の閲覧ができるがん情報コーナーを開設した。予

約不要の一次相談に対応するほか、看護師による専門相談（対面・電話）、がん体験者に

よるピア相談（電話）、就労世代の支援として社会保険労務士と看護師による就労相談を

対面相談と同時に実施した。さらに、地域での出張相談を社会保険労務士会の年金・労働

相談会と連携して行った。 

事業項目 事業実績 

一次相談 34人 

対面相談 20回19人 

電話相談 45回46人 

就労相談 施設内（対面相談の再掲） 4回3人 

出張型 1回2人 

（３）健康増進事業 

① 健康度測定、運動負荷測定、健康増進指導等による多様な健康づくり 

健康の維持及び積極的増進を図るため、18 歳以上の区民を対象として、健康度測定、

運動負荷測定、健康増進指導を実施した。また、健康度測定の結果に基づく生活習慣病予
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防やこころの健康等をテーマにした教室を開催し、壮年期世代を対象に土曜・夜間の講座

も実施した。 

事業名 事業実績数 

健康度測定・再測定、運動負荷測定 553人 

健康増進指導 延 3,477人 

壮年期健康づくり教室 36回 

② 専門職員の派遣による地域での健康づくり支援 

ア．実地指導・健康づくり支援 

依頼にもとづき地区での健康教室や自主グループ活動に運動指導員等を派遣した。また、

地域での健康づくりに関する行事等に協力し、区民の健康づくり活動を支援した。 

事業名 事業実績数 

実地指導、健康づくり支援 717回    

イ．地域健康出前講座・壮年期対象地域講座・地域健康講座・職場のげんき力アップ 

地域へ出向き、体脂肪量や骨格筋肉量の測定等とともにメタボリックシンドローム予防

や介護予防に対する意識を高める講座、スポーツ振興財団等と連携して壮年期対象地域講

座等を開催した。 

事業名 事業実績数 

地域健康出前講座 1回 

壮年期対象地域講座、地域健康講座 8回 

職場のげんき力アッププログラム 2社 

ウ．健康づくり支援リーダーの養成・活動支援 

地域の健康づくりグループに対し、運動指導員に代わって体操等を指導する区民ボラン

ティアリーダーの研修会・交流会等を開催し、自主的な健康づくり活動を支援した。 

事業名 事業実績数 

リーダー養成 中止 

研修会（講座） 10回 

研修会（指導実習） 9人 

リーダー交流会・リーダー実地指導 20回 

 エ．生活習慣病の重度化予防を推進する取り組み 

     生活習慣病のリスクがある区民を対象に合併症の発症や症状進行等を予防するための

事業を国保・年金課と連携しながら展開した。地域で開催する派遣型集団指導が中止とな

り、代替として電話を使用した通信型指導を展開した。 

  事業名 事業実績数 

重症化予防対策（派遣型集団指導） 中止(電話対応4人) 

重症化予防対策（個別指導） ２人 

      オ．障害者の健康支援プログラム 

     障害者が自ら活動出来ることを実感し自主活動に繋げていくリハビリ・スポーツ講座を

玉川地域、世田谷地域で実施した。また、所内では新たに知的障害者向けの健康づくり講

座を開催した。 

事業項目 事業実績 

リハビリ･スポーツ講座、健康づくり講座 13回 
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（４）障害者相談支援事業 

   ① 障害者専門相談 

    ア 電話・来所相談 

事業項目 事業実績 

相談延件数           1,129件 

イ 専門相談・評価・検査 

事業項目 事業実績 

専門医相談 168件 

専門職により面接・評価等 332件 

知的障害者支援グループ評価（りすた） 2人 64回 

プレステップサポート 9人 37回 

補装具相談 408件 

シーティング相談 173件 

福祉用具相談 161件 

聴覚相談 91件 

住宅改造相談 57件 

ウ 障害者施設等への技術支援 

事業項目 事業実績 

技術支援 260回 

エ 研修・ネットワーク事業 

事業項目 事業実績 

相談会 4回 

情報交流会（視覚） 7回 

講座 7回 

セミナー 0回 

関係機関との連絡会等 4回 

   ② 乳幼児育成相談 

    ア 発達・発育に関する評価、助言 

事業項目 事業実績 

相談業務 電話・来所相談 708件 

インテーク 308件 

専門評価 個別評価 511人（延べ1,348件） 

集団評価 106人（延べ752件） 

    イ 児童関係機関との連携及び地域支援 

事業項目 事業実績 

関連機関との連絡会 34回 

地域支援 50回 
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③ 高次脳機能障害相談支援 

ア 専門相談・評価 

事業項目 事業実績 

個別相談・評価 45人（延べ218件） 

小グループ評価（コンパス） 5人（延べ196件） 

イ 支援者養成 

事業項目 事業実績 

高次脳機能障害者ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ養成講座 4人（延べ24人） 

フォローアップ講座（高次脳） 2人 

失語症会話パートナー養成講座 8人（延べ40人） 

フォローアップ講座（失語症） 20人 

ウ 相談会・講演会 

事業項目 事業実績 

相談会・講演会 44人 

エ ネットワーク・地域支援 

事業項目 事業実績 

地域支援・講師派遣・連絡会 10回 

失語症サロン（３か所） 14回 

オ 失語症者向け意思疎通支援者派遣事業 

事業項目 事業実績 

失語症者向け意思疎通支援者派遣事業 7回 

（５）こころの健康支援事業 

   こころの相談機能 

   こころの健康に関する相談窓口として、平日夜間・休日等の電話相談を実施した。電話相談

は、精神疾患を経験し専門研修を受講した当事者によるピア相談の時間も設けている。また、

精神障害への理解の促進を図るため、「こころの健康に関する情報コーナー」を開設するとと

もに、こころの健康づくりを支える人材育成を目的としたピア養成講座（入門編・基礎編）を

実施した。 

事業項目 事業実績 

夜間・休日等こころの電話相談 

206回 

（平日夜間155回、土曜日51回） 

2,522件 

内訳 専門相談 1,751件 

ピア相談 771件 

ピア相談員養成講座 
1回 

延 149人 

内訳 入門編（全１日×2回） 実60人・延62人 

基礎編（全3日） 実33人・延87人 
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（６）危機管理 

 移転後の新たな施設における消火設備等の位置確認及び避難経路の確認を実施し、保健医療

福祉総合プラザ内の施設合同で通報手順の確認、避難誘導の訓練を実施した。 

 また、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、危機管理委員会を設置し、スタンダードプリ

コーションに基づく感染予防対策等を検討し、職員に周知徹底を図った。 

（７）職員研修等の実施 

財団のマンパワーを確保するため、再任用制度や契約職員制度の運用に努めた。なお、令和

２年度に予定した各種の職員研修は、感染症予防のため開催中止となるものも多く、研修計画

の一部を見送ることとなったが、専門技術育成のため３年度以降に実施する予定である。 

（８）その他（苦情件数、事故件数） 

 件数 主な内容と対応 

苦情 2件 

①運動指導員の接遇等に関すること 

健康指導業務の予約受付等の対応について、職員の言葉遣いや対応

が不快との苦情を受けた。本人には電話応対時に職員の接遇改善に努

める旨の回答をし、職員には接遇改善の周知徹底を促した。また、ご

意見箱の設置要望があったため、施設内に２箇所設置した。 

②乳幼児育成相談の感染予防における職員の対応 

 相談者から「体調について繰り返し聞かれうんざりしている。咳を

しただけで相談が中断することもあり不快」との苦情を受けた。この

ため、職員に適切なコロナ対応に向けた注意喚起を行い接遇面の改善

を図るとともに、利用者向けに検温や手指消毒、体調確認等の感染症

予防の取り組みについて、理解と協力をお願いする掲示を行った。 

事故 1件 

①リハビリ・スポーツ講座における骨折事故 

  障害者の健康支援プログラムとして地域で開催している同事業にお

いて、終了後に参加者（支援者）が机の片付けをする際、運搬中の机

（キャスター付き）が倒れ、足指に当たり骨折した。対応として、受

傷者を医療機関に連れて行くとともに、キャスターの動きが悪かった

ことから利用施設に机の点検を依頼した。なお、骨折の療養に関して

は、財団加入の傷害保険（団体補償制度費用保険）を適用している。 

（９）新型コロナウイルス感染症への対応 

   区の対応方針に基づき、「がん検診」「健康度測定・運動負荷測定」「健康増進指導」及び

対面・訪問による相談等の事業を約２ヶ月休止した。 

休止期間中、外出自粛要請を踏まえ、区と協働して動画等を使ってのフレイル予防の啓発活動

を行い、緊急事態宣言解除後の６月から順次事業を再開した。一方、「障害者専門相談」「がん相

談」「こころの相談」などの電話相談は、休止せずに事業を継続した。 
なお、いずれの事業も再開に向けては、感染症予防策として消毒、換気、定員抑制（健康増進

指導では保健センター独自に定員基準（１人あたり 8㎡）を設けた）などの徹底した対策を講じ

たうえで事業を実施した。 
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３ 指定管理に関する業務の収支                        （単位：円） 

項 目 金 額 備   考 

収 入 計 875,679,200  

受託事業収入 875,679,200 区指定管理料 

支 出 計 875,679,200  

人件費 566,184,907 管理運営、がん対策・健康増進、障害者相談支援事業従事者 

事業費 213,341,853 管理運営、がん対策・健康増進、障害者相談支援事業経費 

消費税納付分相当 66,163,516  

収入－支出 29,988,924  

 

４ 事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）胃がん検診 

令和 2 年度エックス線については、検診車を含め延 273 回検診を実施し、受診数は計画数

（7,000人）を下回る2,289人、達成率は32.7％（前年度の約6割）となり、内視鏡検診の達

成率については72.0％であった。受診数減の原因としては、検診車内の密状態や胃カメラ挿入

時の新型コロナウイルスの感染リスクなどを懸念した区民の受診控えが影響したと分析して

いる。 

（２）乳がん検診 

   視触診・マンモグラフィについては、同時受診の利便性により目標数(1,000 人)を達成した

が、マンモグラフィのみの達成率は37.0%となっている。 

（３）がん相談 

がん相談は、移転に伴い、新たに専用の相談室とがんの情報コーナーを設置した。対面での 

相談は、感染予防の観点から一時休止し、電話相談に切り替えるなどで対応をした。また、新

たに予約なしで窓口に来た方の一次相談にも対応し、34件の相談があった。また、電話相談は

46件で、前年度の2倍の実績となった。 

（４）健康度測定、健康増進指導 

集団で行う事業であり、感染予防の観点から事業再開後も定員を大幅に減らすなどの対応を

取ったため、事業実績が大きく減少し、達成率がともに約3割となった。 
（５）地域での健康づくり支援 

    健康づくり支援では、地域健康プラン会議やまちづくりセンターなどの地域で開催された健

康教室へ運動指導員等の専門職員を 95 回派遣した。また、新型コロナ感染症対策等で活動を

休止している団体に所属している区民を対象に、玉川台区民センターで定期的に運動指導の支

援を行った。職場のげんき力アッププログラムでは、事業所単位で取り組む健康づくりとして

継続実施しており、プログラムの多様化を図り事業を行った。 

（６）生活習慣病重度化予防 

区と連携した重度化予防対策などを計画していたが、地域に出向いての個別相談会を中止し

た。その対応策として電話を用いた指導に変更し実施した。 

（７）情報発信ステーション機能の充実 

区民の健康づくりに関する情報発信ステーション機能の充実については、ホームページをさ

らにわかりやすく、また例規類集の掲載など法人の透明性を向上させるとともに、健康情報紙

「げんき人」タブロイド判（新聞折り込み）を年4回発行し、区民への情報発信を行った。ま

19



た、ＳＮＳを使った広報活動で、若年利用者増などに向けた情報発信に取り組んだ。 

（８）失語症者向け意思疎通支援者派遣事業 

新規事業として、失語症者の意思疎通を支援するため、失語症当事者と意思疎通支援者のマ

ッチングを行い、支援者の派遣を行った。新型コロナの影響により事業開始が年度の後半とな

り、さらに感染の拡大から外出自粛が求められたため、達成率は低くなった。 

（９）こころの健康支援事業 

新規事業として、夜間・休日の電話相談と各種事業等の情報を案内する情報コーナーを開設

した。電話相談には専門相談員とピア相談員が対応し、年間 2,522 件の相談があった。なお、

行政の支援が必要と判断した16件については区の相談窓口につないでいる。 

 

５ 事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

（１）維持管理運営事業については、新たな施設において利用の多い高齢者の安心・安全を第一に、

施設・設備の維持に努めた。 

（２）胃がん検診(エックス線・内視鏡)、乳がん検診については、いずれの検診も計画数を達成で

きなかったが、再度の緊急事態宣言の発出においても、感染対策を万全に行い、受け入れ人数

の調整をしながら、検診を実施した。また、医療機関等との連携により精密検査等の結果を集

約（精度管理）し、未受診者への受診勧奨等を実施した。このほか広報活動として新聞折り込

み等を行っている健康情報紙「げんき人」など、様々な方面からの普及啓発を区民に向けて行

った。 

（３）健康増進事業の健康増進指導については、新型コロナ感染症予防対策として、保健センター

独自の定員基準（1 人当たり 8 ㎡）を設け、運動体験講座を中心に運動・栄養・休養講座を開

催した。生活習慣病の重度化予防を推進する取組みの派遣型集団指導では、新型コロナ感染症

予防対策として郵送での資料配付と電話での指導に変更した。 

（４）障害者相談支援事業については、いずれの事業も新型コロナ感染症の影響により来所や訪問

による相談、評価等を一時休止したが、電話相談については継続して行った。また、訓練・療

育事業を移行した「東京リハビリテーションセンター世田谷」との連携に努め、相談事業を実

施した。乳幼児育成相談については、相談や専門評価の個別評価は、4、5月に対面業務を休止

したため、達成率は70～80％となったが、集団評価は対面での評価再開後、事業運営を見直し、

グループ数の拡充などを行ったため 100％を超える達成率となった。高次脳機能障害相談支援

の失語症サロンについては、年度途中から開催場所を2か所増やし、計画数を上回る実績とな

った。 

（５）利用者からの意見・要望等については、施設に設置したご意見箱で収集し、改善等の必要な

対応をおこなったうえで、回答を館内掲示により利用者に周知した。また、各事業における職

員の対応や利用された区民の方の満足度を把握するため、満足度に関するアンケート調査を実

施した。いずれの事業においても電話、窓口での予約や検診等での職員対応について、「良い」、

「とても良い」と答えた方が９割以上であった。その他の改善の取組みとしては、新施設とな

り、待ち合いや事業諸室が分かりづらいとの声を受けて、館内掲示を明確にする工夫や密を避

けながら指導利用の手続き待ちができるようロビーの待合イスの配置を見直すとともに、事業

休止による利用者からの問い合わせの対応として、ホームページのトピックスを活用し、こま

めに情報を更新するなど利用者の利便性にも配慮した。 
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６ 事業実績の評価（施設管理所管課による評価）  

① ２年度（元年度実績）評価結果に対する現在までの取組み状況 
 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、事業の中止や縮小等を行わざるをえなかっ

たことから、年度途中に事業計画を変更する等、担当所管と確認しながら事業を執行した。 

 財政援助団体監査で指摘された通帳及び印鑑の保管については、移転後に改善されたことを確

認した。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある    １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている            ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 12 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 19 

設置目的等の理解 2/3 個人情報管理 2/3 

サービス提供 1/2 個人情報の漏洩防止 1/3 

自主事業の成果 3/3 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 2/3 地域との関わり 2/3 

障害者等の雇用 2/3 区内事業者の活用等 2/3 

３．事故や緊急時等への対応 5 

事故防止等の対応 1/3 緊急時に備えた訓練 2/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み 22 

職員研修 3/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 3/3 

利用しやすい環境整備 2/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 3/3 

接遇 1/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 6 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み 2 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 １９／２９  

３．事故や緊急時等への対応 ５／ ９  

４．サービス向上の取組み ２２／３０  

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ６６／９３  

総合評価 Ａ  
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④ 年度評価所見 
 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため休止や規模縮小をせざるを得ない事業が多

く見られたが、がん検診受付センターやがん情報コーナーにおける一時相談、こころの健康支援

事業等の新規事業に取り組み、移転後の施設において新たな一歩を踏み出すことができた。 

 一方、骨折や自主事業における郵便物未着等の事故、また、接遇等に関する苦情が見られたこ

とから、一層の事故防止、職員研修等による対応力向上に取り組む必要がある。 

 保健医療福祉の拠点としての拠点内外との連携・協力した取り組みも、新型コロナウイルス感

染症の影響を受け、十分な取り組みができなかった。 

 移転に伴い、施設全体は保健医療福祉総合プラザの指定管理者が維持管理を行うこととなった

ため、保健センターとしての施設の維持管理業務は前年度までと比べ大幅に縮小した。 

 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 
 利用者が安心して施設を利用できるよう、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策や事故防

止、接遇向上への取り組みについて確認していく。 

 保健センターが保健医療福祉の拠点として担うべき「健康を守り、創造する機能」「相談支援・

人材育成機能」への取り組みを推進するよう、支援していく。 
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令和２年度世田谷区立特別養護老人ホーム「芦花ホーム」 事業報告 

 

指定管理者 社会福祉法人 世田谷区社会福祉事業団 

 

１ 指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称： 世田谷区立特別養護老人ホーム芦花ホーム（老人短期入所生活介護含む） 

施設住所： 世田谷区粕谷２－２３－１ 

（２）指定管理情報 

   指定管理者：社会福祉法人世田谷区社会福祉事業団 

指定期間：平成２９年４月１日～令和３年３月３１日 

 

２ 業務実績、利用状況に関する事項 

（１）事業内容 

①特別養護老人ホーム事業 

常時介護が必要で、在宅では介護が難しい方が入所し、食事・入浴・排泄など日常生活の

介助、機能訓練、健康管理等利用者の生活全般を支援する。 

②老人短期入所生活介護事業 

  在宅高齢者が心身の状況や介護者の状況（病気、冠婚葬祭、介護疲れ等）により、一時的

に在宅での生活が困難になった場合、特別養護老人ホーム及び併設の施設に短期宿泊する。 

（２）特別養護老人ホーム利用状況に関する事項 

①利用者性別・年齢別人数（３月末利用者状況）     （単位 年代＝人 年齢＝歳） 

定 員 103 在 籍 97 

年

代 

 64 歳以下 65～74 歳 75～84 歳 85～99 歳 100 歳以上 合計 

男 1 0 11 14 0 26 

女 0 8 16 43 4 71 

合計 1 8 27 57 4 97 

年

齢 

 
最年少 最年長 平 均 全体平均 

男 60 98 85.1 
86.6 

女 66 100 87.1 

②延べ入退所者数                           （単位＝人） 

前年度末入所者数 新規入所者数 退所者数 年度末入所者数 

90 32 25 97 

③退所理由        （単位＝人） 

     理   由 人 数 

死亡 21（20） 

入院 3 

その他 1 

※（ ）内は施設内での死亡者数 

④平均利用率      （単位＝％） 

実施計画 令和 2年度実績 

95.0 90.0 

⑤要介護度別利用者数（３月末利用者状況）              （単位＝人） 

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 平均要介護度 

0 2 9 39 47 97 4.35 
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⑥認知症度（３月末利用者状況）                    （単位＝人） 

Ⅰ Ⅱａ Ⅱｂ Ⅲａ Ⅲｂ Ⅳ Ｍ なし等 合計 

6 6 10 23 14 34 3 1 97 

（３）老人短期入所利用状況に関する事項  

①延べ利用者数        （単位＝人） 

 令和 2年度実績 

延べ利用者数 3,111 

１日平均人数 8.5 

②利用率           （単位＝％） 

実施計画 令和 2年度実績 

105 40.6 

③利用者性別・年齢別人数 （３月実利用者状況）           （単位＝人） 

 ～64 歳 65～74 歳 75～84 歳 85～99 歳 100 歳～ 計 平均 

男 0 1 4 7 1 13 87.5 

女 1 2 1 15 1 20 87.6 

合計 1 3 5 22 2 33 87.6 

④要介護度別利用者数（３月実利用者状況） 

ア 介護予防短期入所生活介護 （単位＝人） 

要支援１ 要支援２ 合計 

0 0 0 

イ 短期入所生活介護                         （単位＝人） 

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 平均要介護度 

3 5 7 5 13 33 3.61 

（４）苦情件数、事故件数  

項 目 件 数 

苦 情 ０件 

事 故 ２２件（骨折４件、薬の事故１７件、誤嚥１件） 

※区へ提出した事故は、骨折事故や服薬忘れ等である。骨折事故については、関係職種で事

故検証を行い、介護方法の見直し・対応の検討を行った。また、事故予防委員会及び緊急

ミーティングを開催し、周知・対応の振り返りを行い、再発防止に努めた。服薬忘れにつ

いては、リスクマネジメント委員会でこれまでの対応の検討を行い、服薬前から服薬後ま

での流れを整理した「薬事故防止マニュアル」を改訂し、周知・徹底を行った。骨折事故

については、関係職種で事故検証を行い、介護方法の見直し・対応の検討を行った。又、

事故予防委員会及び緊急ミーティングを開催し、周知・対応の振り返りを行い、再発防止

に努めた。 

※ヒヤリハットの過去３年間の件数は、平成３０年度０件（休館中のため）、令和元年度２

０３件、令和２年度２１２件、合計４１５件。 

※賠償事故は１件（機器の不具合に起因する事故でもあり、事故後に業者による全館一斉点

検を行った） 

（５）新型コロナウィルス感染症拡大防止 

   新型コロナウィルスの感染症防止対策として、職員を含む全ての入館者に入口での手洗

い・アルコール消毒・検温機による測定、館内用マスクへの交換を義務付け、３７．５℃以

上の者の入館を禁止した。加えて職員には、出勤前の検温、体調不良の早期報告と把握、更

衣室や休憩場所といった動線の切り分けの徹底を行った。 

地域住民への会議室貸し出しや、ボランティア、実習生の受け入れは前年度に引き続き中
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止した（活動休止中の個人・団体含めて全てのボランティアに対し、施設広報紙やお便りを

定期的に送付するなど、施設の状況について情報提供を行った）。 

また、家族の面会については、１階レストランに設けた面接ブースでの対面式面会やＳＮ

Ｓを用いた動画での面会のみとし、緊急事態宣言発令下においては、動画のみの面会で対応

した。看取り等の特段の事情の場合は、時間を短時間に制限したうえで利用者との面会を実

施した。 

東京大学のアイトソープ研究所と提携し、令和２年６月に職員・利用者・利用者家族・委

託業者の希望者全員に抗体検査を実施した（東京大学とはその後も、行政で対応が難しい場

合のＰＣＲ検査での連携も継続している）。 

東京都の「緊急包括支援事業」や「高齢者施設における新型コロナウィルス感染症対策強

化事業」、「新型コロナウィルス感染症に係る介護サービス事業所等に対するサービス継続支

援事業」を活用し、空気清浄機や手洗いユニットの増設、マスクなどの感染予防物品や、ア

ルコールなどの消毒用品の在庫を切らすことなく整備し、感染予防対策に取り組んだ。 

また、世田谷区の施策に協力し、特別養護老人ホーム事業の４階部分を一時中止し、新型

コロナウィルス感染症対策の緊急事業を令和２年５月１日から令和２年５月３１日まで実

施した。 

   特養への入所は、感染防止対策に万全を期したうえで３２名を受け入れた。また、ショー

トステイの利用については外部からの感染持ち込み防止のため、１４日間の健康観察のモニ

タリングを行ったうえで、受入定員の５０％程度（１日１１床）に制限した。また、利用手

続き場所や利用者の移動動線も感染防止に配慮した形で実施した。 

 

３ 指定管理に関する業務の収支                      （単位＝円） 

項 目 金  額 備  考 

収入計 706,894,841  

介護保険事業収入 499,118,868 指定管理料をのぞく 

指定管理料 137,297,462  

その他の収入 70,478,511  

支出計 706,894,841  

人件費 480,007,638 職員人件費 

事業費 94,109,100 光熱水費等 

事務費 93,125,662 研修費、施設維持管理費等 

その他の支出 39,652,441  

収入－支出 0  

 

４ 事業計画書で提案した事業等の実施状況 

①施設を活用した新たな事業提案 

ア 世田谷区と連携し、これまでに培った芦花ホームの看取り介護の特色である「多職種

連携」や「その人らしさを中心としたケア」「ご家族へのきめ細やかな寄り添い」を終

末期にある虐待などの様々な事情による入所者と分離状態の親族との関係構築に生か

し、穏やかな看取りを実現した。 

  また、公益社団法人日本看護協会による「介護施設等における看護職員のあり方に関

する調査研究事業」に協力し、施設看護における役割や介護職員との連携・協働・情報

共有、看取りに関する看護職の育成について、終末期支援の取り組みもふまえて発信し

た。 
イ 法人のホームページを用いたブログや、法人広報紙、施設広報紙などを活用し、芦花

ホームの行事や取り組みを地域に向けて発信した。 
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ウ 「コミュニティカフェ芦花」は、新型コロナウイルス感染症の感染予防のため中止し

た。また、「夏休み親子体験」や近隣の小中学校に赴き行う車椅子体験、地域の防災訓

練については、主催者側から中止の申し入れがあり実施できなかった。 

エ 在宅で充分な歯科診療が行えていないショートステイ利用者に対して、施設の歯科衛

生士を中心に、世田谷区歯科医師会や昭和大学歯科病院と連携してミールラウンドを始

め、必要に応じて助言を行った。 

②サービスの質の一層の向上のための新たな提案 

ア 無資格で採用した職員に対し、ＯＪＴリーダーを中心とした育成強化による正規職員

への登用のサポートや、新人・非正規職員を対象に歯科衛生士による個別の口腔ケア研

修を実施するなど、介護サービスの質の向上に取り組んだ。 

イ 芦花ホーム内で介護・看護職員のキャリアアップを目的とした年間研修計画を作成し

た。研修の実施にあたっては、感染予防のため集合研修は行わず書面開催とした。 

ウ 職員のモチベーション向上を図るため、職場内研修の調整や資料作成などで専門性を

後進に伝える役割を設けた。また、コロナ禍での新たなオンラインレクリエーションプ

ログラムの実践について、「せたがや福祉区民学会」で発表し、他施設や区民向けに発

信した。 

エ 厚生労働省が行う「介護ロボットの導入支援及び導入効果実証研究事業」に参加し、

夜間見守りの部門で介護ロボット「眠りスキャン」を用いた実証研究に協力した。 

オ 見守り支援の介護ロボットの、ショートステイ利用者への活用の継続による生活リズ

ムの把握と家族へのフィードバック、利用者・介助者双方の移乗介助時の心身の負担軽

減のため介護用リフトを活用し、環境変化による利用者の負担軽減に取り組んだ。 

カ 看護・介護職員等による在宅での医療処置物品や介護用品の選定方法や、処置、介護

技術の相談・助言を行った。 

キ ショートステイにおいては、コロナ禍でボランティア活動の中止等により余暇活動も

制限される中、ソーシャルディスタンスを保つなど感染対策を徹底したうえで、特養入

所者と合同での各種レクリエーション活動を提供した。 

③経費節減 

   ア 施設維持管理などの契約の仕様を見直し、改修工事後不要になった点検項目や、委託

職員の人数を削減した。また、業者選定にあたっては一般競争入札を行い、コスト削

減に取り組んだ。 

   イ 水道光熱費は、改修工事後の設備を用いた１年間の使用料の実績を分析し、ガスはコ

ージェネレーションを活かした契約に変更した。電気は見積もり合わせを行った結果、

東京電力から新電力への切り替えを行い、経費を削減した。 

ウ 湿度温度の管理を徹底することで空調による電気及びガス消費量の適正化に取り組

んだ。また、ＥＳＣＯ事業で導入した節水器具を使用し、トイレや厨房水栓など水の使

用量の多い箇所を中心に節水に取り組んだ。 

エ 厨房業務委託については、委託業者と効率的な業務の検討を行い、メニューの一部に

完全調理済食品を導入した。今後はＨＡＣＣＰ（ハサップ）に適合した食品衛生管理を

踏まえた安全で効率的な業務を令和４年度からの実施に向けて検討する。 

④居住環境の改善 

   ア 世田谷区所管課と協力して大規模改修の対象から漏れた雨漏り対策やトイレの水回

りについて、要修繕箇所（雨漏り５か所、トイレ水栓４６箇所、湯温調整装置１２箇

所）の改修を実施した。 

   イ 世田谷区と協力して老朽化した機具の入替を行い、低床ベッド及び超低床ベッド計３

７台、利用者の姿勢調整ができる車椅子４０台を導入し、利用者の身体状況に合わせ

た安心・安全な環境を整えた。   
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５ 事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

①施設の維持管理 

ア 工事改修で対象外だった雨漏りや漏水、トイレの水回りの故障などに世田谷区所管

課・営繕課と連携して随時対応し、速やかな報告と不具合に対して共働して対処を行

った。今後の想定される故障を見越してリストを作成し、計画的な修繕に取り組んだ。 

イ 清掃及び消毒作業の各種マニュアルを整備し、特に令和２年度は新型コロナウィルス

感染予防対策に取り組み、利用者の新型コロナウィルス感染症だけでなく、インフル

エンザやノロウィルスの感染者ゼロを維持できた。今後の感染対策として現状の感染

予防体制の維持のほか、マスクなどの感染予防物品の備蓄に取り組んだ。 

ウ 光熱水費の削減に努め、自主事業を含む建物全体では、改修前の平成２９年度に比べ

て電気代▲１４，７０２千円、水道代▲２，０１３千円を削減した。ただし、ガス代

はボイラー導入により７，３１２千円増となっている。水道光熱費の削減額は合計で

▲９，４０３千円である。 

②施設の運営 

ア 協定で配置された人員を活かして医療依存度の高い利用者の受け入れを継続し、胃婁

の方以外にも、膀胱瘻、Ｃ-ＰＡＰといった方の受け入れを実施した。看取り介護は、

１８人の実績があった。口腔ケアは、世田谷区歯科医師会および昭和大学と連携し、

緊急事態宣言中を除きミールラウンド８人、嚥下内視鏡検査７人に実施した。 

イ 障害者などの雇用で行っている障害者就労支援は、就労相談機関と連携して障害者の

一般就労に向けた取り組みを行い、ビジネスマナーや職業訓練を重点的に行った。 

ウ 認知症カフェや近隣の小中学校への車椅子体験の職員派遣が新型コロナウィルスの

ため実現できなかったが、地域住民に向けてホームページや施設広報紙などで芦花ホ

ームの運営について情報発信を行った。 

オ 区内業者の活用を積極的に行い、施設維持管理業務委託や樹木剪定、産業廃棄物処理、

畳障子の張り替えなどを区内業者と契約を取り交わした。また、厨房委託業務の受託

業者選定にあたっては、区内事業者から食材納入を行うよう要求基準書に盛り込んだ。 

③事故や緊急時への対応 

ア 緊急時や事故予防など、職員の認識を一つにするために、施設の基本理念や事業計

画・予算、各種マニュアル・役割分担・研修計画を記載した「職員ハンドブック」を

全職員の行動の指針となるように毎年更新して配布している。 

イ 事故発生時は事故報告書を法人として管理し、施設内の事故予防委員会や苦情審査委

員会などで都度検証を行い、再発防止に取り組んだ。 

ウ 緊急時に備えて定期的に自衛消防訓練を行い、平成２８年の熊本地震や平成３０年の

西日本豪雨の教訓を踏まえて、非常食の備蓄量を７日分に増やし、入替のタイミング

で賞味期限のより長い食品に替えた。協力協定を結んでいる地元町会との交流は、コ

ロナ禍でもあり、ほとんど実施できていない。 

エ ケアマネジャーなどからの要請による、区民の緊急対応としての受け入れはコロナ禍

による利用前の健康観察との兼ね合いもあり１名の受入れにとどまった（世田谷区の

緊急一時宿泊対応は実績なし）。 

④サービス向上の取り組み 

ア 厨房委託業者と調整を行い、下膳時間はそのままに、昼・夕食の配膳時間を前倒しし、

ゆったりとした食事時間を提供し、利用者からは大変好評であった。 

イ 施設のＩＣＴ化のためのインフラ環境を整備し、インカムの使用を日中中心であった

ものから夜間も必須へと変更し、利用者の安全で快適な生活の充実に取り組んだ。 

ウ コロナ禍で、ボランティア活動の中止などにより余暇活動も制限される中、ソーシャ

ルディスタンスを保つなど感染対策を徹底したうえで、各種レクリエーション活動を

提供した。 

エ 在宅と施設の頻繁な往復による感染の不安など介護者の声に応え、急な利用期間変更
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に対して柔軟に対応を行った。 

⑤収支状況 

 待機者の多い特別養護老人ホームへの入所を優先し、コロナ禍においても入所は順調に

進み、特別養護老人ホームの経常増減差額は２８，３０９千円の黒字となった。ショート

ステイにおいては、特養の入所を優先したことや新型コロナウィルス感染症対策のため、

利用を抑えていたことにより年間平均利用率が４０．６％と約４割の利用に留まり、経常

増減差額は▲３７，５７３千円の赤字となった。 

⑥第三者評価時の利用者アンケートにおける意見・要望への対応と改善 

ア 第三者評価で行ったお客様アンケートでは、特養では総合評価が「大変満足」と「満

足」合わせて９５％と高評価であったが、「どちらともいえない」が３％あった。満足

度が比較的低かった点は「困ったときに職員以外の人にも相談できることを分かりや

すく伝えてくれましたか」との問いに対しての「聞いてない」という回答が多かった。 

事業報告書様式及び記載内容について入所説明時には必ず説明しているが、継続的に

苦情相談窓口があることを広報紙などを用いて周知して改善に努めている。 

ショートステイでは、自由意見で「経管栄養の方法は、家庭と同様に実施されていて

良〔ママ〕」や「主訴がしっかり伝えられないので、対応は大変だと思います。感謝で

す〔ママ〕」など、医療依存度や認知症重度の利用者受け入れの取り組みの効果が利用

者の感想に現れている。また、「あなたが施設の生活で楽しみにしている行事や活動が

ありますか」という問いに「はい：ギターで歌ってくださるイベントは楽しかった〔マ

マ〕」という回答があり、ショートステイのレクリエーションの拡充が利用者に評価さ

れた。 

イ 以前はケアの内容や、施設環境についての指摘を受けたが、現在はコロナ禍でもあり、

職員のストレスを心配する声や、反対に面会やリモートも職員が同席しているので、プ

ライベートな話も聞かれている、といったこれまでには無かった意見があった。 

ウ コロナ禍による入館・面会共に制限のある状況で、在籍期間の短い入所者の家族にと

っては、ホームの生活や職員の対応といった点について想像がつかないといった意見が

多くあった。少しでも不安を払拭できるように、随時の情報提供に取り組んでいる。 

 

６ 事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 

区立特別養護老人ホーム芦花ホームは、「その人らしさを中心としたケア」や「ご

家族へのきめ細やかな寄り添い」といった施設における看取り介護の特色を、終末期

にある入所者と分離状態の親族との関係構築に生かし、穏やかな看取りを実現させて

いる他、看取りに関する看護職の育成について、公益社団法人日本看護協会による「介

護施設等における看護職員のあり方に関する調査研究事業」に協力し発信するなど、

新たな取り組みも行い、入所から看取りまで質の高いサービス提供に努め、利用者に

寄り添った運営を行っていることが評価できる。 

また、新型コロナウイルス感染症対策の観点から、防火訓練や小中学校を対象とした

車椅子体験など、地元に寄り添った活動は中止となったが、施設広報紙やお便りを定

期的に送付するなど施設の状況について情報提供を行った。地域社会との共生をしな

がら、今後も質の高い専門的なサービスの向上と提供が見込まれる。 
 

② 項目別評価結果 

評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある    １：要求水準を満たしているが、一

部課題がある 

２：要求水準を満たしている            ０：要求水準を下回っている（改善

指導等が必要となる） 
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評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 11/13 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 1/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 28/29 

設置目的等の理解 3/3 個人情報管理 3/3 

サービス提供 2/2 個人情報の漏洩防止 3/3 

自主事業の成果 3/3 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 3/3 

３．事故や緊急時等への対応 7/9 

事故防止等の対応 1/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 3/3   

４．サービス向上の取組み 26/30 

職員研修 3/3 利用者の意向 3/3 

利用者への案内 3/3 利用者意向の反映 3/3 

利用しやすい環境整備 3/3 施設利用の促進 3/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 3/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 1/3 

５．収支状況 6/9 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み 3/3 

改善の取組み 3/3   

③ 項目別評価結果 

総合評価  

Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １１／１３ 年間計画に則り、利用者が安心して生活できるよ

う適正に維持管理されている。 

２．施設の運営 ２８／２９ 利用者第一に取り組み、施設運営されている。障

がい者就労支援や医療依存度の高い利用者の受

け入れを積極的に行っている。 

３．事故や緊急時等への対

応 

７／ ９ 施設内で各種業務マニュアルの見直しや更新を

定期的に行い、職員への周知、徹底がなされ迅速

かつ丁寧に対応されている。 

４．サービス向上の取組み ２６／３０ 昼・夕食の配膳時間を前倒ししたことで、ゆった

りとした食事時間を提供し、利用者に大変好評で

あった。また、老朽化したベッドや車椅子を入れ

替えることで、利用者の身体状況に合わせること

ができ、より安心で安全な環境を整えることがで

きた。 

５．収支状況 ６／ ９ 予算内で適正に執行されている。維持管理費の削

減にも努めている。 

６．改善の取組み ３／ ３ 指摘事項について迅速な対応、是正がなされてい

る。 

合計 ８１／９３  
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総合評価 Ｓ 管理運営が良好で優れた取り組み成果がある。 

④ 年度評価所見 

芦花ホームでは、新型コロナウイルス感染症の影響により、例年行ってきた地域交流や、

実習生の受け入れなど、一部の取り組みを中止せざるを得ない状況ではあったが、感染症の

拡大防止を行うとともに、新たな取り組みとして、コロナ禍での新たなオンラインレクリエ

ーションプログラムの実践について、「せたがや福祉区民学会」で、他施設や区民に向けた発

信を行った他、無資格で採用した職員に対し、ＯＪＴリーダーを中心とした育成強化やを行

うなど、施設でできることを積極的に考え、実践していく姿勢は評価できる。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

民営化となった後も、これまで同様、セーフティネットとしてのサービスや障がい者就労支

援、職域拡大を期待するとともに、これまで取り組んできたノウハウや医療的ケアや口腔ケ

ア等の先駆的な取り組みを活かしつつ、長期的な視点でバランスの取れた運営を期待する。 

 

 

30



 

 

令和２年度世田谷区立特別養護老人ホーム「上北沢ホーム」 事業報告 

 

指定管理者 社会福祉法人 世田谷区社会福祉事業団 

 

１ 指定管理施設の概要 

（１）施設概要  

施設名称：世田谷区立特別養護老人ホーム上北沢ホーム（老人短期入所生活介護含む） 

施設住所：世田谷区上北沢１－２８－１７ 

（２）指定管理情報 

   指定管理者：社会福祉法人世田谷区社会福祉事業団 

   指定期間：平成２９年４月１日～令和３年３月３１日 

 

２ 業務実績、利用状況に関する事項 

（１）事業内容 

①特別養護老人ホーム事業 

常時介護が必要で、在宅では介護が難しい方が入所し、食事・入浴・排泄など日常生活の

介助、機能訓練、健康管理等利用者の生活全般を支援する。 

②老人短期入所生活介護事業 

  在宅高齢者が心身の状況や介護者の状況（病気、冠婚葬祭、介護疲れ等）により、一時的

に在宅での生活が困難になった場合、特別養護老人ホーム及び併設の施設に短期宿泊する。 

（２）特別養護老人ホーム業務実績、利用状況に関する事項 

①利用者性別・年齢別人数（３月末利用者状況）     （単位 年代＝人 年齢＝歳） 

定 員 100 在 籍 100 

年 

代 

 64 歳以下 65～74 歳 75～84 歳 85～99 歳 100 歳以上 合 計 

男 0 1 7 9 1 18 

女 0 2 17 60 3 82 

合計 0 3 24 69 4 100 

年 
齢 

 最 小 最 高 平均 全体平均 

男 74 101 86.2 
88.7 

女 70 106 89.2 

②延べ入退所者数                           （単位＝人） 

前年度末入所者数 新規入所者数 退所者数 今年度末入所者数 

59 53 12 100 

③退所理由         （単位＝人） 

理由 人数 

死亡 12（7） 

入院 0 

その他 0 

※(  )内は施設内での死亡者数   

④平均利用率        （単位＝％） 

実施計画 令和 2年度実績 

84.0 77.0 

⑤要介護度別利用者数（３月末利用者状況）                 （単位＝人） 

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ その他 合計 平均要介護度 

0 1 22 38 39 0 100 4.15 
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⑥認知症度別利用者数（３月末利用者状況）                （単位＝人） 

Ⅰ Ⅱａ Ⅱｂ Ⅲａ Ⅲｂ Ⅳ Ｍ なし等 合計 

4 12 13 26 6 33 6 0 100 

（３）老人短期入所施設業務実績、利用状況に関する事項  

※実績には特養ホームの空きベッド利用を含む。 

①延べ利用者数        （単位＝人） 

 令和 2年度実績 

延べ利用者数 2,375 

１日平均人数 6.5 

②利用率           （単位＝％） 

実施計画 令和 2年度実績 

100.0 32.6 

③利用者性別・年齢別人数 （３月実利用者状況）           （単位＝人） 

 ～64 歳 65～74 歳 75～84 歳 85～99 歳 100 歳～ 計 平均 

男 0 7 5 2 1 15 77.7 

女 0 1 4 16 1 22 87.1 

合計 0 8 9 18 2 37 83.3 

④要介護度（３月実利用者状況） 

ア 介護予防短期入所生活介護 （単位＝人） 

要支援１ 要支援２ 合計 

0 0 0 

イ 短期入所生活介護                        （単位＝人） 

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 平均要介護度 

2 8 9 7 11 37 3.46 

（４）苦情件数、事故件数 

項 目 件 数 

苦 情 0 件 

事 故 21 件（服薬事故 15 件（服薬忘れ 8件、誤薬 6件、紛失 1件）骨折事故 6件 

※区へ提出した事故は、服薬忘れ等の薬に関する事故や骨折事故である。発生した事故につ

いては、毎月開催するリスクマネジメント委員会で介護方法の見直し・対応の検討を行っ

た。検討結果は、フロアミーティングで周知・対応の振り返りを行い、再発防止に努めた。 

※ヒヤリハットの過去 3 年間の件数は、平成 30 年度 314 件、令和元年度 225 件、令和 2 年

度 343 件 合計 882 件 

※賠償事故は 0件 

（５）新型コロナウイルス感染症拡大防止 

   社会的インフラとして安全に事業を継続するため、世田谷区からの派遣による感染症アド

バイザーを活用し、感染防止対策を講じた。 

 職員をはじめ、家族や業者などの来館者には 3密（密閉、密集、密接）を控え、マスクの

着用や来館時の検温、手指消毒を徹底した。職員については、従来の感染症対策のほかに勤

務フロアごとに更衣室を分散するなど感染予防に取り組んだ。 

 特養、短期入所生活介護における新規利用者の入所時には２週間前からの検温などの体調

確認を依頼するなど、安全な受け入れを行った。また、利用者が発熱するなど感染の疑いが

みられた場合には、個室に移動するなど、万が一に備えた感染対策をマニュアルに沿って実

施した。 

 また、世田谷区が実施するＰＣＲ検査（社会的検査）を受検し、感染リスクの縮小に取り
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組んだ。 

 令和２年度は、利用者の新型コロナウイルス感染症の発症はなく、職員については、発症

したものの他者への感染の拡大はなく、速やかに収束することができた。 

  

３ 指定管理に関する業務の収支 （単位＝円） 

項 目 金  額 備  考 

収入計 674,515,830   

介護保険事業収入 410,409,282 指定管理料をのぞく 

指定管理料 188,751,156   

その他の収入 75,355,392  

支出計 674,515,830  

人件費 447,548,502 職員人件費 

事業費  83,826,917 光熱水費等 

事務費 74,561,007 施設維持管理費等 

その他の支出 68,579,404  

収入－支出 0  

 

４ 事業計画書で提案した事業等の実施状況 

①施設を活用した新たな事業提案 

  地域に根付いた事業運営を積極的に行い、施設利用者だけでなく在宅高齢者や介護者に

対して支援を充実させた。 

  令和２年度は新型コロナウイルス感染症対策に伴い、実施にはいたらなかったが、認知

症カフェ「みんなのカフェ」では、平成３０年度延べ３１５人、平成３１年度延べ２１７

人の地域住民などの参加があり、認知症ケアの啓発や理解の促進、認知症高齢者や家族の

支援を行った。 

  また、在宅での虐待ケースや家族等介護者の急な入院などにより、緊急性が高く、早急

に施設利用を必要とするケースについても、世田谷区や地域包括支援センター、ケアマネ

ジャーなどと連携し、速やかに短期入所生活介護の利用につなげ、延べ８件を受け入れた。 

②サービスの質の一層の向上のための新たな提案 

  利用者が安全に主体的な生活を過ごせるよう、特養スタンダードの考えを踏まえ、服薬

介助マニュアルやケアプランマニュアルなどの見直しを行い、業務の標準化を行った。 

認知症ケアでは、認知症研修プロジェクトチームをホーム内に設置し、認知症ケアの標

準化や指導体制の整備などを行い、職員全員が適切な認知症ケアの知識や技術を習得でき

るように取り組んだ。特養スタンダードを踏まえた取り組みや認知症ケアの実践について

は、施設内だけでなく、「せたがや福祉区民学会」で発表するなど、地域住民も含めた外

部への発信を行った。 

また、終末期に向かう利用者については、利用者の意向や家族の意見を踏まえた看取り

介護プラン（ハートプラン）を作成し、利用者が最期まで自分らしくホームで過ごすこと

ができるように、多職種が共有してサービス提供を行った。 

令和２年度は７人の利用者を看取ることができ、看取った利用者一人ひとりに対して、

多職種が参加する「旅立ちのカンファレンス」を開催し、ハートプランの検証や看取り介

護の振り返りを行った。 

③経費節減（設備管理費用の削減を含む）を含めた効率的な運営のための提案 

安定した事業運営を行うため、令和２年度は設備員を直接雇用するなど施設維持管理体

制の見直しを行った。また、厨房業務委託については、委託業者と効率的な業務の検討を

行い、メニューの一部に完全調理済食品を導入した。今後はＨＡＣＣＰ（ハサップ）に適
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合した食品衛生管理を踏まえた安全で効率的な業務を令和４年度からの実施に向けて検

討する。 

また、施設管理部門については、調整業務やマネジメント業務の役割分担を明確化し、

令和３年度からの新体制実施の準備を行った。 

 

５ 事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

①施設の維持管理 

設備や機器類については設備員による毎日の点検を実施することで不具合の早期発見

に努め、設備等が起因による重大事故の発生は生じなかった。 

また、就労支援雇用者を中心に清掃や衛生管理に日々努めており、新型コロナウイルス

感染症の感染防止に取り組んだ。 

②施設の運営 

条例・協定書等に基づいた適切な運営を実施した。また、コンプライアンスの意識を高

めるため、法人全体での「個人情報の取り扱いに関する実態把握調査」の実施や、施設内

職員研修を行い、コンプライアンスが機能するよう取り組んだ。 

職員の欠員については、速やかに人材派遣や新規採用により補充を行い、適正な人員配

置での運営が行えるように対応した。 

  ③事故や緊急時への対応 

法人の「事故報告マニュアル」に基づき、事故発見・対応後の報告、報告書作成及びシ

ステムの入力までのフローを定め、遅滞なく報告できるよう整備した。また、誤薬事故な

どの重大事故については、世田谷区に速やかに報告するとともに適切な家族対応や再発防

止に取り組んだ。 

「震災対策マニュアル」「感染症マニュアル」等を整備し、ＢＣＰ（事業継続計画）の

策定に取り組んだ。 

④サービスの向上の取組み 

    「特養スタンダード」を基本とした業務の標準化を図り、職員全員が利用者主体のサー

ビス提供を行った。 

また、第三者評価機関による、利用者・家族へのアンケートを実施し、サービス提供な

どにおける利用者や家族意向を収集するとともに、職員アンケートや虐待の芽チェックリ

スト、法人内監査による結果について、改善の必要な項目に関しては関連した委員会にて

検討後、職員へ周知し改善を行った。 

⑤収支状況 

    令和元年度の大規模改修に伴い、令和２年４月時点は在籍者数が５８人であったが、年

度内で５３人の新規入所者の受け入れを行い、令和２年度末には、満床にすることができ

た。 

 

６ 事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 

区立特別養護老人ホーム上北沢ホームは、終末期の支援について、利用者がその人らしく

最後を迎えられるよう家族の想いも受け止め、信頼関係を築きながら利用者の意向や家族の

意見を反映したハートプラン（看取り介護計画）に基づき看取りを行っており、利用者や家

族に対し、親身に寄り添った運営を行っていることが評価できる。 

また、職員全員が適切な認知症ケアの知識や技術を取得できるよう取り組んでいる他、利

用者が安全かつ主体的な生活を過ごせるよう、服薬介助マニュアルやケアプランマニュアル

などの見直しを行っており、業務の標準化を図りサービスの向上に努めた。苦情・事故につ

いては、発生の都度、指定管理者より区に報告が行われており、区と施設とで情報共有がで

きている。 
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② 項目別評価結果 

評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある    １：要求水準を満たしているが、一

部課題がある 

２：要求水準を満たしている            ０：要求水準を下回っている（改善

指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 12/13 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 25/29 

設置目的等の理解 3/3 個人情報管理 3/3 

サービス提供 2/2 個人情報の漏洩防止 3/3 

自主事業の成果 2/3 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 2/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

３．事故や緊急時等への対応 8/9 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 3/3   

４．サービス向上の取組み 26/30 

職員研修 3/3 利用者の意向 3/3 

利用者への案内 3/3 利用者意向の反映 2/3 

利用しやすい環境整備 3/3 施設利用の促進 3/3 

利用者対応 3/3 苦情等への対応 3/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 1/3 

５．収支状況 6/9 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み 3/3 

改善の取組み 3/3   

③ 項目別評価結果 

総合評価  

Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３ 年間計画に則り、利用者が安心して生活できるよ

う適正に維持管理されている。 

２．施設の運営 ２５／２９ サービスの提供に関するアンケートを、利用者や

家族に実施した他、新型コロナウイルス感染症の

感染防止として、就労支援雇用者を中心に清掃や

衛生管理に日々努めるなど、利用者の生活を第一

に考えた施設運営がされている。 

３．事故や緊急時等への対

応 

８／ ９ 法人の「事故報告マニュアル」に基づいた事故発

見から報告までのフローを定めた他、災害や感染

症マニュアル等を整備し、職員への周知、徹底が

されている。 

４．サービス向上の取組み ２６／３０ 第三者評価機関による、利用者・家族へのアンケ

ートの他、職員アンケートや虐待の芽チェックリ
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スト、法人内監査による結果について、関連した

委員会にて検討後、職員へ周知し改善を行った。 

５．収支状況 ６／ ９ 予算内で適正に執行されている。維持管理費の削

減にも努めている。 

６．改善の取組み ３／ ３ 指摘事項について迅速な対応、是正がなされてい

る。 

合計 ８０／９３  

総合評価 Ｓ 管理運営が良好で優れた取り組み成果がある。 

④ 年度評価所見 

上北沢ホームでは、これまでと同様にセーフティネットとしての役割を果たしており、在

宅での虐待や、突発的な介護者の入院など、緊急性の高い入所希望者について、区や地域包

括支援センター、ケアマネージャー等と連携し、速やかに短期入所生活介護の利用に繋げて

いるなど、地域福祉の向上に向けて取り組む姿勢は評価できる。 

令和元年度の大規模改修工事に伴い、利用者を抑制していたが、積極的な新規入所者の受

け入れを行ったことで、令和２年度末には満床となり、待機者の削減にも繋がった。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

民営化後も、これまで同様、セーフティネットとしてのサービスや障がい者就労支援等を期

待するとともに、世田谷区全体の更なるサービスレベル向上に向け、ハートプラン（看取り

介護計画）や多様な専門職によるチームケア体制等のノウハウの積極的な発信を期待する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要  

世田谷区立特別養護老人ホームきたざわ苑 

世田谷区立老人短期入所施設きたざわ苑 

所在地   世田谷区北沢５－２４－１８ 

（２）指定管理情報 

   指定管理者：社会福祉法人 正吉福祉会 理事長 櫻井 千馨 

指定期間：平成２８年４月１日～令和３年３月３１日 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項 

（１）事業内容 

①特別養護老人ホーム 

常時介護が必要な高齢者で、在宅で介護を受けることが困難な方（基本要介護

度 3 以上の方）が入所し、可能な限り居宅における生活への復帰を念頭において、

利用者が有する能力に応じ自立した日常生活ができるよう支援を行う。 

②短期入所生活介護 

 介護者の疾病やその他の理由により、居住している自宅において介護を受ける

ことが一時的に困難な高齢者が対象であり、一定期間の入所中、在宅生活を維持

するための生活介護を行う。 

 

（２）特別養護老人ホーム利用状況に関する事項 

①利用者性別・年齢別人数（３月利用者状況） （単位 年代＝人 年齢＝歳） 

定 員 80 在 籍 64 

年

代 

 64 歳以下 65～74 歳 75～84 歳 85～99 歳 100 歳以上 合計 

男 0 3 3 5 0 11 

女 0 2 11 36 4 53 

合計 0 5 14 41 4 64 

年

齢 

 最年少 最年長 平 均 全体平均 

男 67 98 83 
88.8 

女 73 102 90 

②延べ入退所者数 （単位＝人） 

前年度末入所者数 新規入所者数 退所者数 年度末入所者数 

63 9 8 64 
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③退所理由 （単位＝人）  

理由 人数 

死亡 6（4） 

入院 2 

その他 0 

※(  )内は施設内で亡くなった方の人数 

④平均利用率 （単位＝％） 

計 画 令和２年度 

 70.8 

⑤要介護度別利用者数（３月利用者状況） （単位＝人） 

要介護1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 合計 平均要介護度 

1 2 11 23 27 64 4.15 

⑥認知症度（３月末利用者状況） （単位＝人） 

Ⅰ Ⅱａ Ⅱｂ Ⅲａ Ⅲｂ Ⅳ Ｍ なし等 合計 

2 6 9 19 18 7 1 2 64 

⑦その他（苦情件数、事故件数） 

  項目 件数 

苦情 0 件 

事故   0 件 

 

区へ提出された事故は、０件であった。骨折などはしてないが（Ⅽランク以外）

転倒や転落の介護事故は起きている。直接介助中でなくても介護事故があった 

時は、介助方法等の確認、評価後の変更（迅速性）、環境面の確認や変更などを

話し合い、他フロアへの情報共有を行い、再発防止に努めている。 

賠償になった案件はない。 

 

（３）短期入所生活介護利用状況に関する事項 

※実績には特養ホームの空きベッド利用を含む。 

①延べ利用者数・利用率 

利用者数 （単位＝人）25 名定員で換算 

 令和２年度実績 

延べ利用者数 3,712 

１日平均人数 10.16 

利用率 （単位＝％） 

計 画 令和２年度実績 

100 59.3 
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②利用者性別・年齢別人数(令和 3年 3月現在) （単位＝人） 

 
64 歳 

以下 

65～74 

歳 

75～84 

歳 

85～99 

歳 

100 歳 

以上 
計 

平均 

年齢 

男 ０ ２ １２ １１ ０ ２５ 83.4 

女 ０ １ １６ ５０ ４ ７１ 89.7 

合計 ０ ３ ２８ ６１ ４ ９６ 88.0 

③要介護度 

介護予防短期入所生活介護(令和 3年 3月現在) （単位＝人） 

要支援 1 要支援 2 合計 

０ ０ ０ 

 

短期入所生活介護(令和 3年 3月現在) （単位＝人） 

要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 合計 平均要介護度 

11 16 32 25 12 96 3.2 

 

④その他（苦情件数、事故件数）   

  項目 件数 

苦情 0 件 

事故 2 件 

区へ提出された事故は、骨折２件であった。1件は歩行自立者、もう 1件は要見守

り者であったが、どちらも自身で歩行した際の単独事故であった。2件ともに保険

適用している。 

2 件ともに見守り不足な点があったため、利用者の身体状況をしっかりと把握し、

利用者にあった見守り方法を職員間で共有していく。 

 

３．指定管理に関する業務の収支 

  項目 金額（円） 備考 

収入 111,629,955  

 指定管理料 111,629,955 大規模改修に伴う経費 211,623,045

円は除く 

支出 111,629,955  

 人件費 6,141,020 区配置医師、歯科検診関連費用のみ 

 施設維持管理経費 57,410,511 設備管理･清掃管理費 

 事業費 47,276,424 水道光熱費・駐車場賃借料等 

 その他 802,000 浴室リフトレンタル、引越費用 

収支差額 0  

 

 

 

 

39



 
 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

 【特別養護老人ホーム】 

（１）  大規模改修工事の実施 

本年度は年間を通し大規模修繕工事が実施された。利用者の安全な生活支援

継続に努め、他部署職員の協力もあり、年間計画通り、３回のフロア移動も安

全かつ迅速に実施出来、生活支援継続が行えた。 

また、大規模改修工事（利用者の居ながら改修工事）の関係で 6 月より年度

末まで特養の定員を 100 名から 80 名としており、短期入所生活介護事業を休

止し、特養の空床利用型短期入所も含め事業を実施した。 

本年度は、大規模改修工事やコロナ禍の中でも収入面での安定がはかれ、介

護人材不足と言われている中、人材確保の目標人数を確保でき、次年度当初よ

り 100 名定員に戻すことが可能な職員配置がとなった。 

 

（２）  人材の教育 

人材教育については、工事関連またコロナ禍の影響もあり、集団での研修は行

えなかった。しかし①全職員対象でのＤＶＤ研修（身体拘束、介護虐待防止）②

感染症予防に関して、介護と看護の個人研修を三段階に分け実施③ナノミスト浴

の研修・実施④居室リフトの研修（外部研修・苑内での三段階に分けての研修・

実技試験）と可能な範囲での研修を行なった。本年度に新しく福祉機器の導入も

あり、研修後からの支援方法の選択増や、職員の介護負担減少などにも繋がって

いる。 

次年度もコロナ禍の状態は続くと思われるが、予防対策を充実しながら、少人

数での研修やリモートなどでの外部研修参加など、個人またチームとしてスキル

アップに繋げていきたい。 

また、外国人材活用の面においては、当初 12 月より中国からの技能実習生 3名

受入予定であったが、新型コロナの影響もあり 2 月にずれ込んだものの無事、技

能実習生 3 名を受け入れることができた。技能実習生に対する研修は日本語教育

から介護まで様々な研修があるが、法人全体で連携を取り研修を行っており、次

年度も継続していきたい。 

 

（３）ターミナルケア 

   配置医や関連部署との連携を図りながら、基本ケアの徹底により病状の悪化を

防ぎ、利用者・家族が望む「施設での看取り」を行った。「綺麗な身体で終末期を

過ごし尊厳ある死を迎える」ことに支援を行い、施設で亡くなった方は４名（令

和元年度６件）施設での看取りを行った後に、介護、看護職員は施設独自の看取

り振り返りシートを記入し、職員間で情報の共有を図った。 

 

（４）感染症 

   新型コロナウイルス・インフルエンザ・ノロウイルスなど発生は無かった。し

かし新型コロナウイルス感染症の影響もあり、来苑者の直接面会（リモート面会

は実施中）、クラブや行事など引き続き中止の対応を行った。また職員間でも「出
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勤前の検温」「出勤時の検温」「手洗い・うがい・手指消毒・マスク着用」「１ケア

１消毒」「全職員での定時消毒」「換気」の徹底やアクリル板設置（飛沫予防）、休

憩場所の工夫（密予防）感染症対応の注意喚起、実施をし、「施設に持ち込まない・

発生をさせない」という意識付けを行った。 

 

【短期入所生活介護】 

（１）利用中の支援  

日中の活動については、本来であれば在宅での生活リズムを考え、リズムを崩

さないようにしつつ、日々の体操や歩行練習も兼ねた散歩等、レクリエーション

的要素を取り入れた活動を実施し、継続的に出来るだけ活動的に「楽しみ活動」

のある生活を提供したいところであったが、感染予防の観点から集団での活動が

実施できなかったが、できるだけ個別で対応するように心がけた。また、施設の

取り組みである「自立支援」の考えは継続し、ケアプランの作成を入所時に家族

と状況確認・意見交換を行いながら、その場で作成し実施した。活動のプランを

多く取り入れる事や、立ち上がりや歩行、水分摂取などの短期間での取り組みだ

けでは、問題解決に直接つながりにくいケースも、継続的にサービス提供する視

点に心がけ、家族と施設との情報交換で継続的支援の大切さの共有を図った。利

用中は健康状態を観察し、利用中に体調の変化を起こさないように支援した。 

 

（２）情報の提供と感染症対策 

ケアプランに基づいたサービス提供を行い、ケアプランを実施して見えてくる

新たな問題点などの報告・改善に必要な取り組み等の提案を行うとともに、その

他の生活状況も含め利用中の様子を家族に報告することで、在宅生活の継続に必

要な取り組みを家族や担当ケアマネジャーに提案・相談することもできた。 

感染症については、新型コロナウイルス感染症の影響で、入所前には施設内の

状況を家族へ連絡するとともに、感染リスクの可能性もある事を説明したうえで

の同意書を作成し、意向を確認したうえで受け入れを行った。また、職員の間で

も感染症に対する注意喚起を細かく行い、手洗い・うがいの励行、「施設に持ち込

まない｣という意識付けを継続的に行い、1日4回の定時館内消毒も実施した結果、

年間を通して、施設内での感染症の発症やサービスの休止もなく経過することが

できた。 

今後も感染症など利用前の早期発見・予防に努めるとともに、情報開示は迅速

に行い、安心して利用いただけるように努めていく。 

 

５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

  【特別養護老人ホーム】 

（１）排泄の自立 

新規利用者（８名）にも排泄の自立を実施した。多くの利用者・家族が「排泄

の自立」を希望しているものの、その理論と支援が得られなかったためにあきら
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めていた事を、きたざわ苑では在宅で介護している家族とともに解決している。

介助をすることで簡易トイレやトイレで排泄できるように取り組み、常時オムツ

をしている利用者はいない状態となっている。今後も取り組みは継続していく。 

（２）「伴走型自立支援」と「ターミナルケア」の両立 

きたざわ苑は、本格的に「伴走型自立支援」方法を確立し、伴走型自立支援型

施設になったと考えている。介護職員数の変化は毎年あるが、どのような状況の

中でも「伴走型自立支援」「ターミナルケア」を実施するために、現状で出来る工

夫、業務の組み立てを図りつつ継続している。 

「伴走型自立支援」と「ターミナルケア」を両立することで総合支援施設とし

て事業を展開し、区民の信頼を得られるように努めている。今後もきたざわ苑を

利用する全ての利用者・家族がきたざわ苑の運営の考え方に共感し、互いに感謝

することで、信頼関係を構築することと、地元自治会、小中学校、保育園、ボラ

ンティアや各種団体と協働することで、「利用者、家族、地域、職員が笑顔と元気

あふれる施設」に近づけていく。 

（３）令和２年度の稼動状況 

   令和２年度は大規模改修工事の関係で昨年度より新規入苑者受け入れを中止し

ている。退苑者がいても最低５０床は下回らないように対応を掲げていた。９名

の退苑者がいたが、１月より新規受入れを開始した結果含め、平均稼働率は 70.8%

となっている。次年度は６月末までに満床になるようインテーク・入所判定会議・

入苑日計画を迅速に行っていく。 

（４）その他の取り組み 

①各種サービスの展開について「ホスピタリティ＝歓待（おもてなしの心）」が重

要であり、サービスの展開においても、「心のかよわない行為」は相手の心に響

かず、決して良い結果を生み出さないと考えている。｢相手を思いやる気持ちを

形にする。その結果、相手が喜んでいただくことを職員が自発的にできること。｣

をホスピタリティの定義とし、実践することを目指している。 

②大災害対策として、昨年度までと同様な毎月訓練は、工事またコロナ禍で実施

出来ていないが、図面などを使用しシミュレーションを実施している。本年度

工事関連で誤報があり消防車が出動することがあったが、その際も訓練効果で、

職員の動きが確認できている。引き続き全職員が同じ意識、動きが出来るよう

訓練を継続していく。 

 

運営・サービス提供に関しては、一人ひとりの利用者が必要な支援を受けられ、

そのことにより生活の維持・向上（改善）に繋がるよう取り組みをしており、必

要に応じて行政との協議・報告も行っている。 

また第三者評価を定期的に実施している。コロナ禍ということもあるが、利用

者ご家族からの意見、要望、意向を確認している。本年度は 100％（利用者）91%

（ご家族）の満足度であった。意見としては「よく細やかに面倒をみてくれます」

「何でも相談ができ、対応してもらっています」「皆さんの気持ちを大事にしてい
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ると思う」「本人の思いを尊重してくれている」などがあった。しかし一方では「面

会が出来なく不安です」「職員によって言葉遣いなどが気になる」「説明は分かり

やすいが、その通りやっているかは不明」などの意見があった。意見に対して、

職員の接遇マナーや職場環境研修を進めていく。その他の要望などに関しても、

真摯に受け止め、内容を検討し、改善を行うなど可能な限り取り組んでいく。 

 

【短期入所生活介護】 

今年度は、大規模改修・感染症対策の為に十分なサービス提供ができたとは言い

難い 1 年であった。また、改修工事にあたり空床型短期入所への事業変更もあり、

大幅に稼働ベッドも調整し、工事・感染症による利用控えも少なからず影響があり

年間の稼働率に大きな影響があった。 

出来るだけ平時と変わらないサービス提供を心掛け、ケアプランについては、自

立支援の考えを取り入れた活動的なプランを中心に実施した。きたざわ苑としてト

ータルサービスの情報共有や状況確認を行うとともに、施設内で他の部署（デイサ

ービスや訪問介護等）とサービスを併用している利用者には、必要に応じて部署間

で情報の共有を行い、利用者の在宅生活が継続できるよう支援することができた。 

また、今後の課題として利用者個々に利用期間が異なること、利用の頻度も異な

ることがあり、個別性のあるプラン作成を実施して行く為に、職員が更に学ぶ機会

を持つことを計画・実行していきたい。 

昨年度より引き続き人材確保をどのように展開していくべきかが大きな課題とし

て残っていることに変わりはなく、相談員が現場業務に時間を費やすことも多々あ

り、ベッド調整等に時間を要することが多かったが、現場・相談員・総務グループ

と連携し採用活動を進め、年度終盤には改善の兆しが見え相談員としての業務を行

い、ベッド調整ができる環境が整いつつある。 

また直接サービスを展開する介護職員をしっかり確保し育成していくことは、今

後の安定したサービス提供にも大きな影響が出てくるものと考えられる。 

指定管理者としてのサービスの維持・向上、また改善などのための仕組みづくり

を常に心がけながら運営を行ない、必要に応じて行政への報告や協議を行なった。 

  また、利用者やご家族からの意見や要望、意向を確認する為に第三者評価も定期

的に実施し、改善すべき事柄に対しては職員間で相談し改善するように努めた。 

介護事故は毎月のリスクマネジメント委員会での情報共有・検討はもちろん、記

録の ICT 化を活かして、内容の確認や他のユニットでの情報等も共有しながら、再

発の予防・防止に努めた。 
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６ 事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元度評価結果に対する現在までの取組み状況 

区立特別養護老人ホームきたざわ苑は、質の高いサービス提供・職員のスキル向上に努め、

｢相手を思いやる気持ちを形にする。その結果、相手が喜んでいただくことを職員が自発的に

できること。｣をホスピタリティの定義とし、実践することを目指しており、心の通わない行

為は、良い結果を生み出さないとの考えから、職員一人一人が取り組んでいる結果、利用者

のニーズを捉えた質の高いサービス提供ができており、利用者の満足度は１００％、家族の

満足度は９１％と、非常に高い評価を得ている点が評価できる。 
また、施設の取り組みである「自立支援」の考えから、排泄の自立を実施し、在宅で介護

している家族とともに解決している点も評価できる。 

大規模改修工事の実施にあたっても、区および施工業者と協力し、迅速かつ安全に対応を

行ない、利用者の体調不良や事故もなく計画的に進めることができた。 

② 項目別評価結果 

評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある    １：要求水準を満たしているが、一

部課題がある 

２：要求水準を満たしている            ０：要求水準を下回っている（改善

指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 12/13 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 26/29 

設置目的等の理解 3/3 個人情報管理 3/3 

サービス提供 2/2 個人情報の漏洩防止 3/3 

自主事業の成果 2/3 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

３．事故や緊急時等への対応 8/9 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 3/3   

４．サービス向上の取組み 28/30 

職員研修 3/3 利用者の意向 3/3 

利用者への案内 3/3 利用者意向の反映 3/3 

利用しやすい環境整備 3/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 3/3 苦情等への対応 3/3 

接遇 3/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 7/9 

適正な予算執行 3/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み 3/3 

改善の取組み 3/3   
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③ 項目別評価結果 

総合評価  

Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３ 月次報告書より、毎月適正に管理されていること

が分かる。 

２．施設の運営 ２６／２９ 利用者第一に取り組み、生活の維持・向上（改善）

に繋がるよう施設運営されている。 

３．事故や緊急時等への対

応 

８／ ９ 迅速かつ丁寧に対応され、環境面の確認や変更を

検討するとともに、情報共有の徹底がなされてい

る。 

４．サービス向上の取組み ２８／３０ 利用者・家族の意見や要望、意向を確認し、でき

るだけニーズに応えられるよう、質の高いサービ

スを提供しているため、満足度が高い。 

５．収支状況 ７／ ９ 予算内で適正に執行されている。維持管理費の削

減にも努めている。 

６．改善の取組み ３／ ３ 指摘事項について迅速な対応、是正がなされてい

る。 

合計 ８４／９３  

総合評価 Ｓ 管理運営が良好で優れた取り組み成果がある。 

④ 年度評価所見 

きたざわ苑では、令和２年度に大規模改修工事を実施したが、これまでと同様に利用者の

意向に沿った、質の高いサービスを提供し、職員研修を通じて福祉機器の操作方法や介護虐

待の防止について学ぶなど、福祉サービスの向上に向けて取り組む姿勢は評価できる。 

大規模改修工事実施中にもサービスの質を落とすことなく利用者および利用者家族へのき

め細やかな対応を行ったことにより、大きなトラブルや、環境の変化による利用者の体調不

良・事故が発生することがなかった。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

民営化となった後も、おむつゼロ等の自立支援や口腔ケア、介護人材の確保や教育、地域と

の関係性構築に向けた積極的な取り組み、日頃から具体的に話し合われている災害時の連携

について、継続を期待する。  
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令和 2年度事業報告 
社会福祉法人 古木会 

高齢者在宅復帰施設ほのぼの 
 
１． 指定管理業務を行う施設の概要 
（１）対象施設 

世田谷区立高齢者在宅復帰施設ほのぼの 

（２）所在地 

世田谷区南烏山四丁目２８番３号 

（３）建物構造と延床面積 

  鉄筋コンクリート造３階建て ６７７．５㎡（３階部分１９５．０㎡） 

（４）居室数 

６室（３階部分） 

（５）開設日 

平成１２年５月 

指定管理期間 

平成２８年４月１日～令和３年３月３１日 

 
２．指定管理業務の実施状況に関する事項 

利用者の中には軽度の認知症状があり、事務手続きなど個別支援を要する利用 
者や、病状が不安定で医療受診や入院などもあり、併設事業所と連携する訪問診 
療・訪問看護の協力を得て支援を行った。利用者の平均利用期間は 1人 248日（約 
8ヶ月）で、内２名は成年後見制度申請手続きの為６ヵ月の利用期間を延長し 1 
年に渡る利用となった。退所後は本人の希望（地理的及び経済的理由）と保健福 
祉課担当者の協力を得て施設探しを行い養護老人ホームへの入所に至った。 
また、従来から果たしてきた保護機能を充実するとともに、夜間・休日に突発 

的に生じたケースの安定的な受け入れを可能とするため、夜勤介護職員の採用活 
用を行った。 

 
（１）利用者サービスに関する業務 

① ＡＤＬ（日常生活動作）の機能維持を目的として、居室の清掃や洗濯を自主的

に行えるように声掛けや一部支援を行った。 

 ※但し要介護状態の利用者については、居室配膳や入浴介助等、生活全般に渡り 

  介護を行なった。 

② 日々の健康管理（バイタルチェック）や、通院同行、訪問診療立会（服薬管理）、

生活相談を行い、利用者が安心して生活できるように支援を行なった。 

③ 新型コロナウイルス感染症の蔓延により、施設外部への外出機会（買い物や散

歩等の運動等）を縮小せざるを得ない状況であったが、職員による買物代行や
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庭園での外気浴と近隣公園への少人数での散歩を行い、利用者が閉塞感を持た

ないよう配慮した。 

④ コロナウイルス感染予防のために、利用者には手洗い・うがいの励行とアルコ

ール等消毒液の使用を促し感染防止に努めた。利用者、職員共に感染、発症者

は無かった。 

（２）管理運営に関する業務 

 ① 利用者の入退所や施設の運営に関する事項等については、高齢福祉課と密接に 

連携を図り、入所判定会議（高齢福祉課）への出席や入所前面接等を行った。 

 ② 建物の維持管理について区と事前に調整を行い、必要な定期保守点検・整備を 

行った。 

③ 職員体制・研修 

一部職員の異動もあり、職員募集を行なった。人材不足での新規採用が困難な

状況下ではあるが事業運営とサービス提供に影響なく実施できた。 
職員研修は、新型コロナウイルス感染症の影響から法人研修の実施が見送りと

なり、代わりに下半期は事業所内で実施できる Web のオンライン研修等を行
った。 
＊研修内容（自衛消防訓練～東京消防庁ホームページでのWeb研修他・感染 
症予防・虐待予防・救命救急講習～心肺蘇生・AED実技講習） 

 

３．利用状況に関する事項 

（１）年間入退所者数 

新規入所者数・・・ ０名   

  退所者数  ・・・ ２名  利用実人数・・・３名 

※前年度からの利用継続者・・・３名 

（２）月別利用者数 （実人数） 
４月 ３名 ８月 ２名 １２月 ２名 

５月 ３名 ９月 ２名 １月 ２名 

６月 ３名 １０月 ２名 ２月 ２名 

７月 ２名 １１月 ２名 ３月 １名 

（月平均利用者 ２名） 
（３）年 間 利 用 率  34.0％（6名定員として） 

（４）入 所 期 間 
      6ヶ月未満：1名 6ヶ月～1年未満：0名 1年以上：２名  
（５）平均利用日数（1人あたり）  248 日   
（６）年 齢 構 成 
    65～69歳： １名 70～75歳：１名 76～79歳：０名 80～84歳：0名 
    85～89歳： １名               平均年齢： 75.3歳   
（７）認知症等を有する利用者： ２名（3名中） 
（８）要介護度 
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  要支援 2 0名 要介護 1 ２名  計２名 
（９）退所後の行き先（年度内退所２名中） 

養護老人ホーム     ・・・   ２名 

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）行政との連携について 

① 利用者の入所に際しては、高齢福祉課及び保健福祉課担当者からの情報を得 

て、医療関連の情報の収集と入所後の支援方法（服薬管理や身体状況の確認） 

について確認を行なった。 

② 入所後も高齢福祉課への月次実績報告を提出する他、各担当保健福祉課への 

利用者の状況報告を随時に行い、健康状態の変化（不穏行動の有無や疾患の状 

態等）や退所後の生活支援に向けての情報（本人の意向、希望等）を提供した。 

③ 施設の有効活用等の為、高齢福祉課職員と協議・検討を行なった。 

また施設活用の為の PR の一環として、保健福祉課職員等を対象とした内覧会 

を一昨年同様に行なう予定であったが、コロナ禍の影響により中止となった。 

 

（２）利用者サービスについて 

① 利用者に対しては、入所後に支援方針を検討し、職員が統一した支援を行っ 

た。また入所中の利用者の身体面や精神面の変化について詳細に記録し、職員 

間の申し送りを通して、支援方針の確認を行うとともに、改善すべき点があれ 

ばその都度方針の見直しを行なった。 

② 身体機能の維持・向上を目的とし、入所後の利用者の状態と日常生活の自立 

度の状況を見て、個々の状態に応じて居室の掃除、洗濯、入浴等の自立ができ

るように支援した。しかし認知症や身体障害の状態により自立できない利用者

もあり、居室内の清掃や入浴時の一部支援なども行なった。 

③ 健康管理については、１日２回のバイタルチェックを実施し、基本的には利 

用者の主治医との連携を図り、症状の異変や悪化が見られた時には速やかに主 

治医や地域の医療機関への受診同行を行なった。また感染症予防としてインフ

ルエンザ予防接種を、併設事業所委託の訪問診療医の協力を得て施設内で実施

することができた。 

④ 心身の健康維持のため、併設事業所との協力により散歩など外出援助や季節

の行事への参加を勧め、孤立防止や精神的な安定が図れるよう支援した。 

＊季節行事（9月敬老祝い昼食会（9/16)・12月 Xmas会（12/25）等 
⑤ 退所時には利用者満足度調査を実施し、事業運営や業務改善の参考とした。 
⑥ 苦情及び事故に関して 
限られた生活環境に加え、新型コロナウイルス感染症の影響の為、精神面の

不安等の相談や日用品等の購入についての希望が多々あり、個別相談や買物

代行など随時行ない対応したが、希望に沿えない事もあり、退所時の要望と

して挙げられている。また利用者間でのトラブルが原因での相談があり、個
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別の傾聴と対応を行った。また個人の病状の悪化による入退院のケースはあ

ったが施設内外での事故の発生は無かった。 

 

（３）安全面・建物管理・衛生面について 

①法人安全衛生委員会（毎月最終木曜開催）に管理者が参加した。 

②施設建物の維持管理については、高齢福祉課と連携の下、保守・点検を行った。 

専門知識が必要な部分については、下記業者に再委託し実施した。 

点検内容（委託業者）          ・実施回数（実施日） 
消防設備点検（中央報知機）    ・年 2回（8/12機器点検 2/10総合点検） 
昇降機設備点検（東芝エレベーター）・年 4回（6/10  9/16 12/  3/16）   

※3/16 法定点検 ※遠隔監視メンテナンス毎月実施  
館内床面清掃（キングランメディケア）   ・年 3回（9/18  11/24 3/26） 
庭木剪定～ネズミモチノキ、欅他（青山造園） ・年 1回（10/14） 
カーテンメンテナンス（キングラン商事）  ・年 1回（10/22～10/29） 
GHP（ガスヒーポン）室外機修理（2/12）（東京ガス・東京冷機工業） 
特殊建物検査大槻ホーム委託        ・（３年毎に実施）（8/27） 

 

③併設事業所と合同で例年参加している烏山地区防災訓練・成城消防署防災講 

習・烏山町会定例会はいずれもコロナ禍の為中止となった。 

④３Fだれでもトイレを改修し、浴室及びトイレの設置工事を実施した。 

 （12 月事前打合せ～1/12 工事開始、外壁足場設置～2/27 工事終了、3/10 営繕 

  課検査実施）大槻ホーム業務委託 

⑤３F屋上排水パイプ破損のため交換工事実施（3/15 経栄工業業務委託 

⑥10 月より、１F旧ヘルパー室を世田谷区備品（感染症対策物品～マスク・ガウ 

ン等）の搬入・管理場所として利用を開始する。荷物の搬入・搬出時の連絡他 

駐車場利用時等の管理業務を行なった。 

⑦ 今年度は新型コロナウイルス感染症とインフルエンザやノロウィルス等への 
感染予防（職員のマスク着用、消毒等）を徹底し、インフルエンザ予防接種実 

施の他、12 月には新型コロナウイルス対策として社会的 PCR 検査を世田谷区の 

協力を得て職員に実施した。（12/22 実施し、結果は受検者全員陰性であった） 

利用者、職員ともに新型コロナウイルスの感染者は無かった。 

 

５．事業実績の評価と改善の取組み 

  
①  令和３年度より利用対象者が自立高齢者の他、軽度認知症など要介護高齢
者も対象となるため、施設内の安全管理対策と職員の研修等によるスキルア

ップにより対応していきたい。また休日を含む 24時間の緊急対応に対応して
いくため緊急入所の受入れに対応すべく職員間の連絡体制と受入準備を統一

していきたい。 

49



②  認知症利用者等の症状への対応（帰宅・外出要望や不穏行動時）や緊急時
の連絡、対処法、また病状急変時の医療連携（救急要請と受診同行及び情報

提供、服薬管理など）についても迅速に対応できるように準備したい。 
 
６．指定管理に関する業務の収支 

項 目   金  額 （円）  備考 
収入計 23,110,323  
指定管理料 22,268,000  
その他収入 842,323 利用者用食費・共益費・預金利息 

支出計  23,043,630  
人件費 15,218,188  
事業費 2,557,042  
事務費 5,268,400 保守料等維持管理費用 

収入－支出 66,693  
 
７．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和２年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
在宅復帰施設を運営している社会福祉法人古木会は、施設開設時から区と連携を図り、利用者の

身体状況や精神状態を踏まえた在宅復帰や施設入所への対応ができている。また、セーフティネ

ットの役割として、緊急を要する一時宿泊や一時保護などの利用においても迅速に対応できてい

る。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある    １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている            ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 12/13 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 1/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 3/3 

２．施設の運営 21/23 

設置目的等の理解 3/3 個人情報管理 3/3 

サービス提供 2/2 個人情報の漏洩防止 3/3 

自主事業の成果 - 障害者差別解消法 3/3 

職員配置 - 地域との関わり 2/3 

障害者等の雇用 2/3 区内事業者の活用等 3/3 

３．事故や緊急時等への対応 9/9 

事故防止等の対応 3/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 3/3   

４．サービス向上の取組み 26/27 

職員研修 3/3 利用者の意向 3/3 

利用者への案内 3/3 利用者意向の反映 3/3 

利用しやすい環境整備 3/3 施設利用の促進 - 

利用者対応 3/3 苦情等への対応 3/3 

接遇 3/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 8/9 
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適正な予算執行 3/3 金銭管理 3/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み 3/3 

改善の取組み 3/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３ 月次実績報告等により、１年を通して適正に維持管

理されていることが確認できる。 

２．施設の運営 ２１／２３ 地域住民との交流を大切にしながら、施設運営され

ている。 

３．事故や緊急時等への対応 ９／ ９ 利用者同士のトラブルが起こっても、迅速に対応で

きている。 

４．サービス向上の取組み ２６／２７ 利用者本人の意思、意向を尊重し、対処後の生活に

向けた支援を行っていることが分かる。 

５．収支状況 ８／ ９ 予算に沿った適正な執行がなされている。 

６．改善の取組み ３／ ３ 必要に応じて区や医療機関と連携しながら、利用者

が安心、安全な生活を送ることができるような環境

を提供している。 

合計 ７９／８４  

総合評価 Ｓ  

④ 年度評価所見 
地域の町会に加入する等、地域交流を積極的に図り、良好な関係を構築している。さらに、当該

法人が同一建物で自主運営をしている認知症高齢者グループホームと交流を図ることにより、利

用者の自立に向けた効果的なサービス提供や運営がなされている。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

苦情については適正に対応し、事故もなく、良好に管理できていると評価できる。今後も区と連

携し、適正な事務執行を続けることを期待する。 
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令和２年度指定管理施設に係る事業報告について 
（高齢福祉部高齢福祉課所管分「苦情・事故報告一覧」） 

 
 

施設名称 指定管理者 

令和２年度 

苦情 
報告 

事故 
報告 

世田谷区立 
特別養護老人ホーム 
芦花ホーム 

社会福祉法人社会福祉事業団 ０ ２２ 

世田谷区立 
特別養護老人ホーム

上北沢ホーム 
社会福祉法人社会福祉事業団 ０ ２１ 

世田谷区立 
特別養護老人ホーム

きたざわ苑 
社会福祉法人正吉福祉会 ０ ２ 

世田谷区立 
高齢者在宅復帰施設

ほのぼの 
社会福祉法人古木会 ０ ０ 

      ４施設     ０  ４５ 

 
 
 
・事故報告 
  特別養護老人ホームでの介護中に生じた服薬忘れ、医療的対応を要した骨

折事故等であり、定例のリスクマネジメント委員会での検討、マニュアルの改

訂や介護方法の見直し等を行い、対応策の改善を図った。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称： 世田谷区立ほほえみ経堂 

施設住所： 世田谷区経堂３－６－２４ 

指定管理者：特定非営利活動法人ワーカーズコープ 

指定期間： 平成２８年４月１日～令和３年３月３１日 

 

（２）対象者 

   主に身体障害者 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

①実施事業 

 生活介護：介護を必要とする方に、日中、入浴・排泄・食事の介護などを行

うとともに創作活動または生産活動の機会を提供する。 
定員２０人 登録人数１９人 

②概要 

施設の活動は、障害特性に配慮し、重度心身障害のある方の「ひかり活

動」と中途障害のある方等の「自主活動」の２グループに分かれて活動を

行っている。また近年では、合同で双方のグループが楽しめる活動を提供

している。 

③施設内活動 

 ひかりグループ：ストレッチ、スヌーズレン、ボッチャ、卓球、音楽療

法、 

ＤＶＤ鑑賞、バーチャル動画旅行、アート活動、自治会

活動等 

 自主グループ ：運動、ストレッチ、ボッチャ、卓球、音楽療法、カード

麻雀、バーチャル動画旅行、創作活動（自主製品、ハー

バリウム、ビーズブレスレット、イニシャルストラッ

プ）、自治会活動等 

④施設外活動    外出、各種地域イベントへの参加等（新型コロナウイル

ス感染拡大防止の為中止） 

⑤外出活動    宿泊行事は中止（新型コロナウイルス感染拡大防止の為

中止） 
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⑥年間行事（新型コロナウイルス感染拡大防止の為規模を縮小して実施） 

月 内容 月 内容 

4 月 花見 10 月  

5 月  11 月  

6 月  12 月  

 7 月  1 月 新年会 

 8 月 夏祭り 2 月 節分 

9 月  3 月 ひなまつり 
 

 

（２）利用状況 

①障害支援区分 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

１４人 ３人 １人 １人 ０人 ０人 ０人 １９人 

 

②障害の程度 

  
身体障害者手帳 

計 
 精神障害者保

健福祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級 0 人 

愛
の
手
帳 

１度 1 人        1 人  ２級 0 人 

２度 3 人        3 人  なし 19 人 

３度 1 人        1 人  計 19 人 

４度 0 人        0 人    

なし 10 人 4 人       14 人    

計 15 人 4 人          19 人    

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 0 件 ― 

事故 0 件 ― 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、事業継続にあたって、以下のとおり取り組んだ。 

利用者・職員は、１日２回の検温を実施したとともに、施設の入退時や食事前

等必要な場合の手洗い又は、除菌ペーパーでの清拭を徹底した。また利用者には

来所時と入浴前後にバイタルチェックをするなど健康状況の把握に努めた。ボラ

ンティアの方々などの来所者については受け入れを休止するなど、施設への人の

出入りが最小限になるよう依頼し、必要最低限の受け入れとした。来所者にも同
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様の玄関先での検温、消毒の徹底を実施した。 

また日中活動において常時窓を開け換気し、密にならないよう人と人の間隔を

あけて支援を行った。身体障害の利用者が多いため、介助時に感染症予防の徹底

に努めた。その結果、利用者、職員とも感染者を出すことなく、事業運営をする

ことができた。 

 

３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 
金 額

（円） 
備 考 

収入計 148,470,665  

 受託事業収入 148,301,660 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他収入 169,005 雑収入等 

支出計 148,470,665    

 人件費 63,332,074 
職員 10 人（常勤 9人、非常勤 1人）、嘱託職員 6

人、法人本部労務管理事務費 

 事務費 78,495,285 施設設備維持管理・給食業務・送迎委託等 

 事業費 1,319,856 利用者関係諸経費 

その他支出 5,323,450 法人税、繰入金等 

収支差額 0  

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜利用者の高齢化・重度化への取り組み＞ 

利用者の高齢化については、かかりつけ医の健康診断の結果を施設に持参 

して頂き、身体状況の把握や健康管理に努めるとともに、各グループで午前中 

に実施しているストレッチにおいて、理学療法士（ＰＴ）の指導の下、プログ 

ラムを工夫するなど、利用者の状況に応じた対応を行っている。 

また、看護師を常時配置することで、利用者が疾病の進行等で医療的ケアが

必要になった時に施設で可能な限り対応し、継続して通所できるように努めて

いる。 

＜家族及び関係機関との連携＞ 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、家族会は開催できて

いないが、代替手段として、家族との電話面談を行った。 

関係機関との連絡では、必要に応じ、ケースワーカーや相談支援事業所と連

携し、サービスが必要な方を通所につなげるなどの成果をあげた。 

＜給食提供について＞ 

利用者の状態に合わせた食形態を提供するとともに、栄養価計算された献立

を提供した。嗜好調査や常時設置されているアンケートボックス、聞き取りな

どをもとに、和・洋・中のバリエーションのある献立を提供した。また、日本の
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四季折々を感じられる郷土料理を取り入れた献立を月に一度実施した。 

 

（２）地域との関わり 障害理解の促進 

＜地域との交流・連携＞ 

例年、経堂農大通り商店街で７月に開催されていた「経堂まつり」に障害者

施設として出店販売の依頼を頂いていたが、新型コロナウイルス感染拡大防止

の為、中止となった。また、１２月に開催されている「区民ふれあいフェスタ」

でも、令和２年度は自主製品の販売は中止となった。一方、経堂図書館の障害

者施設の自主製品展示・販売においては、他の施設とともに自主製品を置かせ

て頂き、販売を継続している。また、経堂駅近くにある美容院に利用者の創作

品の展示のご協力をいただき、定期的に作品の交換に訪れ、コロナ禍の中で地

域交流の取り組みを継続できた。 

＜ボランティアの受け入れ＞ 

延べ人数で１５人である。新型コロナウイルス感染拡大防止の為、世田谷み

どり３３の緑化活動のみ受け入れ、施設前にある石仏公園の花壇の手入れをし

て頂いた。 

 

（３）危機管理 

＜施設環境の整備と危機管理の強化＞ 

防災については、自主的避難訓練の実施や介護用品や非常食等の防災備品を

備蓄した。定期的な避難訓練を実施することで、職員一人ひとりの意識を高め

危機管理の強化につなげた。 

＜防災訓練・防災研修＞ 

消防計画に基づき避難訓練を実施し、火災時にどのように対応すべきか確認

した。また福祉避難所障害者施設連絡会には担当職員が出席した。令和２年度

は、福祉避難所事業継続計画（ＢＣＰ）訓練を実施し、区で作成したマニュアル

を確認し実際に職員の動きを確認した。 

＜利用者の健康管理・感染症対策＞ 

全開所日に看護師を配置し、利用者の健康チェックとともに医療的ケアがあ

る利用者にも対応し支援を行った。令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防

止の為、来所時と入浴前後にバイタルチェックを行い、１日に２回検温し感染症

予防に努めた。その他に熱中症対策として水分補給や帽子の着用、インフルエン

ザ、ノロウィルス等感染症対策として消毒、うがい、手洗いなどに取り組んだ。 

また令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、区の健診が中止

となったため、かかりつけ医での健診をお願いした。健診の結果を施設に持参し

て頂き、利用者の健康状態の把握に努めた。 

＜送迎委託業者との連携＞ 

定期的な会議及び日々の連絡により連携して、利用者の安全を確保した。曜日

ごとに利用者が異なる状況であるが、委託業者と十分連携をとり、間違いのない
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確実な送迎に努めた。 
 

（４）人材育成・活用 

＜研修内容＞ 

介護の具体的な技術や知識、虐待防止・権利擁護の研修を行った。研修終了

後は、研修報告書を職員間で共有し、施設全体としての質の向上に努めた。 

（主な研修） 

内部研修：風通しのよい職場づくり、AED 取り扱い、守秘義務と個人情報保  

護、虐待防止、アンガーマネージメントほか 

外部研修：サービス管理責任者研修 

＜実習生の受入れ＞ 

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、受入れは中止した。 

 

５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

令和２年度は４月に初めて政府から緊急事態宣言が発令されるなど、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止の為、年間の施設行事は全て中止した。利用者と職員の

身体状況の把握や施設内での消毒と除菌など感染防止策に取り組み、利用者と職

員の感染者は一人も出なかった。今後も継続して感染防止対策に取り組み、安全

な施設運営に努める。 

又、例年、利用者が楽しみにしている宿泊行事も中止となったが、代替え企画

を行い、施設内で楽しめる活動を提供した。また、医療的ケアの必要な利用者の

対応として、継続して通所できるよう看護師を全開所日に配置をした。引き続き

利用者のニーズに寄り添い、支援の向上を推進していく。 

危機管理に関しては、自主訓練として防犯訓練を実施し、危機管理意識の向上

に努めた。 

利用者支援については、「人員配置体制加算Ⅰ（手厚い人員配置をしている事 

業者を評価する加算）」と「福祉専門職員配置等加算Ⅰ（福祉専門職員の配置を 

評価する加算）」を取得し、手厚い人員体制と専門性の高い職員の配置を行って 

いる中、研修や支援会議を実施して、障害者福祉の理念を基本とした利用者支援 

を行ってきた。引き続き世田谷区立の障害者施設として適切な施設運営を行って 

いく。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
地域交流について、コロナ禍の中でも可能な形の地域交流を図るなど、支援の質の向上を図っ

た。また、新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染

の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営を行った。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある   １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 
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２：要求水準を満たしている           ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２０ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 2/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ７ 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２１ 

職員研修 2/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 2/3 

利用しやすい環境整備 3/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上） 

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２０／２６ 家族会は中止となったが、電話面談を実施する等

状況把握に努め交流の継続を図った。 

３．事故や緊急時等への対

応 

７／ ９ 全開所日に看護師を配置し、利用者の継続的な通

所に繋げた。 

４．サービス向上の取組み ２１／３０ 利用者の状況に合わせた支援を行っている。 

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ６８／９０  

総合評価 Ａ  

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、かつ限られた交流の中で工夫して障害理解の促

進を図り、医療的ケアの受入れ態勢を継続していることを評価し、総合評価をＡとする。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、今後も利用者の身体状況の変化に応じた支援方法の見直し

により個々の状態に即した支援を行えるようにする等、サービスの向上を促していく。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に
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努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立すまいる梅丘 

施設住所：世田谷区梅丘１－３６－２－１０１ 

   指定管理者：特定非営利活動法人ワーカーズコープ 

指定期間：平成２８年４月１日～令和３年３月３１日 

 

（２）対象者 

   主に身体障害者 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容  

①実施事業 

生活介護事業：介護を必要とする方に、排せつ・食事の介護などを行うとと

もに創作的活動等の機会を提供する。 

定員 ２５人 登録人数 ２６人 

②概要 

基本的に２グループに分かれ創作活動やスポーツ等の活動支援、日常生活

支援、自立支援を通じ社会参加、自立の促進、機能の維持向上を行う。 

③施設内活動 

創作活動 再生和紙、陶芸、機織り、和紙ランプ、アート、書道等     

スポーツ ボッチャ、ハンドアーチェリー、ボーリング、スラローム、卓球 

リラクゼーション リラックス活動、五感活動  

クラブ活動    カラオケ、ゲーム、シアター 

生活クラブ    園芸、染物、せんべい作り、ハロウイン飾り作り、 

クリスマス飾り作り、手遊びフラ等 

④外出活動    散歩 

⑤年間行事      

月 内容 月 内容 

4 月 お花見 10 月  

5 月  11 月  

6 月  12 月 クリスマス会 

7 月  1 月 新年会 

8 月 夏の特別プログラム 2 月 節分企画 

9 月  3 月 お花見  
 

※健康診断、家族懇談会、すまいるまつり、宿泊行事、秋の味覚祭、年末交流会は

新型コロナウイルス感染予防対策として中止となる。 
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（２）利用状況 

①障害支援区分（事業ごと） 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

１５人 ８人 ３人 ０人 ０人 ０人 ０人 ２６人 

 

②障害の程度 

  
身体障害者手帳 

計 
 
精神障害者保

健福祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級 0 人 

愛
の
手
帳 

１度  1 人       1 人  ２級 0 人 

２度  5 人       5 人  なし 26 人 

３度 3 人        3 人  計 26 人 

４度  1 人       1 人      

なし 16 人        16 人      

計 19 人 7 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 26 人      

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 ２件 

・トイレ対応及びエアコン温度調整について苦情を受けた。トイ 

レ対応については誤解であったため、今後は誤解とならないよう 

に対応をより配慮することとした。エアコンについては、本人の 

意向を聞きつつこまめに調整することとした。 

・バス送迎中のトイレ対応について苦情を受けた。保護者、送迎 

業者施設、施設間で対応について再確認した。 

事故 ０件  

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、事業継続にあたって、以下のとおり取り組んだ。 

毎日、施設職員及び利用者の体温計測等の健康管理を行うとともに、健康チェ

ック表で記入している。施設来所持にマスク着用の確認や手指消毒をした。食事

の際は会話を控え飛沫予防ガードをテーブルにセットして飛沫等防ぎ、介助職員

はマスクとフェイスシールドを使用して対応した。 

    委託業者などの来所者に対しては極力施設内に立ち入らせず、玄関など限られ 

 た場所で対応した。ボランティア、業者等施設内に入る場合は、来訪者受付簿に

名前、体温等を記入させ、手指消毒を徹底した。外部が入る相談支援のモニタリ

ングや相談、支援会議等は控え、電話等で対応した。集団感染リスクの低減を図

り、施設職員及び利用者本人への感染は防ぐことが出来た。 
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３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 
金 額

（円） 
備 考 

収入計 131,985,136  

 受託事業収入 131,922,450 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他収入 62,686 雑収入等 

支出計 131,985,136   

 人件費 68,037,099 
職員 14 人（常勤 12 人、非常勤 3人）、嘱託職員 9

人、法人本部労務管理事務費 

 事務費 60,655,153 
車輛維持費、リース料、修繕費、光熱水費、外注

費、法人本部管理費等 

 事業費 3,292,884 材料費、副食費、衛生管理費、行事費 

収支差額 0   

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜支援の視点＞ 
利用者の小さな変化への「気づき」を重要視し、毎朝・夕方にミーティング

を実施して職員全体で共有・確認している。又、様々な意見を尊重し最善な方

法を検討、取り組みを行っている。 
＜専門職の導入＞ 

理学療法士が、利用者一人ひとりの運動プログラムの内容について作業療

法士と連携して行い、身体機能維持向上と課題について対応している。作業

療法士は食事や活動時の施設や自助具等の取り組みを行い、課題について理

学療法士と共有し機能訓練へと繋げている。 

令和２年度は新型コロナウイルス感染予防対策のため自粛したが、例年音

楽療法士２人を導入しており、支援員と午前、午後の２グループの音楽療法

を実施し活動している。活動を通して利用者個々の意欲を引き出し、心身の

向上を目指し、豊かな自己表現を図っている。日頃の練習の成果を施設内外

の行事等で発表することで達成感を味わい自信へと繋げていた。またヨガイ

ンストラクターを導入し、身体と心のリラックスを目的とし、利用者の希望

に沿った内容で進めている。 

区の心理相談員を活用もしており、PTSD 等、心に悩み等を持っている利用

者を中心に個別面談を行っている。 

＜家族との連携＞ 
「家族の会」を年３回開催した。施設の運営・活動状況や、必要な事務的連

絡を家族に報告すると同時に、意見、要望、困りごと等を共有し、大切な意見

交換、相互の情報共有をしている。 (４月～６月は新型コロナウイルス感染
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予防対策の為自粛)また連絡ノートを活用し、連絡事項や施設での様子、相談

事などのやりとりを行う。又、電話等で情報共有し支援に活かしている。 

 
（２）地域との関わり 障害理解の促進 

「つながる写真アート展」をインターネット上で開催した。障害の有無に

関わらず、幅広く作品を募集し、地域の方、他施設の方、家族、すまいる梅丘

など、各方面から作品が集まった。写真はホームページ上にて掲載し、誰もが

見られるように実施した。また施設で出している広報誌「梅の実だより」の掲

載や、ホームページを活用し、継続的にボランティアを募集している。 

 

（３）危機管理 

＜防犯・防災訓練・避難訓練＞ 

・福祉避難所の連絡会、講演会に参加した。 

・コロナ禍の為利用者を２班に分け、福祉避難所及び避難経路等の話をした。 

・福祉避難所マニュアルの改訂に合わせ利用者の避難マニュアルの見直しを実

施し、令和 3年度中に完成予定となっている。 

・危機管理として、防犯カメラ設置に伴い、映像の確認を適宜実施している。 

＜衛生管理及び感染症対策＞ 

・保健衛生担当を配置し、計画的に取り組みを進めている。手洗い場付近に石

鹸と消毒液を配して使用を呼び掛ける他、施設の食器類の消毒及び冷蔵庫掃

除を定期的に行うとともに職員の検便検査を毎月実施した。 

・新型コロナウイルス感染症をはじめ、インフルエンザ・ノロウイルス等の流

行に備え、感染防止マニュアル等に基づき、予防として施設内の手触り部分

の清拭・消毒・湿度管理の他、利用者・職員の手洗いを徹底した。又、掲示物

や連絡物、利用者への日常的な声かけ等によって注意喚起を促した。 

＜施設外活動における安全対策＞ 

・所外における活動は、安全面に十分配慮したうえで行う。外出する際、利用

者は全員車椅子の為、段差や坂道等での声掛け等を徹底して行っている。ま

た、外出の際は、連絡ボードに名前、時間、行き先等を記入し、緊急時の為に

携帯電話を持って外出している。 

＜その他＞ 

 ・区立の障害者施設として、AED を令和２年６月より設置した。 

 

（４）人材育成・活用 

＜研修内容＞ 

・嚥下障害の理解とケア/視覚障害者への対応/移乗介助とオムツの基礎/ 

てんかん基礎講座/自立支援・重度化防止の基礎知識/車椅子の基礎/クレーム 

対応/感染対応/虐待防止・権利擁護研修/リーダー養成マネジメント研修/ 

福祉避難所対策訓練等様々な研修を行っている。 
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＜働きやすい職場づくり＞ 

・新職員が入った時は 1ヶ月～3ヶ月の研修を行い、活動、食事・トイレ介助等 

丁寧に指導している。又個別支援計画関連の記録の取り方等を指導している。 

・聴覚に障害のある事務員が在籍しているため、施設内での課題解決や意思決

定などにおいて配慮している。また職員による合議を重視し、会議等での意

見集約と情報共有を丁寧に行い、職員の意見を反映している。 

・資格取得を望む者に対しては、助成金制度があり、取得後は資格手当を支給 

している。 

・ストレスチェックを行う時間を設けメンタルヘルス中心の自己管理を促した。 

＜実習生の受け入れ＞ 
・世田谷福祉専門学校学生/有明教育芸術短期大学生/早稲田大学教育学部学生/ 
 昭和女子大学生/立正大学生/日本体育大学生  

 

５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

個別支援計画作成にあたり、利用者全員のケース会議を行い、支援内容の確

認、利用者面談等を踏まえて目標設定を確認、共有をしている。また利用者の

高齢化と重度化に伴い、運動プログラムの内容等を見直すなど個々に合わせた

支援を実施した。利用者の中に６５歳で介護保険に移行する１人が２月で退所

している。今後も利用者の希望に沿いながら、個々の状況に合わせたサービス

へ繋げられるよう関係機関と連携し相談をしながら行っていく。これまでの創

作活動を生産活動へ繋げ、作品の売り上げ等があった場合は、利用者会に入れ

宿泊行事等で配分することするなど施設内活動の見直しも適時行っている。 

令和２年度は新型コロナウイルス感染予防対策の為自粛のお願いや、通所を

再開しても活動の制限や行事の中止もあった。皆が楽しみにしていた宿泊行事

も中止とし、施設内でのイベントを別途開催した。密にならないよう２回に分

け、余興を開催して楽しめる工夫を行った。利用者や家族からは通所の再開や

以前の支援を望む声があり、障害者施設の必要性を強く感じた。令和３年度も

感染症予防対策を徹底し、利用者が安心して通所できる施設運営を目指したい。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による二次評価） 

（１）項目別評価結果 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
地域交流を通じて障害理解促進の取り組みを行った。また、新型コロナウイルス感染症の対応

について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮

した運営を行った。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある   １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている           ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 
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設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２０ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 2/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ７ 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２２ 

職員研修 3/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 3/3 

利用しやすい環境整備 2/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２０／２６ イベントをインターネット上で開催し、障害理解

の促進に貢献している。 

３．事故や緊急時等への対

応 

７／ ９ 感染症対策を講じながら、防災訓練を実施した。 

４．サービス向上の取組み ２２／３０ 利用者に沿った支援を実施し、心身の向上を目指

した取り組みを行っている。 

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ６９／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、インターネット上で様々な人が交流するイベン

トの開催による障害理解の促進や、個々の利用者にあった支援の見直しの実施を評価し、総合評

価をＡと判断する。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、今後とも職員の育成に尽力し、利用者の状況に応じた支援

体制の構築や支援・運営両面の質の強化への取り組みを促していく。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に

努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立三宿つくしんぼホーム 

施設住所：世田谷区三宿２－３０－７ 

   指定管理者：社会福祉法人全国重症心身障害児（者）を守る会 

指定期間：平成２８年４月１日～令和３年３月３１日 

 

（２）対象者 

身体及び知的の重度重複障害者 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

①実施事業 

生活介護事業：介護を必要とする方に、昼間に、入浴・排せつ・食事の介護

などを行うとともに創作的活動または生産活動の機会を提供

する。 

定員 ２０人 登録人数 ２９人 

②概要 

登録者の約８割が経管栄養及び吸引が必要であり、気管切開や呼吸器・酸素

療法等の医療的ケアが必要な利用者も近年増加している。体調の維持が脆弱な

利用者への健康管理や機能訓練を中心に、一人ひとりの興味や関心に合わせた

様々な活動を実施している。 

③施設内活動 

趣味及び創作的活動    各種製作活動、カレンダー作り、絵画など        

運動系活動        卓球、ボーリング、エアトランポリン、ダンス 

リラクゼーション系活動  スヌーズレン、マッサージ、音楽映像鑑賞など 

④施設外活動        個別及び小グループ外出、近隣散歩、買い物等 

※新型コロナウイルス感染予防対策により中止 

⑤医療・専門職による指導  内科、整形外科、歯科、理学・作業療法士、 

音楽療法等 

⑥年間行事（※新型コロナウイルス感染予防対策により、利用者・職員のみで 

行事を実施） 

月 内      容 月 内      容 

4 月 入所式 お花見 10 月 つくしんぼフェスタ 

5 月 母の日企画 11 月 レクレーション 

6 月 父の日企画 12 月 クリスマス企画 

7 月 七夕 1 月 新年会 お楽しみ会 

8 月 盆踊り お楽しみ会 2 月 お楽しみ会 節分 

9 月 お月見 3 月 ひな祭り企画 １年を振り返る 
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（２）利用状況 

①障害支援区分 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

２９人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ２９人 

 

②障害の程度 

  
身体障害者手帳 

計 
 
精神障害者保

健福祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  

愛
の
手
帳 

１度 10 人 1 人       11 人  ２級  

２度 4 人 2 人       6 人  なし 29 人 

３度         0 人  計 29 人 

４度  1 人       1 人      

なし 11 人        11 人      

計 25 人 4 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 29 人      
 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 ０件 － 

事故 ０件 － 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住系

サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づき、

事業継続にあたって、下記のとおり取り組んだ。 

①  通所の体制について 
 ４～5 月 1 回目の緊急事態宣言発令後、通所自粛のお願い及び在宅介護が困難

な利用者の通所受入 

    6 月  通所日数制限のお願い 利用者一人あたり週 2日 

   7 月～ 通所日数制限のお願いの継続 利用者一人当たり週 3日 

② 利用者・職員・外来者等への対応 

 利用者  連絡簿の改訂により家族を含めた健康状態の把握 

 職員   毎日の検温及び行動履歴の記録 

 外来者等 原則入館禁止、必要な場合は、入館時の検温及び立入場所の制限 

③ 室内環境の整備 

 ・ソーシャルディスタンスを確保した休憩及び食事場所 

 ・リネン類の洗濯、洗浄、消毒の徹底 

 ・換気及び室内空調の衛生管理 

 ・施設内の消毒の徹底 
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④ PCR 検査の定期受検 

 

３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 金 額 備 考 

収入計 159,484,800   

受託事業収入 158,066,804 指定管理料（処遇改善加算含む） 

その他収入 1,417,996 雑収入等 

支出計 159,484,800   

人件費 96,282,158 常勤 14 人、非常勤 7人 

事務費 42,767,344 施設維持管理・保守料、送迎委託料等 

事業費 4,926,422 利用者活動諸経費等 

その他支出 15,508,876 繰入金等 

収入－支出 0   

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜療育事業の実施状況＞ 

新規利用開始者が１人あり、登録者３２人でスタートするが、年度内に３人

の契約終了者があり、年度末登録者は２９人となった。また、年度当初から新

型コロナウイルス感染症蔓延に伴う緊急事態宣言が発令され、４～５月は通所

の自粛をお願いし、家庭介護が困難な利用者や家族の都合による緊急的な通所

受入れ体制をとった。緊急事態宣言解除以降は、都・区内の感染状況をみなが

ら、自粛の解除及び通所制限の緩和などを進め、休業することなく開所日数は

２４３日間であった。 

＜一人ひとりの個性に合わせたサービス提供＞ 

日常生活の基礎となる健康な身体づくりや機能訓練のほか、趣味や自己表現

に繋がるような活動など、利用者一人ひとりの個性に合わせ、個別支援計画を

作成し、それに基づき実施した。また、主に体調維持困難が理由で通所実績の

少ない利用者に対しては、安定的な通所へ繋げるため家庭を訪問し、利用者の

状態を確認し、家族との情報共有を図るとともに、療育活動のほか映像を使っ

て他利用者との交流等の日中活動の支援を行った。また、新型コロナウイルス

感染症蔓延に伴う通所自粛中の利用者については、電話等による情報交換や家

庭訪問等により支援を行った。 

＜健康管理体制の強化＞ 

近年、体調変化の節目にある利用者には医療的ケアが必要となるなど、医療

的ケアが質・量ともに増加傾向にある。このため看護職員 4 名体制を維持し、

利用者の健康や安全の管理体制の強化に努めた。特に新規利用開始者の重症度

は高く、状態把握に時間を要するようになっており、担当職員や看護師による

きめ細かな観察や家庭との情報共有など丁寧な対応を行った。 
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呼吸状態が不安定で、たんの喀出が困難な利用者には、看護職員以外の指導

員・保育士も必要時に即時に対応し状態改善を行うことで、日常の安全や活動

への参加を図ることができる。このことから、専門知識と技術の習得のため、

順次、東京都のたんの吸引研修を受講させている。今年度２名が受講し、実技

研修を修了すれば、全員が吸引を実施できるようになる。 

＜権利擁護＞ 

職員による虐待防止チェックリストについては、定期的にセルフ・他者チェ

ックを行い、集計結果を共有することで利用者の人権や権利への認識を職員相

互で確認し、職員それぞれが支援の見直しを行う機会となっている。また、本

部あけぼの学園と合同で「人権擁護委員会」を定期開催し、権利擁護への取り

組みの情報交換やチェックリストの見直しなど、自施設での対応にとどまらず

両施設で連携をとりながら虐待防止や人権擁護の意識の向上に努めている。 

 

（２）地域との関わり 障害理解の促進 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、行事の縮小や外来者の

入館制限等があり実施できなかったが、例年は、つくしんぼフェスタや音楽会

など施設の行事を開催している。開催にあたっては、近隣へのチラシ配布など

により地域住民に参加を呼びかけ、利用者と一緒にイベントを楽しむことで、

施設運営に対する理解の促進を図っており、つくしんぼフェスタは、地域のイ

ベントとして定着してきている。また、これまで行ってきた地域の合同防災訓

練や防犯集会等への参加による地域での共助の取組みや、実習生やボランティ

アの受入れによる障害理解の促進についても、今後の実施に向け、関係性の継

続に努めている。 

 

（３）危機管理 

＜防火・防災訓練＞ 

消防計画に基づき防災避難訓練を実施し、防火管理者の指導の下、初期消火

や通報の模擬訓練及び避難手順の確認を行った。 

福祉避難所障害者施設連絡会や講演会に参加し、大規模災害発生時の心構え

や職員個々の役割、問題点などを学ぶことができた。また、感染症対策を講じ

た上での避難者の受入れについては、受入れ人数やゾーニング等を改めて再構

築していく。 

＜衛生管理＞ 

従来から、体調の維持が難しい利用者が多いことから年間を通じて感染症リ

スクの注意喚起を職員・利用者へ促してきたが、新型コロナ感染症の蔓延に伴

い、感染予防マニュアルを更新し、職員の健康管理や手洗い、施設内の消毒や

清掃等の衛生管理を徹底し、感染の予防及び蔓延防止を行った。 

また、感染対策の実効性を高めるため直接処遇職員を中心とした対策委員会

を設置し、より具体的な場面での対策を職員が自ら考え取り組めるよう体制づ
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くりを行った。その中で、対策委員を中心に日々更新される情報を精査し、随

時、利用者・保護者へ周知することで、感染及び重症化リスクが高い利用者に

対する予防への意識の共有化を図り、施設と家族の協力のもと集団感染の発生

を防ぐことができた。 

＜緊急時対応＞ 

体調維持が脆弱な利用者の増加に伴い、通所中に体調不良となる利用者が増

えているため、救急対応を含めた緊急時の手順について個々に沿った見直しを

行い、通所中の対応及び通所可否のガイドラインを作成し保護者へ文書による

周知を行った。更新した感染症マニュアルと合わせ、保護者との共通理解をさ

らに進めた。 

緊急連絡体制の整備として、電話・携帯・メール、緊急搬送先等の情報をま

とめ、カード化することで更新が容易になり、常に最新の情報を共有できるよ

うになった。併せて、親の会の連絡網と合わせ、迅速な連絡体制の整備を行っ

た。 

 

（４）人材育成・活用 

＜職員研修＞ 

利用者が医療的ケアの必要な重度障害者であることから、サービス提供に当

たってはより高い専門性と最新の知識と技術が必要となるため、それらを高め

る講習会を中心に年間計画に従って実施した。 

研修後は、所感を含めた報告書を作成し、職員全員に回覧するとともに、報

告会を実施し、成果や今後現場で生かせる事項等を報告している。 

・派遣及び Web 研修（１０件１４人） 

福祉サービスに必要な感染症対策、介護職員等によるたんの吸引等実施の

ための研修（講習・実技研修）、障害者施設職員階層別（初任・中堅・管理職）

研修、サービス管理責任者更新研修、環境関連法令研修などを受講した。 

・OJT の積極的活用 

新人職員へのベテラン職員の教育担当制や、訓練や音楽療法、摂食指導な

どの専門職員と職員が共に支援し、現場で直接指導を受けることで、利用者

の状態像の共通理解を深めるとともに、支援技術の向上を図った。 

・派遣実習（１件１人） 

法人内の同業施設への実習をとおして、他施設職員との交流や専門性の向

上、自己啓発の促進を図った。 

＜働きやすい職場づくり＞ 

働き方改革が言われる中、月１日以上の有給休暇取得の促進（取得率は 8 割

を超えている）のほか、時間外労働の抑制に向けた勤務時間や業務の見直しな

ど職場環境の整備を進めた。また、職員主体の小委員会を設置し、業務改善に

主体的に取り組めるよう体制作りを図った。 
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５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

親の会や保護者面談及び療育に関する利用者・保護者アンケート等を通じて利用

者のニーズや満足度の把握に努めている。主なものは看護体制・環境整備などで、

それら意見や要望を整理し、施設の運営管理の改善について取り組んだ。 

（１）利用者の安全や健康管理の充実 

年々利用者の医療面での重症化が顕著に進んでいることから、看護師４名体制

の維持を図った。また、医療機関との連携を図りながら、より安全なケアに努め

るとともに、体調の変化が顕著な利用者については、状況の把握や支援内容の変

更などについて保護者との共通理解を図るため、その都度、個別面談を実施する

など、迅速かつ適切な対応ができる体制を整えた。指導員・保育士については「介

護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修」の受講を順次進めており、重

症障害者のケアの基礎知識と技術等の専門性の向上を図ることで、職員全体で重

症化へ対応できる体制作りに取り組んでいる。さらに当施設は都への申請で提出

する加算として、「人員配置体制加算Ⅰ（手厚い人員配置をしている事業者を評価

する加算）」について一番高い加算を取得しており、手厚い人員体制の配置を行っ

ている。 

（２）訪問療育の充実 

重症利用者の増加は、登録数が増えても利用実績数が伸びないという実態があ

る。このため、実績の少ない利用者に対しては、職員が家庭を訪問し、療育活動

や職員との交流等の日中活動の支援を行っている。令和２年度は新型コロナウイ

ルス感染症予防対策の影響で、通所自粛中の利用者から訪問の要請が多かった。

しかし緊急事態宣言による訪問の中断や感染者数の増加による訪問辞退などがあ

り、昨年実績を上回ることはなかった。年間合計として１２人の利用者へ延べ 

３６回の訪問を行った。 

（３）施設設備環境の整備 

開設３３年を過ぎ、施設内各所に老朽化がみられる。法人でも日々の環境整備

として、令和２年度は天窓の排煙装置や漏電遮断器の不具合による修理・交換等

の修繕を行った。 

また、新型コロナウイルス感染症対策の一環として、室内空調環境の衛生保持

のため室内機の薬剤洗浄を行ったほか、毎日使用するリネン類の洗浄洗濯の増量

に伴い洗濯機の台数を増やした。 

（４）総括 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対応の１年となった。感染

及び重症化リスクの高い利用者への感染症対策は、当施設が常に課題としている

「安全安心なより質の高いサービスの提供及び重症高齢化する利用者への対応」

の再構築にほかならない。職員一人ひとりが感染症に向き合い、感染症への対応

やこれまでの業務の見直し等を行う機会となり、それらを通じて専門知識や支援

力の向上につながった。今後もサービス提供に当たってはより高い専門性と最新

の知識と技術を高め、中長期的な視点で人材育成を行っていく。 
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一方で、利用実績の少ない利用者への訪問療育については、緊急事態宣言や感

染拡大などで中止を余儀なくされることも多く、ICT の活用など中断することの

ない支援の在り方について課題が見つかり、今回の課題を次年度に向け改善を図

りたい。 

また、医療的ケアの必要な在宅障害者が増加している世田谷区にあって、当ホ

ームの役割を職員間で再認識するとともに、安定した受入れ体制の整備に向けて、

所管課との連携により、他の医療的ケア受入れ施設と支援学校との情報交換会が

開催され、施設間での共通認識を図ることができた。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
日々の振り返りを通して、現状を検証し、重度重複障害者の地域での安定した日常生活に向け

た取り組みを行った。また、新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、

徹底した集団感染の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営を行った。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある   １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている           ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 １９ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 2/3 

障害者等の雇用 2/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ８ 

事故防止等の対応 3/3 緊急時に備えた訓練 2/3 

緊急時の対応 3/3   

４．サービス向上の取組み ２３ 

職員研修 3/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 3/3 

利用しやすい環境整備 2/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 3/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み  ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

72



評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 １９／２６ 人員体制配置加算Ⅰを取得している。 

３．事故や緊急時等への対

応 

８／ ９ 感染症に罹患しやすく重篤化リスクが高い利用者に

対する予防対策を行っている。 

４．サービス向上の取組み ２３／３０ 医療的ケアが必要な利用者に安全な支援を行ってい

る。 

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ７０／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、かつ医療的ケアの必要な利用者を含めた重度重

複障害者の健康や安全の管理体制の強化を評価し、総合評価をＡと判断する。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、日常の支援や研修を通した職員の専門性の向上に努め、重

度重複障害者の地域での安定した日常生活への支援のさらなる充実を促していく。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に

努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立駒沢生活実習所 

施設住所：世田谷区弦巻２－１－５ 

指定管理者：社会福祉法人武蔵野会 

指定期間：令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

（２）対象者 

主に知的障害者 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

①実施事業 

生活介護事業：介護を必要とする方に、昼間に、入浴・排せつ・食事の介

護などを行うとともに創作的活動または生産活動の機会を

提供する。   定員 ４０人  登録人数 ３７人 

②概要 

重度心身障害の利用者と、自傷他害や認知、行動面での課題を持つ発達

障害の利用者が混在する中で、２階を重心２グループ、１階を発達障害２

グループの活動拠点とし、水害対策及び利用者の状況やそれぞれの特徴を

生かした活動プログラムを実施した。 

③施設内活動 

創作活動   絵画、貼り絵、造形等 

専門講師活動 アロマテラピー（コロナにより中止）、 

リトミック（緊急事態宣言中は中止） 

生産活動   手工芸品製作等 

その他    ウォーキング、トータルリラクゼーション  

機能維持運動（外部講師による活動を自粛）、 

④施設外活動   公園･近隣散策等（緊急事態宣言中は中止） 

⑤外出活動    新型コロナウイルスの影響により未実施 

⑥年間行事（新型コロナウイルス感染症のため規模を縮小し実施） 

月 内容 月 内容 

4 月  10 月 ハロウィン 

5 月  11 月  

6 月  12 月 クリスマス会 

7 月  1 月 新年会成人を祝う会（zoom） 

8 月  2 月 クローバーアート（web 開催） 

9 月 秋祭り(縮小内部開催) 3 月  
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（２）利用状況（令和３年３月３１日現在） 

①障害支援区分 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

２４人 １０人 ３人 ０人 ０人 ０人 ０人 ３７人 

 

②障害の程度 

 
身体障害者手帳 

計 

 精神障害者保

健福祉手帳 

１

級 

２

級 

３

級 

４

級 

５

級 

６

級 

７

級 
なし  １級  

愛
の
手
帳 

１度 ２人 1 人       3 人  ２級  

２度 ３人 ４人 ２人 1 人 2 人   20人 32人  なし ３７人 

３度        2人 2人  計 ３７人 

４度         0 人    

なし         0 人    

計 ５人 ５人 2 人 1 人 2 人 0 人 0 人 22人 37人    

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 0 件 － 

事故 0 件 － 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、事業継続にあたって、以下のとおり取り組んだ。 

施設職員及び利用者の体温計測、手洗いと消毒の励行等、ご家族の協力も受け

健康管理を行った。ご家族には、家族会延期と中止、個別面談に変え書面での確

認や電話での説明等に協力いただいた。施設からの発信は、コロナ関連の情報を

随時提供し、ご家族も含め感染防止の協力が得られた。施設内では、職員はマス

クの着用（利用者は着用可能な方）、トイレ介助など利用者と職員が接触する支

援時はマスク・ゴーグル・手袋の着用を義務づけた。施設内の利用者・職員が使

う部分の消毒をこまめに行い、定期的に室内換気も実施した。支援活動場所や食

事提供場所等で密にならないように場所の分散提供をし、マスク・ゴーグル・手

袋を着用して食事介助を行った。 

また行事、外出、集会等は中止、延期、小規模化等に変更するとともに、外部

講師、ボランティア、実習生等の受入れを慎重に進めた。来所者に対しては、施

設内に立ち入らせず、玄関など限られた場所で対応した。施設内に入る場合は、

検温、連絡先等を確認した方だけに許可するなど、外部との接触、集団感染リス
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クの低減を図り、施設職員及び利用者本人への感染を防ぐことができた。職員の

研修、業界の会合等は中止が多かったが、web 開催、ズーム会議等の IT の活用で

補った。 

 
３．指定管理に関する業務の収支 

項目 金額（円） 備考 

収入計 230,845,943  

 受託事業収入 229,622,103 指定管理料（処遇改善加算含む） 
 その他収入 1,223,840 雑収入等 

支出計 230,845,943  

 人件費 149,735,104 職員給与等 
 事務費 63,962,482 施設設備維持管理・給食業務・送迎委託等 
 事業費 12,079,648 利用者関係諸経費 
 その他 5,068,709 繰入金支出 

収入－支出 ０  

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜支援方針＞ 

誰もが住み慣れた地域でできるだけ長く豊かに暮らし続けられるよう、必要

に応じて家族まるごと支援していく方針を継承して利用者支援を実施した。日

頃から家族との信頼関係を築くために、連絡帳や電話でのやり取りだけでなく、

家族と職員が直接顔を合わせるやり取りも重視してきたが、新型コロナウイル

スの感染拡大防止対策を進めたため、ご家族の来所を遠慮していただいた。連

絡ノートや随時のお便り、電話等にて家族との連携を図った。 

＜支援のアピールポイント＞ 

強い行動障害のある方の支援について、東京都の強度行動障害支援者育成（基

礎・実践）、都の社会福祉協議会の強度行動障害支援アドバンス研修にそれぞれ

１名が参加。施設に持ち帰り、非常勤職員を含む全職員に対して研修を実施。

施設全体で取り組んだ結果、受け入れ当初の完全マンツーマン対応から、グル

ープ活動の場に居られるまでに利用者の状況が変化している。実習所でのノウ

ハウや区の所轄課との協力により、支援が困難な障害者を支える役割を担えて

いる。 

＜利用者の高齢化・重度化への取り組み＞ 

利用者の重度化、高齢化にあわせたプログラムを実施した。限られた活動空

間（活動室）を有効に、かつ利用者の現状に合わせた内容にするため数種類の

活動プログラムを用意している。長時間の起座や車いす利用の方には、ここに

合わせ、静養室でゆっくりと安静に過ごせるようにしたり、マットに写し、リ
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ラックス姿勢で過ごす時間を提供した。日々の健康に関する情報は、家族との

やり取りで相互に把握するように努めた。 

 

（２）地域との関わり障害理解の促進 

＜ボランティア等の募集・活用＞ 

ボランティアについては、年間延べ１０２人の受け入れを行った。新型コロ

ナウイルスの感染拡大防止対策を進めたため、日常活動支援へのボランティア

参加者のみで、行事、療法専門職ボランティア等は、活動を見合わせてもらっ

たため大きく減員となった。しかしながら、地区社会福祉協議会やボランティ

アセンターとの話し合いに参加し関係を維持した。また地域の知的障害者を非

常勤として、主に清掃業務従事の為に雇用している。 

＜地域交流＞ 

地域との連携では、２地区社会福祉協議会の見守りネットワーク会議への出

席、自立支援協議会世田谷エリア部会実行委員活動、小泉公園ふれあいフェス

タ実行委員会などに所属した。上馬地区社会福祉協議会及び上町地区民生委員・

上馬地区民生委員らとの交流、意見交換を行った。月１回以上、地区社協、あ

んしんすこやかセンター、地域障害者相談支援センター等との会議に参加し、

障害家族が持つ老障介護の問題や孤立の問題等を共有し、地域の重要な福祉資

源としての役割を再検討する機会にもなった。 

なお、施設の祭であるどんどこ祭は中止となった。 

＜作品物等の展示＞ 

法人が世田谷区内で運営する４施設合同のクローバーアート展は、新型コロ

ナウイルスの感染拡大防止対策を進めたため、web による開催とした。日頃の

活動で制作した芸術作品や工芸作品などを web に挙げたため、期間を延長して

多くの方に見ていただけるようになった。障害福祉の啓発活動にもつながるた

め次年度も継続して実施していく。 

 

（３）危機管理 

＜マニュアル整備・周知＞ 

法人２６施設一斉の総合防災訓練と避難所開設訓練を１０月１５日に実施し

た。法人の防災委員会が作成し事業所ごとにアレンジした避難所開設スタータ

ーキット（マニュアル）に沿い、シミュレーション訓練を実施した。また、新型

コロナウイルス感染者が発生したことを想定した訓練を実施。予防策の確認か

ら、発生から通院までを想定した訓練を実施した。 

＜防災訓練＞ 

災害準備宿泊は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策で、中止とした。総

合防災訓練で、施設の避難所開設を想定した合同訓練を実施した。職員の災害

伝言ダイヤル１７１訓練と、警備会社の安否確認システムの受信・応答訓練も

行った。また、福祉避難所開設時に必要な防災備品、日用品の備蓄等の在庫状
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況確認、次年度購入備品の検討を行った。 

＜防犯＞ 

不審者対策については、世田谷区に設置していただいた防犯カメラ 4台の点

検や、不審者侵入時の対応マニュアルの読み合わせを行った。なお、施設内外

での不審者情報等の記録はなかった。サービス提供時間外の警備は委託してい

る警備会社の機械警備にて行っているほか、日々の施錠とその記録を作成して

いる。 

 

（４）人材育成・活用 

＜働きやすい職場づくり＞ 

これまでも支援困難なケースを受け入れ、他害や自傷、破壊などの行動障害

の軽減や情緒の安定へと成果を上げてきたが、こうした利用者を支える職員の

メンタル面のサポートが大変重要であり、強度行動障害ケースの支援方法の学

習と合わせ今年度も重視してきた。法人のハラスメント研修や専門機関に依頼

したストレスチェックを実施し、組織、業務量、職員意識、上司との乖離等を

専門家の診断を受けて、より働きやすい職場を目指して取り組んだ。所内では、

虐待防止セルフチエックやハラスメント研修等を実施し、メンタル面の支援、

明るい職場づくりに努めた。 

＜研修内容＞ 

法人研修は職層別研修と専門職研修等を年間で計画したが、新型コロナウイ

ルスの感染拡大防止対策により前半は中止した。後半はズームにより開催した

が、移動時間が無いため、参加しやすいという利点があった。 

また、支援実践力向上のための研修として東京都社会福祉協議会がすすめる

強度行動障害支援者養成アドバンス研修に年間を通じて参加し、参加結果は職

場研修として全職員にフィードバックし新たな知識を共有した。 

職員個々のスキル向上を目指して、法人独自のキャリアデザインシートを導

入し、自己の課題を明確にし、必要な研修を受けてもらえるように進めている。 

＜実習生の受け入れ＞ 

実習生の受け入れについては、新型コロナウイルスの感染拡大防止対策のた

め、中止した。施設利用実習は３か所の特別支援学校から計９人の実習、施設

間移動のための実習１人を受け入れた。 

 

５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

強い行動障害のある方の支援について、東京都の強度行動障害支援者育成（基

礎・実践）、東京都社協強度行動障害支援アドバンス研修に参加。参加した職員が

核となりサービスを提供している。さらに全職員が同じように支援できるように

研修と OJT を進めていく。次年度は所内アドバンス研修を実施する。 

利用者の健康面、体力面、加齢等も含めて、支援方法が個別化してきており、又

今後、医療的ケアの必要な利用者が増加すると想定される。次年度以降、利用者が
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安心して活動できる事業運営をめざしていく。 

職員の体制については、出産、その後の育児休業等が必要な職員が重なり、同性

介護の面で宿泊を伴う支援の提供が難しいところがあった。ただし当施設は都へ

の申請で提出する加算として、「人員配置体制加算Ⅰ（手厚い人員配置をしている

事業者を評価する加算）」と「福祉専門職員配置等加算Ⅰ（福祉専門職員の配置を

評価する加算）」について一番高い加算を取得しており、手厚い人員体制と専門性

の高い職員の配置を行っており、今後も継続して人材の確保に努めていきたい。 

 新型コロナウイルス感染拡大防止の対応については、特別な対策の必要性があ

り、日常の感染防止対策の甘い部分の見直しにつながった。マスクができない利

用者、体調の不調を訴えられない利用者等へのサービスの提供について、無防備

な部分、支援に必要な部分を確認出来た。職員の動きも変わり、在宅支援の対応

や、業務遂行のためのＩＣＴ化等へ課題が出てきた。次年度以降取り組みたい。 

福祉サービス第三者評価を令和２年度に受審した。評価の結果は次年度以降の

支援に反映していきたい。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
家族を含めた利用者支援や利用者特性に応じた支援体制の構築を進め、サービス向上への取り

組みを行った。また、新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底し

た集団感染の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営を行った。 

② 項目別評価結果 
評価点 

 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/3 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２１ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ７ 

事故防止等の対応 3/3 緊急時に備えた訓練 2/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２３ 

職員研修 3/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 3/3 

利用しやすい環境整備 3/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   
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６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価 
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある（配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である（配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある（配点の６０％以上） 

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である（配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２１／２６ 区民雇用、区内事業者利用など地域に貢献している。 

３．事故や緊急時等への対

応 

７／ ９ 
 

４．サービス向上の取組み ２３／３０ 困難ケースに対応するため職員研修を積極的に行っ

ている。 

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ７１／９０  

総合評価 Ａ  

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、研修を重ねながら施設内での支援方法の検討等

を積極的に行っている。困難ケースについては利用者を支える支援員のメンタルサポートも併せ

て学習を行うなど、支援の質の向上を推進していること等を評価し、総合評価をＡと判断する。 

評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、今後も地域連携を生かした障害理解の促進や、地域福祉の

発信の場としての取組みを促していく。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に

努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立桜上水福祉園 

施設住所：世田谷区桜上水２－１３－１６ 

   指定管理者：社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会 

指定期間：令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

 

（２）対象者 

主に知的障害者 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

①実施事業 

 生活介護事業：介護を必要とする方に、昼間、入浴・排せつ・食事の介護

などを行うとともに創作的活動または生産活動の機会を提

供する。 

 定員 ３５人 登録人数３８人 

②概要 

  ３つのグループに分かれて日中活動を行い、様々な作業を通じて作品作

りを行った。また身体機能の維持・向上を目指し、健康維持を目的とした

活動に日常的に取り組み、利用者の社会参加の支援では、社会資源の活用

を通じた地域生活力の向上に取り組んだ。 

③施設内活動 

創作活動：紙すき､染色､ステンシル､陶芸講習､機織り､革工芸､アルミ缶、 

リサイクル等 

 健康維持：室内スポーツ､園内プール、ストレッチ､マッサージ､歩行訓練等 

 そ の 他：音楽セラピー、ミュージックアワー、表現ダンス、茶道、 

フラワー、カラオケ等 

④施設外活動 

 近隣散歩、公園内ウォーキング、屋内プール活動、土と農の交流園清掃・

除草作業等 

⑤外出活動（新型コロナウイルス感染防止のため中止） 

⑥年間行事（新型コロナウイルス感染症により規模を縮小し実施） 

月 内      容 月 内      容 

4 月 入園式 10 月 園内仮装パーティー、芋掘り 

5 月  11 月  

6 月  12 月 クリスマス会 

7 月 夏祭り（3日間の分散開催） 1 月 成人を祝う会、小松菜採り 

8 月  2 月  

9 月  3 月  
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（２）利用状況 

①障害支援区分 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

１７人 １２人 ９人 ０人 ０人 ０人 ０人 ３８人 

 

②障害の程度 

  身体障害者手帳 
計 

 
精神障害者保

健福祉手帳 

 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  

愛
の
手
帳 

１度 1 人        1 人  ２級  

２度 5 人 4 人  3 人    18 人 30 人  なし 38 人 

３度 2 人 1 人 2 人 1 人    1 人 7 人  計 38 人 

４度         0 人      

なし         0 人      

計 8 人 5 人 2 人 4 人 0 人 0 人 0 人 19 人 38 人      

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 ０件 － 

事故 ０件 － 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、事業継続にあたって、以下のとおり取り組んだ。 

毎日、施設職員及び利用者の体温計測等の健康管理と玄関での手指消毒を徹底

すると共に、職員はマスクとフェイスガードを着用し、利用者も可能な限りマス

クの着用に取り組んだ。また、外部からの来所者に対しても検温と手指消毒の徹

底及び名簿の記入を行い、できるだけ玄関など限られた場所で対応するなど集団

感染リスクの低減を図った。こうした取り組みを継続することで、年間を通じて

施設職員及び利用者本人への感染を防ぐことができた。 

また、万が一の感染拡大に備えて、施設独自の BCP（事業継続計画）を作成

し、感染症発生時の取り組みを職員に周知した。 
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３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 金 額（円） 備 考 

収入計 203,138,528   

 受託事業収入 196,789,671 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他収入 6,348,857 雑収入等 

支出計 203,138,528 
 

 人件費 109,757,054 常勤 17 人、非常勤 7人 

 事務費 61,478,664 給食委託、送迎委託費 

 事業費 10,948,036 利用者諸経費 

 その他 20,954,774 繰入金支出等 

収入－支出 0   

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜利用者の権利擁護・虐待防止の推進＞ 

職員２人が東京都障害者虐待防止・権利擁護研修を受講し、職員全体に伝達

研修を行うことで、共通認識を持って利用者を支援できるように取り組みを進

めた。   
研修では弁護士による「小さな出来事」研修に着目し、職員一人ひとりが感じ

ている利用者の権利擁護に関する支援上の課題を「施設内の小さな出来事」とし

て明確化し、それについて職員全体でグループワーク研修を実施した。多くの意

見が挙がった「給食時の適切な関わり」と「コロナ禍における利用者のマスク着

用への取り組み」について話し合い、利用者の権利擁護を前提とした支援の方向

性と共通認識を持つ事につながった。 
また、虐待防止委員会を中心に毎月の虐待防止セルフチェックリストの実施と、

ヒヤリハット事例の検証を行った。地道な積み重ねの成果もあり、年度内に世田

谷区に報告が必要な事故や権利侵害等の事例の発生は無かった。 
＜利用者の自己決定を支援する取り組み＞ 

令和元年度に利用者自治会を発足し、各班の利用者代表が自治会役員となり、

行事やレクリエーション活動等の内容についての話し合いを行って来た。令和

２年度はコロナ禍により従前の活動・行事の実施が難しい状況であったが、園

祭を園内行事に変更する際には、自治会での意見を踏まえてイベント内容や行

事の名称を決定した。 
全体行事の実施が難しい状況の中でも「みんなで楽しみたい」という利用者の

意向を尊重し、園内の放送設備を使った自治会主催のリモートビンゴ大会を行う

等、利用者の思いを活動に反映できるように取り組むと共に、日常的な作業等の

活動もできるだけ利用者の自己選択や意思確認を重視して支援を行った。 
今後は日常的な活動や利用者の将来を見据えた意思決定をサポートできるよ

うに、利用者・家族との信頼関係をより一層向上させる。 
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（２）地域との関わり 障害理解の促進 

＜障害理解の促進＞ 

障害理解の促進と次世代の福祉人材の育成のため、例年積極的に受け入れを

してきた実習生や研修生等は、コロナ禍により減らさざるを得ない状況であっ

た。しかし、社会福祉士と保育士の実習については、感染防止対策の徹底と大

幅に人数を減らす事で受け入れを継続し、年間に１０人の実習生の受け入れを

行った。 

＜地域交流＞ 

例年開催してきた地域向けの園祭「さくらまつり」は、コロナ禍により「さ

くらパーティー」として園内行事に変更したが、近隣住民の協力によるアルミ

缶・牛乳パックの回収を継続した。活動の一環として利用者・職員が歩いて回

収を行い地域住民との交流を継続すると共に、施設玄関前に資源回収ボックス

を設置し、地域住民の資源を回収する拠点となった。 

また、近隣の「土と農の交流園」の除草・清掃作業を継続し、利用者の自立

支援の一助とすると共に、地域住民や交流園利用者との相互交流を行った。 

例年地域住民との交流の機会としている経堂駅での作品販売会は、今年度は

コロナ禍により不参加とした。 

（３）危機管理 

＜事故防止・防犯対策＞ 

令和２年度はリスクマネジメントスケールを全面的に見直し、「ヒヤリハット

報告書」「インシデント報告書」「事故報告書」の３類型を明確化した。ヒヤリ

ハット事例については毎月の振り返りを共有化し、再発防止につなげた。成果

として令和２年度は世田谷区及び法人本部へ報告すべき事故は発生しなかった。 

また、日常的に防犯カメラとカメラ付きインターホンを活用すると共に、不

審者対応訓練では非常通報ボタンを使用する事で、有事の際の職員の対応を見

直し、防犯対策の向上に取り組んだ。 

＜防災訓練＞ 

防火管理者、環境防災委員会を中心に自衛消防訓練を計画し、計画に沿った 

形で避難訓練・防災訓練等を実施した。特に避難訓練の実施にあたっては、よ

り実際に即した形で行うことを目的に、職員・利用者へ訓練開始時間を告知し

ない形での実施を継続した。また、災害用伝言ダイヤルの模擬練習や福祉避難

所訓練を実施し、大規模災害時の対応について職員間で共有した。今後も継続

的な取り組みを行う。 

＜情報セキュリティにおける施設内環境整備＞ 

施設内の全てのパソコンと共有サーバーについて、パスワード管理をすると

共に、個人情報に関する電子データや書類の外部への持ち出しを全面的に禁止

することで、情報の漏えいを防止した。また、デジタルカメラのデータについ

ても重要な個人情報として、鍵のかかる保管庫で厳重に管理した。カメラを使

用する際は管理簿により使用者を明確化し、撮影した画像は速やかに共有サー

バーへの移行を義務付けることで画像の外部への流出を防止し、インターネッ

ト上でのトラブル等につながらないようにした。 
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（４）人材育成・活用 

＜研修内容・全体周知＞ 

令和２年度はコロナ禍により職場外研修が減少したため、外部講師による３

回の職員研修と、東京都虐待防止権利擁護研修を軸とした２回の、全職員対象

虐待防止研修を実施した。虐待防止研修では、職員がグレーゾーンと感じる事

案をグループワークで話し合う事で、職員全体の共通理解と日常的な支援の質

の向上につながるように取り組んだ。 

① ７月９日   職員研修Ⅰ「見えないこと」と「見えにくさ」の理解 

         講師：世田谷区立保健センター視覚専門相談 木村仁美氏 

② ９月１５日  職員研修Ⅱ 「感染予防対策について」 

世田谷区福祉人材育成・研修センター動画研修               

③ １２月１５日 職員研修Ⅲ 「アサーティブコミュニケーション」技術 

         講師：元宇都宮短期大学人間福祉学科准教授 山屋恵美子氏 

④ １月１２日  虐待防止職員研修Ⅰ 

         東京都虐待防止・権利擁護研修（伝達研修） 

⑤ ３月９日   虐待防止職員研修Ⅱ 

         施設内の小さな出来事についてのグループワーク研修 

＜フォローアップ＞ 

新任職員には法人の新任研修と併せて、職場内のフォローアップとして内部

研修計画を作成し、主任やグループリーダー等による体系的な業務の理解促進

と習熟度に合わせた指導を行っている。また、「福祉専門職員配置等加算Ⅰ（福

祉専門職員の配置を評価する加算）」で最も高い加算を取得しているなど専門性

の高い職員の配置状況を生かし、人事考課制度を活用した上司や一次考課者と

の面談を通じた、職員の成長に応じた指導やアドバイスを定期的に実施するこ

とで、計画的な職員育成に取り組んだ。 

＜働きやすい職場づくり＞ 

新型コロナウイルスの感染拡大に伴う4月から5月の緊急事態宣言期間中は、

小中学校等の臨時休校により在宅の必要な職員が休暇を取得しやすいように配

慮すると共に、年間を通じて計画的な有給休暇の取得を推進した。また、引き

続き休憩時間取得の徹底・毎週水曜日のノー残業デイの実施・計画的な時間外

労働による時間管理の意識向上の３つの取り組みを強化し、時間外労働の削減

に取り組んだ。これにより、育児や介護をはじめ、雇用を進めている高齢の職

員等様々な立場の職員が働きやすい職場づくりを積極的に推進した。 

 

５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

（１）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

4 月から 5 月にかけての緊急事態宣言による利用自粛のお願いについて、利

用者・保護者に理解と協力を頂き、期間中の利用率は 50～60％となった。宣言

終了後の 6月以降は例年同様に概ね 90％を超える利用となり、年間の通算利用

85



率は約 86％だった。 

その後の施設運営においても常時のマスク着用や毎日の検温、日々の消毒な

ど徹底した感染防止対策に取り組んだ。当初はマスクの着用が苦手な利用者も

多くいたが、家庭の協力も得ながら粘り強く支援する事で、少しずつ着用でき

る利用者が増え、個人差はあるものの年度末には多くの利用者がマスクを着用

できる状況につなげられた。今後も、利用者の状況に合わせて個々に対応でき

るよう、きめ細やかな支援を続けていく。 

（２）宿泊・行事等アンケートの実施 

コロナ禍により保護者会で直接意見を伺う機会が減少したため、次年度の宿

泊や行事等についての利用者・家族アンケートを実施した。現状では、以前の

ような宿泊や行事の実施を希望する方は少なく、新型コロナウイルス感染症の

収束状況に応じて、今後の実施を検討する事となった。これからも引き続き利

用者・家族の意見を、できる限り事業内容に反映できるように取り組む。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
利用者のニーズに応え、権利擁護に基づいた支援を行い、サービス向上を図っている。また、

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に努

め、引き続き利用者の安全に配慮した運営を行った。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある   １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている           ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２０ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 2/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ７ 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２２ 

職員研修 3/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 2/3 

利用しやすい環境整備 3/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 
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改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２０／２６  

３．事故や緊急時等への対

応 

７／ ９ リスクマネジメントスケールを全面的に見直し、事

故の再発防止に努めた。 

４．サービス向上の取組み ２２／３０ 働きやすい職場づくりを積極的に推進している。 

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ６９／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目について要求水準を満たしており、かつリスクマネジメントスケールを見直し事例

を共有化し事故の減少に繋げている。また職員にとって働きやすい職場づくりを推進しているこ

とを評価し、総合評価をＡとする。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も水準は満たしているが、今後もサービス向上に向けて、支援方法等を定期的に見直し、

より良い支援につなげていくことを促す。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に

努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立奥沢福祉園 

施設住所：世田谷区奥沢６－２９－２ 

   指定管理者：社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会 

指定期間：令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

 

（２）対象者 

主に知的障害者 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

①事業概要 

 生活介護事業：介護を必要とする方に、昼間、入浴・排せつ・食事の介護

などを行うとともに創作的活動または生産活動の機会を提

供する。 

        定員４０人 登録人数３９人 

②概要 

  障害特性や相性により、大きくは２つのグループ分けをしているが、ニ

ーズに応じて細分化・再編成し、臨機応変に利用者・職員の配置を組みか

え、様々な活動を提供している。 

③施設内活動 

 作業(創作)活動 おりぞう（ストッキング雑巾）、缶潰し、ビーズ、染色等 

 その他の活動  音楽療法、クラブ活動、お楽しみ会等  

④施設外活動   ウォーキング（施設周辺、長距離）等 

⑤外出活動    コロナ禍にあり実施せず 

⑥年間行事    食事を伴う外出および不特定多数参集型行事を中止 

月 内容 月 内容 

4 月 入園式 10 月 
宿泊（園外） 

おくフェス（園祭代替行事） 

5 月  11 月  

6 月 宿泊（園内） 12 月  

7 月 宿泊（園内） 1 月  

8 月 宿泊（園内） 2 月  

9 月 宿泊（園内） 3 月  

他、『月いちイベント（施設内での企画イベント）』や季節行事実施 
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（２）利用状況 

①障害支援区分 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

２０人 １１人 ７人 １人 ０人 ０人 ０人 ３９人 

 

②障害の程度 

  

身体障害者手帳 

計 

 
精神障害者保

健福祉手帳 

１

級 

２

級 

３

級 

４

級 

５

級 

６

級 

７

級 
なし  １級  

愛
の
手
帳 

１度  1人           2 人 3 人  ２級  

２度 2 人 3 人 2 人     22 人 29 人  なし 39 人 

３度        4 人 4 人  計 39 人 

４度  1 人      2 人 3 人      

なし         0 人      

計 2 人 5 人 2 人 0 人 0 人 0 人 0 人 30 人 39 人      

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 １件 

・園の外出の際、転倒し泣いている幼児を見かけた利用者が、幼

児の背中を軽く叩いた。その場で幼児の母親に職員が謝罪した

が、後日、「きちんとした謝罪がなかった」と連絡が入った為、改

めて職員より謝罪を行った。 

事故 １件 

・利用者が歩行中、職員の足を踏み転倒。病院にて診察を受け

た。診察では異常はなかったが、今後、利用者の歩行の際には、

一定の距離をとるよう対応を検討し、職員間で周知を図った。 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、事業継続にあたって、以下のとおり取り組んだ。 

通年で施設職員及び利用者の体温計測等の健康管理を行うとともに、委託業者

などの来所者に対しては極力施設内に立ち入らせず、玄関など限られた場所で対

応した。（特別支援学校や介護等体験の学生実習など、入所や就職に関わる実習

の受け入れは行った） 

飲食を伴う外出行事、不特定多数が施設内に入る園祭などは中止とした。日中

活動において活動室は通年で常時窓開け換気し、密にならないように人数配置を

した。また給食場面ではアクリル板の使用、食事場所の分散、時間をずらして摂
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る工夫等を行った。生活介護施設は接遇の際に近い距離での接触が多いため、職

員のマスク着用は勿論の事、適宜場面に応じてゴーグル・ガウン・グローブ等を

使用した。 

情報収集及び利用者・ご家庭への感染予防対策の発信、ＢＣＰの策定等々、必

要な事柄は適宜準備し行ってきた。また、区の社会的ＰＣＲ検査では、委託業者

（給食・送迎バス）や活動講師を含め受検し、陰性が確認された。 

これまで陽性者が出ていないが、引き続き、留意し感染拡大防止にあたる。 

３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 金 額（円） 備 考 

収入計 192,851,944   

受託事業収入 191,968,543 指定管理料（処遇改善加算含む） 

その他収入 883,401 雑収入等 

支出計 192,851,944   

 人件費 107,852,666 常勤１８人、非常勤５人(嘱託医２人含む) 

 事務費 61,689,320 維持管理、給食調理、送迎委託等 

 事業費 10,024,921 利用者諸経費 

その他支出 13,285,037 退職共済掛金、繰入金支出等 

収入－支出 0   

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援   

＜権利擁護への取り組み＞ 

職員会議・支援会議等を通して、日頃の利用者支援の報告、また課題等を挙

げ意見交換・具体的支援方法について全体で話し合い、利用者の人権や権利に

ついても継続的に認識の確認を行った。施設内の権利擁護委員が中心となり、

虐待防止のためのチェックリストを活用し、全職員が自己チェックを３回/年行
い、それを基にグループワーク等を実施。職員全体の人権・権利意識を向上さ

せることが出来た。 
また、個別支援計画書式には身体拘束や行動制限に関わる欄を整えており、

身体拘束を要するケース（バス走行中の離席防止のための特殊ベルト使用）に

ついては、毎日の記録と半期に一回の報告、今後の見通しなどを話し合ってい

る。保護者・第三者委員を含めた虐待防止委員会議を開催し、権利擁護全般へ

の取り組みを含めた現況報告を行い、助言を頂く機会を得て、支援に活かした。 
＜利用者の高齢化・重度化への取り組み＞ 

加齢による体調の変化や保護者の不安を取り除くために、看護師による相談・

助言を適宜行い医療につなげた。経過観察の中で必要に応じ通院付き添いも含

90



め、情報のやりとりを保護者と行った。嚥下機能や運動機能低下が徐々に見ら

れる利用者については、保健センターより派遣される専門職に相談し、食形態

の見直しや機能訓練・日常の運動に工夫を加える等、支援の内容を適宜見直し

対応した。また、加齢による免疫力の低下等も考えられる事から、日常のバイ

タルチェックも一層の留意と、知的障害に加え認知症的な行動の変化に留意し

支援した。状態変化等の情報は保護者に適切に伝え、必要に応じた移動支援や

居宅介護等他事業の活用を勧めた。 
＜個人情報保護＞ 

法人の個人情報保護規程およびガイドラインに基づき、職員へ適正な取り扱

いを徹底し、個人情報保護法の趣旨に基づいた適切な管理を行った。利用者・

保護者に対しては、新年度ごとに「個人情報提供同意書」及び「写真使用に関

するアンケート」で情報使用条件についての意思確認を書面にて行い、意向に

沿って適切に取り扱った。 

 

（２）地域との関わり 障害理解の促進 

＜ボランティアの募集・活用＞ 
外部の第三者の目はモニタリングの意味もあり、接遇等、職員の資質向上に

繋がるため、これまで積極的に受け入れてきたが、当施設はシニアボランティ

アの方がほとんどのため、コロナ禍を鑑み活動を控えていただくこととした。

それでも、秋頃には延べ９人の方を受け入れ、また、適宜連絡を取り様子をう

かがうなど関係が切れないようにした。 
＜地域のイベントへの参加＞ 

コロナ禍により当施設の園祭も中止としたが、地域のイベントも自粛を余儀

なくされており、参加や協力の機会は持てなかった。但し、地域民生児童委員

等とのご縁で始まったＮＰＯ団体のドッグセラピーの機会を、規模は縮小した

が行うことができた。 
＜地域交流＞ 

これもまたコロナ禍により、交流の機会が絶たれることとなった。その中で

も、アフターコロナ・ウィズコロナを考え、縁が切れないように地域や学校と

連絡を取り合うなどは継続した。また、地域包括支援センター（あんしんすこ

やかセンター）の紹介で、地域の銀行窓口に自主生産品を展示していただける

ようになるなど、新しい関係を得ることもできた。 
（３）危機管理 

＜防災・避難訓練＞ 
出火・地震を想定した利用者との避難訓練の他、消防署員立ち合いのもと、

避難訓練と通報訓練、水消火器を使用した消火訓練を実施。また、設備点検業

者を講師とした防火設備研修を行った。 
大規模災害に備え、各家庭とは月１回のＮＴＴ災害伝言ダイヤルによる連絡
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訓練を実施した。 
＜マニュアル整備・周知＞ 

福祉避難所連絡会で策定されるマニュアルをもとに、職員による大規模震災

時の初動訓練や想定される事柄についてディスカッションや模擬訓練を実施し

た。防災担当職員が中心となり、内部研修および防災・防犯マニュアルの修正

を行った。 
＜施設内環境整備＞ 

危険箇所等のハード面のチェックと是正及びゆとりを持った空間確保のため

に、活動室内物品配置換えや整理を繰り返し行い、安心して生活できるように

した。経年による冷暖房設備や給排水ポンプの修繕など、区と協議しながら適

宜必要な対応を行った。 
 

（４）人材育成・活用 

＜研修計画＞ 
年度の前半はコロナ禍により研修機会がなかったが、徐々にオンライン研修

が増えた後半からそれを活用し研修を受けられるようにした。オンライン研修

で得たものは、職員相互の成長に還元できるよう、内部研修や学習会に繋げた。 
本来は職員個々のニーズに沿ったもの、グループ及び施設全体として必要な

もの等、研修委員会による計画的な研修計画を作成して実施しているが、思う

ようにはできなかった。特に、他施設へ出向いての研修実施は叶わなかった。 
但し、各自が自己研鑽で取り組んだ学びについて発表と称賛を行い、互いの

成長への刺激として活かす機会となった。 
＜働きやすい職場づくり＞ 

法人として、ワークライフバランスの推進や安全衛生推進体制、また各種の

ハラスメント防止に対しての対策および体制を整え、メンタルヘルスケアを推

進した。これらにより、適切に労務管理を実施した。業務内容の見直しや個々

の職員が時間外労働計画を作成すること等により、効率的な時間運用を意識で

きるようにしている。今期はコロナ禍により行事が大幅削減されたため、時間

外労働も連動し減となった。有休消化取得を奨励しており、年度付与に対して

の取得率は８２％であった。また、男性職員の育児休業取得もあった。職員一

人ひとりが、労働者としての尊厳や人格を守り、風通しの良い職場風土を形成

する担い手として持てる力を十分に発揮できるように、「共に働く仲間の為に」

という項目も立てている能力開発人事制度（人事考課制度）を有意義に活用し

た。 
＜実習生の受入＞ 

障害福祉への理解・啓発及び福祉人材育成のみならず、外部の第三者の目に

よるモニタリングや接遇等、職員の資質向上のため、積極的に学生実習等の受

入れを行っている。コロナ禍による実習の辞退や変則的（日数短縮など）受け
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入れの打診に対しては、緊急事態宣言期間を除き応じた。就職や資格取得のた

めの将来がかかった実習故に、双方で慎重に感染予防対策をとりながら実施し

た。今年度は、延べ２０人の各種実習を受け入れた。 

 
５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

令和２年度から四期目になる指定管理施設としての運営が開始となり、より「地 

域との連携」に重きを置いた運営を計画していたが、新型コロナウイルス感染症に

より、人間（じんかん）が遮断されるような事態になり、真逆の対応をとらねばな

らなかった。感染予防が最重要だったため、利用者支援では飲食を伴う外出活動や

所外宿泊の中止、そして地域の方々に多数来館いただく施設祭りも中止せざるを

得なかった。また、地域でも各種行事が同様に中止となったため、交流も協力もで

きなかった。しかし、そのような中でも、予防対策とともにできる範囲内で工夫を

しながらサービスの提供と、細々ではあったが地域との繋がり、また人材育成のた

めの研修生の受け入れも続けた。職員研修についても年度前半は中止が相次ぐも、

オンラインという新しい形での研修受講が後半充実してきたので、それを利用す

ることもできた。内部で『新しい生活様式検討委員会』も立ち上げ、代替行事の企

画や感染予防策を考える等を行った。更に、当施設は都への申請で提出する加算と

して、「福祉専門職員配置等加算Ⅰ（福祉専門職員の配置を評価する加算）」につ

いて一番高い加算を取得しており、専門性の高い職員の配置を行っている。 

安心安全の担保は施設の大命題だが、今回のような『感染症』対策は常に「充分

か」と不安がある。しかし走りながら、利用者の日中活動の場を守るための感染症

対策を、工夫により対処する思考の柔軟さが大切との思いで全職員で業務にあた

った。多くの計画と目標が不完全なまま終わってしまった一年であるが、ウィズコ

ロナの令和３年度も工夫をしつつサービス提供にあたる。今後も予防対策を万全

に、又その中でも可能なかぎり工夫をしながら地域と連携し、支援の向上に努めた

い。 
 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 

① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
働きやすい職場づくりの取り組みを更に深め、質の向上を図っている。また、新型コロナウ

イルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に努め、引き続

き利用者の安全に配慮した運営を行っている。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある  １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている          ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 １９ 
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設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 2/3 

障害者等の雇用 2/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ７ 

事故防止等の対応 3/3 緊急時に備えた訓練 2/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２２ 

職員研修 3/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 2/3 

利用しやすい環境整備 3/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 １９／２６  
３．事故や緊急時等への対

応 

７／ ９ マニュアルの修正、施設の整備状況の確認等適宜

対応し、緊急時への備えを行っている。 
４．サービス向上の取組み ２２／３０ 接遇について年３回自己チェックを行い、それを

基にした研修を行いサービスの向上につなげてい

る。 
５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ６８／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、かつ利用者の高齢化・重度化への継続的な取

り組みの中で、外部団体と連携を行いながら支援を適宜見直し、サービスの質の向上を図って

いる点を評価し、総合評価をＡと判断する。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、障害理解の促進及び他事業の活用による地域移行の更な

る促進に向けた支援の向上を促す。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防

に努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 

 

94



令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立九品仏生活実習所 同中町分場 

施設住所：（本園）世田谷区奥沢７－３９－１３ 

（分場）世田谷区中町２－２５－１７ 

   指定管理者：社会福祉法人武蔵野会 

指定期間：令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

 

（２）対象者 

主に知的障害者  

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和 3年 3 月 31 日現在） 

（１）事業内容 

①実施事業 

生活介護事業：介護を必要とする方に、昼間、入浴・排せつ・食事の介護

などを行うとともに創作的活動または生産活動の機会を提

供する。 

 本園 定員４２人 登録人数４４人 

分場 定員１５人 登録人数１３人 

②概要 

 共通：本園・分場ともに新規利用者の受け入れは無かった。法人理念「自

分を愛するようにあなたの隣人を愛せよ」を基本とし、利用者一人

一人に寄り添い、思いや要求を汲み取るよう支援を実践した。 

本園：利用者の行動特性を考慮した３グループ編成をとった。障害の重度

化や年齢差を意識した個々に応じた日中支援の提供に努めた。 

分場：少人数体制を活かした機動力のある活動と個別に応じた幅広く楽し

める日中支援の提供に努めた。 

③施設内活動  

作業活動  古紙回収、缶つぶし、農地園芸、陶芸、手工芸、公園清掃等 

運動    運動広場（グループでの運動活動）、ストレッチ等 

講師活動  リトミック、アート活動、運動広場、陶芸活動等 

クラブ活動 音楽、散策、喫茶（所内）、癒し等 

④施設外活動 公園散策、図書館利用、おやつ作り等 

⑤外出活動  新型コロナウイルス感染予防対策のため活動中止 

⑥年間行事  同様に内容変更と規模縮小で実施 

月 内      容 月 内      容 

4 月  10 月 施設お祭り 

5 月  11 月  

6 月  12 月 クリスマス会 

7 月  1 月 新年会 

8 月  2 月  

9 月  3 月 桜の集い・茶話会 
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（２）利用状況 

①障害支援区分 

＜本園＞ 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

２４人 １２人 ７人 １人 ０人 ０人 ０人 ４４人 

 

＜分場＞ 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

７人 ４人 ２人 ０人 ０人 ０人 ０人 １３人 

 

②障害の程度 

＜本園＞ 

  
身体障害者手帳 

計 
 
精神障害者保

健福祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  

愛
の
手
帳 

１度 3 人       2 人 5 人  ２級  

２度 6 人 4 人  2 人    22 人 34 人  なし 44 人 

３度 2 人       1 人 3 人  計 44 人 

４度               

なし 1 人       1 人 2 人      

計 12 人 4 人 0 人 2 人 0 人 0 人 0 人 26 人 44 人      

 

＜分場＞ 

  
身体障害者手帳 

計 
 
精神障害者 

保健福祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  

愛
の
手
帳 

１度     1 人   2 人 3 人  ２級  

２度        9 人 9 人  なし 13 人 

３度      1 人   1 人  計 13 人 

４度         0 人      

なし         0 人      

計 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 1 人 0 人 11 人 13 人      

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 ０件 ― 

事故 ０件 ― 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ
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き、利用者の安全を確保しながら事業継続に取り組んだ。職員及び利用者は朝昼 

２回の体温計測等の健康管理を行うとともに、マスク着用、アルコール消毒、日

に３回館内消毒、定期的な換気、飛散防止パーティション設置を行った。配達業

者や来所者に対しては、施設内に立ち入らず玄関など限られた場所で対応した。

また、入館時の検温と手指のアルコール消毒などを徹底し、集団感染リスクの回

避を図った。職員と業務委託先職員は、1月に世田谷区の PCR 検査を実施し全員

陰性だった。その後は２週間間隔（令和３年４月から 1週間毎）で定期的にスク

リーニング検査を行っている。令和２年２月には当施設（分場含）の「新型コロ

ナウイルス感染時における業務継続計画」を作成した。 

 

３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 金 額（円） 備 考 

収入計 293,381,070   

 受託事業収入 290,859,821 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他収入 2,521,249 雑収入等 

支出計 293,381,070   

 人件費 147,982,196 常勤２１人 非常勤１４人 

 事務費 85,972,876 維持管理、給食調理、送迎委託等 

 事業費 13,448,084 利用者諸経費 

 その他 45,977,914 繰入金支出等 

収入－支出 0   

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜支援状況＞ 

（共通） 

利用者支援は、相談支援機関の作成したサービス等利用計画に基づき個別

支援計画を作成するとともに、６ヶ月ごとのモニタリングを実施し、利用者

一人ひとりに寄り添った支援を実践した。 

施設の中で５つの委員会（リスクマネジメント・業務標準・虐待防止・支援

向上・日中活動検討）が主体となって介護技術、障害理解といった内容で職員

研修の企画・開催を行い、利用者支援の向上に繋いだ。 

（本園） 

日中活動は、利用者の行動特性や生活ペースを考慮して分けられた３グル

ープ体制を基盤として実施した。作業活動やクラブ活動は利用者が希望の活

動を選択して参加した。職員は基盤グループと活動ごとに担当を決め、活動

内容や利用者状況によって柔軟的に職員配置を行い、より利用者個々に応じ

た支援ができるよう配慮した。 

クラブ活動では、音楽クラブや癒やしクラブにボランティアの方が参加し、

ピアノ演奏や絵本の読み聞かせ等を行う予定だったが、新型コロナウイルス

感染予防対策の為受け入れを中止した。代替として職員の楽器演奏会を行っ
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た。 

個別対応では、誤嚥性肺炎から肺腫瘍となり入院治療をしていた利用者が

胃ろう造設となった。家族の通所継続の意向が強く、医療的ケア対象として

令和２年６月から受け入れを始めた。通所再開前に、相談支援事業所、居宅介

護事業所等の関係機関と会議を開き、受け入れにあたっての情報共有と介護

の連携を確認した。医療的ケアの利用者の受け入れについては、現在 2 人と

なっている。 

（分場） 

利用者の健康状態を確認し、運動の確保と気分転換を目的に１日１回は散

策活動を取り入れた。リトミック、陶芸、アートの外部講師活動や作業活動は

継続して行った。また、月１回の書道活動も行い、作品を施設内に掲示した。 

新型コロナウイルス感染予防対策として、アロマ活動のボランティアの受

け入れは中止したが、活動部屋にてアロマオイルを焚き、癒やしの空間を提

供した。 

＜虐待防止の取り組み＞ 

（共通） 

年に一度、全職員を対象に法人書式の虐待防止セルフチェックを実施した。

施設内の虐待防止委員会では、支援振り返りシートを用いて職員個人、事業

所全体の支援の見直しと改善を定期的に行った。施設内研修では、他事業所

の虐待事例を基にグループワークを行い、施設で同様の虐待が起きない為の

取り組みについて話し合った。また、職場風土の低下が虐待に繋がるという

観点から、職場風土改善の取り組みも行った。インプロゲームを取り入れ、

職員間のコミュニケーション力の向上を図り、安全・安心の支援を目指した。 

＜家族との連携＞ 

（共通） 

今年度は、新型コロナウイルス感染予防対策として家族会の開催は中止し

た。年度当初は、緊急事態宣言を受けて各家庭に区の方針を伝える事や、年

間予定の変更（外出や宿泊の縮小・中止）を書面にて報告した。その後も各

家庭に書面で予定の変更を伝え、家族・保護者の了承を得ながら行った。個

別面談は、電話にて希望する家族・保護者と実施し、個別支援計画書・モニ

タリングの説明を行った。 

     日々の情報交換は、連絡ノート（サービス提供記録）や電話・FAX も活用

して個々の家族との意思疎通と信頼関係作りを継続して行った。 

 

（２）地域との関わり障害理解の促進 

＜ボランティアの募集・活用＞ 

（共通） 

ホームページや広報紙、社会福祉協議会、施設前の掲示板等で募っている。

活動内容を細分化し、得意な事でボランティアに参加してもらえるように準

備をしたが、今年度は、新型コロナウイルス感染予防対策として、緊急事態宣

言中は受け入れを中止した。それ以外の期間では、ボランティアの方より要
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望があれば感染症対策を行った上で受け入れを行った。 

（本園） 

読み聞かせや、ピアノ演奏のボランティアを年間３回受け入れた。 

（分場） 

フラワーアレンジメントのボランティアを年間６回受け入れた。 

＜近隣の学校、町会、商店街との連携＞ 

（共通） 

例年、クリスマス会で等々力保育園の園児に歌や踊りを披露してもらうが

今年度は、新型コロナウイルス感染予防対策として実施しなかった。毎年参

加している八幡中学校の避難所開設訓練は台風接近のため中止となった。 

（本園） 

商店街には、古紙回収作業での挨拶やさくら草のプランターの設置などを

行っている。今年度も地域交流行事のぼんぼんぼん祭りで地域商店街に飲食

関係で販売の参加をお願いする予定だったが、新型コロナウイルス感染予防

対策の為今年度は行事自体を中止とした。令和元年度から玉川田園調布会（町

会）の防犯パトロールへの協力で、日中活動の散策の際に職員が防犯パトロ

ール札を付けて出かけ、地域の防犯活動の取り組みを継続して行った。 

（分場） 

施設内活動して行うフラワーアレンジメントで使用する花を毎月近隣の花

屋で購入し、また近隣の店舗から昼食をテイクアウトし、施設内でランチ会を

行う等、地域の商店街と交流を持つよう努めている。今後も障害理解の促進に

繋がるような地域に根差した交流を継続していきたい。 

＜地域交流＞ 

（共通） 

例年、７月の盆踊り会で九品仏社協の皆さんに踊り手として参加をお願い

しているが、今年度は新型コロナウイルス感染予防対策として参加依頼はし

ないで職員と利用者で行った。 

（本園） 

令和元年度より、地域の清掃活動に参加し、九品仏６丁目広場の清掃を行

っている。令和２年度も毎週火曜日の午後に利用者、職員で清掃を行った。 

（分場） 

「中町分場通信」を年 1回発行し、中町２丁目町内会で回覧した。 

 

（３）危機管理 

＜防災・防犯について＞ 

（共通） 

毎月１日（施設開所日）に、家族を対象として１７１災害伝言ダイヤルを実

施した。防犯対策として、令和元年度より催涙スプレーやさすまたを常備し、

不審者対応マニュアルを作成して職員への研修、周知を徹底し、非常時に対

する安全意識を高めた。また、防犯カメラや非常用通報装置の設置で、利用者

の安全・安心な施設生活の確保を図った。 
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＜避難訓練について＞ 

（共通） 

本園で 6回、分場で 12 回実施した。法人防災委員会策定の防災チェックシ

ートによる毎月の建物点検実施と、10 月には、法人総合防災訓練を実施した。

各事業所一斉に、新型コロナウイルス感染者が発生した場合の初期対応、大

地震時の初動対応について机上訓練を行った。 

＜衛生管理について＞ 

（共通） 

インフルエンザやノロウイルス対策に有効である空気清浄器兼加湿器の設

置と、新型コロナウイルスの消毒にも効果があるミニクローラ水を使用した

館内清掃を常的に行い消毒と衛生管理を徹底した。当施設はミニクローラ水

製造機器を設置してある。 

 

（４）人材育成・活用 

＜職員研修について＞ 

（共通） 

外部研修は、新型コロナウイルス感染予防対策として Zoom 等のオンライン

参加となった。内容は、東京都社会福祉協議会主催の強度行動障害支援者養

成研修、東京都主催のサービス管理責任者更新研修にはZoom、世田谷区SOFUKU

講座（車椅子基礎講座、嚥下障害、移乗とオムツの基礎）には、会場研修とし

て参加した。 

法人研修は、全て Zoom での開催となった。内容は、理念を深めるダイアロ

グ研修、虐待防止研修、職員のキャリアデザインシート作成に関する研修に

参加。研修後に職員はキャリアデザインシートを作成した。令和元年度開催

のエバンジェリスト養成研修も引き続き実施した。これは、学生の新規採用

を目的に、福祉の仕事カフェなどに集まる学生と話し、福祉に興味を持って

もらう取組みである。学生と年齢が近い世代の法人職員で編成され、今年度

は Zoom で実施した。 

施設内研修では、施設内の４つの委員会（リスクマネジメント・業務標準・

虐待防止・支援向上）が主催し、職員会議日に年間それぞれ１～２回ずつ研修

を行った。支援向上では、「コロナ渦でも日中活動を充実させる」をテーマに

ワールドカフェ方式で自由に意見を出し合った。成果の一つにランチを持っ

て砧公園ピクニックの実施がある。年度前半には、管理職主体で介護技術研

修を行った。移動介助、車椅子の扱い、肢体麻痺者の着替え等について実技を

学んだ。さらに、法人が制作協力をしているサポーターズカレッジ・ウェブ研

修の視聴を月３回、利用者登所前の時間を使い定期的に受講した。障害理解、

感染症、高齢化、災害など多岐に渡る内容を学ぶ機会となっている。 

 

＜実習生の受け入れについて＞ 

（共通） 

今年度は、新型コロナウイルス感染予防対策として、大学生の実習である
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介護等体験、保育実習体験、医科大学生の現場実習などの受け入れを中止し

た。特別支援学校の進路に伴う実習や他施設からの施設間異動に伴う実習に

ついては、感染症対策を行った上で受け入れを行った。 

＜職員メンタルヘルスについて＞ 

（共通） 

法人全体で、年に一度職員を対象にストレスチェックを実施した。結果は個

人あてに配付され、本人のストレス度や今後気を付けることなどが記載されて

いる。また、武蔵野会健康相談ダイヤルでは２４時間電話相談が設置され、職

場、家庭のストレス、健康の不安などについて専門スタッフが相談に応じるシ

ステムがある。施設では、特定の職員に業務が集中しないよう役割の分担や業

務マニュアルの作成を行い、業務の標準化に取り組んでいる。また、利用者支

援以外の就業時間内に支援記録や各種会議を設定し、時間を有効に使うととも

に超過勤務の軽減に努めた。 

 

５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

（１） 今年度の利用者支援は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、プール、喫

茶、買い物、電車散歩、一日外出といった外出を伴う日中活動や、ぼんぼんぼん

祭り、一泊旅行、桜の集い等の年間行事の開催中止や内容変更等があり、利用

者支援に大きく影響がでた。特に、日課や活動の変更が苦手な利用者のなかに

は、混乱した行動をみせるケースがあった。職員が日々の様子を見ながら支援

を行い、利用者のタイミングを見極め日中活動へ参加させるなど少しでも生活

のリズムが戻るよう支援を工夫した。新型コロナウイルス感染拡大の第一波、

第二波の時期は内外の活動は感染予防を優先に散歩を除く室内活動を中心に実

施した。１０月、１１月には、祭りと一日外出の代替活動として、ランチ持参で

砧公園ピクニック、運動とゲームで構成したぼんぼんフェスタ等を開催した。 

また、通常は特技ボランティアが実演しているピアノやウクレレといった楽

器演奏を職員が替わって行い、利用者には好評だった。外出関係の見合わせ、ボ

ランティア受け入れ休止（一部受け入れ）は継続しているが、いろいろな代替活

動を工夫し、施設で楽しく過ごしてもらえるよう努めた。職員の支援力向上を

目標に施設内での研修を充実させた。日中活動の見直し、支援振り返りシート

活用、虐待防止セルフチェックの実施、職場風土改善（コミュニケーション力ア

ップ）の取り組み、介護技術実技研修等を各委員会が計画、実施した。他に月３

回定期的に、ウェブ研修サポーターズカレッジを利用し、今年度は、障害の理

解、感染症対策、防災関係、障害者の高齢化等について視聴し、幅広く学ぶ機会

を設けた。さらに分場で７０代非常勤職員を雇用しており、高齢者雇用の安定

につなげた。 

（２） 防災対策は、施設内の備蓄物品のチェックと入れ替え、補充を行った。建物外

の保管場所増設として物置倉庫の設置を検討しているが、敷地内の有効利用と

設置場所の選定で先延ばしになっている。また、法人防災委員会策定の防災チ

ェックシートによる建物点検を本園、分場とも毎月実施し、１０月と１月に法

人総合防災訓練で安否確認通報訓練も施した。職員全員が関わることで職員の
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防災意識向上に繋がり、次年度も災害時の備えを進めるとともに、相互連携を

強めることで災害時の対応向上を目指す。 

（３） 地域施設との連携や福祉ネットワークの構築という点で、玉川エリア自立支

援協議会の運営、企画に参加し、玉川支援ねっとの活動も行った。新型コロナ

ウイルス感染予防対策の為、会議等は Zoom での参加となった。世田谷地区同

法人３施設と共同で実施したクローバーアート展は、新型コロナウイルス感染

予防対策の為、WEB 媒体で実施し、他法人からの出展は見合わせた。今回は新

たな試みとして WEB 媒体での展示を行ったが、今後も施設から情報を積極的に

的に発信することで、新たな繋がりに続くような交流の広がりを目指したい。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
研修や日々の支援を通して職員の支援力向上や支援体制整備の構築に取り組んでいる。また、

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に努

め、引き続き利用者の安全に配慮した運営を行った。 
② 項目別評価結果 
評価点 

３：要求水準を上回っており、優れた点がある   １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている           ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２０ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 2/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ８ 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 3/3   

４．サービス向上の取組み ２３ 

職員研修 3/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 2/3 

利用しやすい環境整備 3/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 3/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価 
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある（配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である（配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある（配点の６０％以上） 

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である（配点の６０％未満） 
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評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２０／２６ 医療的ケア利用者を受け入れ配慮した支援を実施し

ている。 

３．事故や緊急時等への対

応 

８／９ 感染症対策を講じつつ、イベントを WEB 媒体で実施す

る等利用者が楽しめる支援の工夫を図っている。 

４．サービス向上の取組み ２３／３０ 様々な研修を実施し職員の支援力の向上を図ってい

る。 

５．収支状況 ６／９  

６．改善の取組み ２／３  

合計 ７１／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、かつ利用者の重度化に応じた支援内容の充実や

研修実施による職員育成の取り組みを評価し、総合評価をＡと判断する。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、医療的ケアなど利用者の重度化に応じた活動内容の柔軟な

見直しにより支援内容の充実を促していく。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に

努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立千歳台福祉園 

施設住所：世田谷区千歳台３－３１－９ 

   指定管理者：社会福祉法人せたがや樫の木会 

指定期間：令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

 

（２）対象者 

主に知的障害者 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

①実施事業 

生活介護事業：介護を必要とする方に、昼間、入浴・排せつ・食事の介護

などを行うとともに創作的活動または生産活動の機会を提

供する。 

定員 ４５人 登録人数 ４８人 

②概要 

新規利用者１人を受け入れ、４８人での事業開始となった。支援内容に

関しては、ＡＤＬ（日常生活動作）及びＩＡＤＬ（日常生活関連動作）の

生活支援を基本に据え、意思決定に重きを置き、より本人らしい充実した

生活に向けた支援を行った。 

③施設内活動  

創作活動    機織り、刺繍、ビーズ通し、フェルト手芸、習字 

        利用者デザインのマスク制作等 

生活学習    理学療法士による機能訓練、音楽、調理、カラオケ等 

④施設外活動 

運動等     散策、軽運動等 

外部活動    お花見、ドライブ等 

⑤外出活動    砧公園、芦花公園、地域の公園、レストラン(外食)、ひ

まわり荘（宿泊)（新型コロナウイルス感染症の予防対策

を行い実施） 

⑥年間行事（新型コロナウイルス感染症により規模を縮小し実施） 

月 内      容 月 内      容 

4 月 入所式 10 月 個別外出・体験宿泊 

5 月 家族会（書面） 11 月 バス旅行・家族会・個別外出 

6 月 体験宿泊 12 月  

7 月 体験宿泊・試食会・家族会 1 月 
成人式・新年会・家族会（書

面） 

8 月 個別外出・体験宿泊 2 月  

9 月 
園祭「カラフル」・個別外

出・家族会 
3 月 家族会 
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（２）利用状況 

①障害支援区分 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

２８人 １３人 ７人 ０人 ０人 ０人 ０人 ４８人 

 

②障害の程度 

  
身体障害者手帳 

計 
 
精神障害者保

健福祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  

愛
の
手
帳 

１度 1 人       2 人 3 人  ２級  

２度 5 人 4 人 4 人     28 人 41 人  ３級 1 人 

３度 3 人       1 人 4 人  なし 47 人 

４度            計 48 人 

なし               

計 9 人 4 人 4 人      31 人 48 人      

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 ０件 － 

事故 １件 

・利用者がまだ関係が浅い職員の手を噛んだ。出血が止まらなか

ったため医療機関に受診し労災対応とした。当該職員は、異動

したばかりで慣れていない職員だったため、慣れている職員が

間を取り持ち、関係構築を図り再発防止に努めた。 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、利用者の安全を確保しながら事業継続に以下の通り取り組んだ。 

毎日、施設職員及び利用者の体温計測等の健康管理を行うとともに、手指消毒

の徹底やソーシャルディスタンスの確保、アクリル板の設置など基本対策を徹底

して行うことで集団感染リスクの低減を図った。緊急事態宣言中は、ボランティ

ア等の人の出入りを制限し、イベントの自粛や規模を縮小して実施した。またイ

ンターネットを活用し、職員が企画した動画やイベントの様子を配信し家でも楽

しく過ごしてもらえるよう配慮した。職員に関しては発熱があった場合、都度

PCR 検査を行い、陰性の確認後の出勤を徹底した。令和３年２月には職員・委託

業者全員の社会的検査を実施し、全員が陰性であった。令和２年度に新型コロナ

ウイルス感染者はいなかった。 
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３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 金 額（円） 備 考 

収入計 244,257,991   

 受託事業収入 242,465,553 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他収入 1,792,438 雑収入等 

支出計 244,257,991  

 人件費 123,024,214 常勤 19 人、非常勤 9人 

 事務費 88,860,217 業務委託費（送迎・給食）、研修研究費等 

 事業費 6,825,158 保健衛生費、教育指導費、教養娯楽費等 

 その他 25,548,402 退職給付引当資産、法人事務費 

収入－支出 0   

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜支援の視点＞ 

意思決定支援に関しては、当施設の「福祉専門職員配置等加算Ⅰ（福祉専門

職員の配置を評価する加算）」として専門性の高い職員の配置を行っている体制

を生かし、本人のニーズが反映された個別支援計画策定により、活動内容や外

出など利用者が自ら選べるよう意思決定を支援して自己実現に繋げ、充実した

生活を送れるよう支援した。 

＜権利擁護への取り組み＞ 

月末に「セルフチェックリスト」を実施し、日々の支援の振り返りを個々に

行うとともに、集計したものを職員会議で報告・共有した。また、法人内の虐

待防止セミナーに全職員での参加や、倫理綱領行動規範の読み合わせなどを行

い、障害者の権利擁護や虐待防止に対する意識を高めた。 

＜給食提供＞ 

食事に関しての嗜好調査を 6 月に実施した。また、試食会を 7 月、2 月に実

施予定であったが、2月は新型コロナウイルス感染症の影響で中止となった。7

月は延べ 11 人の利用者家族が参加し、概ね好評を得た。調査結果、試食会感想

に対し、食事提供業者と毎月 1 回行っている食事提供会議で協議し、献立作成

に活かし、より良い食事提供につなげた。また、世田谷で作られた野菜「せた

がやそだち」を使用し、地産地消に寄与した。 

 

（２）地域との関わり 障害理解の促進 

＜地域団体との連携＞ 

新型コロナウイルス感染症の影響で秋桜祭が中止になるなど、地域団体との

連携を図る機会が持てなかったが、日頃お世話になっている地域の方々に利用

してもらう目的で、利用者の方がデザインしたイラストを転写したマスクを活

動で作成した。また地域の方から千羽鶴を頂くなどの交流を行った。 

＜バス乗務員研修＞ 

  千歳台福祉園が主催し、東京福祉バスの乗務員向けの研修を 3月 17 日に開催
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した。計 10 人が参加し障害についての理解を深めてもらうとともに質疑応答な

ど活発な意見交換を行った。また 7月と 3月にはバス会議を開催し、情報交換や

サービスの向上について話し合った。 

＜ボランティアの募集・活用＞ 

広く地域の方にボランティアの募集を行うとともに、事業所ブログにボラン

ティア募集の掲載を行った。また、毎月 1 回ヘアカットボランティアの協力を

得て、希望する利用者の理髪をしていただいているとともに、地域の方等に作

品作りのボランティアの協力を得た。今年度は新型コロナウイルス感染症の影

響で人の出入りを制限したが、延べ 70 人のボランティアの受け入れを行い、ヘ

アカットは延べ 103 人が利用した。また、数多くの作品成形のボランティア（個

人、団体）の協力を得ることができた。 

＜地域交流＞ 

地域交流に関しては、法人ミッション「一人ひとりの思いに寄り添いともに

人として支えあい誰もが自分らしく生きられる地域づくりを進めます」、事業所

サブミッション「本人の意思を尊重しながら、多様な経験や選択肢を提供する

ことで、地域で安心して、豊かな生活を送れるよう支援します」の達成に向け、

様々な交流を行った。コロナ禍であったが、地域の団体との交流を 1 回、他施

設との交流会を１回、計２回の交流会を行い、社会参加の機会として利用者の

日々の生活の充実につなげるとともに、地域の人々への障害に対する理解、他

者との交流を深める場とした。 

○地域交流イベント 

・下馬福祉工房「おたがいさまパーティー（WEB 参加）」（3月 19 日） 

・日本京劇振興協会「京劇鑑賞会」（3月 25 日） 

 

（３）危機管理 

＜防災・避難訓練＞ 

年間計画に沿って、「希望丘南公園（一時避難所）への避難訓練」、「エレベー

ターを使用しない避難訓練」等、計 10 回の避難訓練を実施するとともに、福祉

避難所開設時の参集計画に基づき、徒歩出勤訓練を 5 人の職員が行った。災害

対策として、利用者家族及び職員と災害時伝言ダイヤル 171 や災害伝言板

Web171 での連絡練習を行った。震災想定の園内宿泊、引き渡し訓練は新型コロ

ナウイルス感染症の影響で中止となった。 

＜安全対策・衛生管理＞ 

事業所内研修において吐しゃ物処理の演習や、新型コロナウイルス感染症研

修を行い、衛生管理・安全対策を徹底した。また、法人内のリスクマネジメン

ト委員会、施設内のサービス向上委員会と連携し、ヒヤリハットや事故報告を

もとにＳＨＥＬ分析を行うとともに、リスクマネジメント研修を行い、職員間

で意識を高めた。 

＜防犯＞ 

職員一人ひとりに防犯ホイッスルを用意し常時携帯した。 
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（４）人材育成・活用 

＜研修計画＞ 

人材育成に関しては、法人の研修計画及び個人別研修計画に沿って計画的に

実施するとともに都の研修職員代替制度を活用し、外部研修（福祉職員キャリ

アパス対応生涯研修（東京都社会福祉協議会主催）や虐待防止と権利擁護（世

田谷区福祉人材育成・研修センター主催）等）を積極的に受講した。また、職場

全体で学ぶという意識を持ち、協力し合うことで、より多くの研修受講につな

げるとともに、研修報告書の回覧などによる情報共有を行うことにより、職員

の意識向上など研修成果も高くなった。研修の受講回数は 55 回で、延べ 324 人

が参加した。 

＜働きやすい職場づくり＞ 

計画的な業務の実施や勤務時間内の会議の設定、有給休暇の取得の推進を行

った。施設長が職員一人ひとりを把握することで、計画的・効率的に仕事を行

うという意識を高めた。働き方関連法に基づき、有給休暇を取得しやすいよう

職場全体で取り組み体制を整えるとともに、職員一人ひとりに意識してもらう

ことで、有給の取得率を向上させることが出来た。新型コロナウイルス感染症

対策として時短勤務やテレワーク、有給消化など可能な範囲で行った。また、

全職員に対し、法人の衛生委員会によるストレスチェックを実施するとともに、

フォローアップ面談・個人カウンセリングの案内の配布を行った。事業所内に

おいても、メンタルヘルス研修を開催し、メンタルヘルス対策を行った。 

＜実習生の受け入れ＞ 

介護実習生 4人、介護等体験生 19 人、社会福祉士援助演習 1人の実習を受け

入れ、将来へのステップとして、福祉人材の育成や確保、障害への理解・啓発

へ繋げた。また 3 月に予定していた奉仕体験活動は新型コロナウイルスの影響

で中止となった。 

 

（５）事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

新型コロナウイルス感染症対策を行いつつ、コロナ禍でも「どうすれば出来る

か」を考え、イベントは代替えなどを行うなど工夫をして支援を行った。タブレ

ットを各グループに配備し、利用者の余暇や活動に活用してもらうことで、新た

な体験の機会や充実した時間の提供を行った。また、コロナ禍でも自宅で楽しく

過ごしてもらうため、職員が企画した動画やイベントの様子を計 YouTube（家族

限定）で計 43 本配信した。 

   地域との関わりでは、「秋桜祭」が中止となってしまったが、オンラインでの他

施設へのお祭りの参加や、地域の京劇団体の観劇などを行い、利用者には社会参

加の機会、地域交流の機会を提供した。 

作品販売では、刺繍、機織り、フェルト手芸、ビーズ工芸、メタリックヤーン

等をテーブルセンターやランチョンマット、バッグ、ポーチ、コースター、マグ

ネット、ストラップ等に加工した創作品や、染色作品、革細工、Tシャツ作品を

販売した。また、千歳台ブランドとしてトートバックやクリアファイル、Tシャ
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ツの販売を行った。 

大規模災害発生時の福祉避難所として、福祉避難所マニュアルを更新し、職員

の役割分担を周知するとともに、事業所にて「福祉避難所図上訓練」の実施、世

田谷区ＭＣＡ無線の操作訓練の参加、参集計画に基づいての徒歩出勤訓練などを

行い、災害発生時の福祉避難所開設、運営に備えた。 

業務改善に関しては、PC を常勤職員全員に貸与し、業務改善を図るとともに、

施設内にインターネット環境を整え効率よく仕事ができるよう整備した。また、

施設内で業務手順研修を実施するとともに、年度末に業務マニュアルの見直しを

行った。 

特別支援学校から 6 人、他事業所から 1 人の計 7 人の実習生を受け入れた。面

接時や実習期間に丁寧にご家族の話を伺うことや、実習生に対し丁寧に対応して

いくことで、今年度も多くの実習生が当施設を第一希望とし、実習内容について

も評価を得たものと考えられる。 

令和２年度に受審した第三者評価の利用者アンケートは 48 人中 26 人（54％）

の回収率であった。『ご本人及びご家族の方が困ったとき、職員は支援してくれま

すか』の問いに「はい」が 94％、『職員がご本人の気持ちを大切にしながら対応し

てくれていると思いますか』の問いには「はい」が 96％、『ご本人は施設での活動

を楽しいと感じていると思いますか』の問いには「はい」が 100％との結果であ

った。 

一方で、不満な点として『施設の生活スペースは清潔で整理された空間になっ

ていると思いますか』では「どちらとも言えない」が 33％、利用者同士のいさか

いやいじめ等があった場合の職員の対応は信頼できますかの問いでは『どちらと

も言えない』が 30％と高めの結果となった。その他の意見としては、「既存職員

の業務負荷」、「建物のスペースが狭い」などが挙げられた。次年度は評価に対し

て、改善に向け支援や施設運営の見直しを行い、サービスの質の向上を目指した

い。 

令和 2 年度は新型コロナウイルスの影響で、大幅な運営変更を余儀なくされた

が、その中でもできることを模索し提供してきた。令和 3 年度も同じような状況

が続くと想定されるが、引き続き感染対策を徹底しつつ利用者にとって安心・安

全な運営を行っていくとともに、ICT の活用やネットショップの開設など時代に

合った利用者支援を広げていく。またサービス向上のための人材育成、職場環境

の更なる改善に力を入れていく。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
日々の創作活動を地域に発表する機会を広げ、地域交流と障害者理解を推進し、職員の働く環

境を改善させることで、職員自身が意識的に働き、利用者サービスの質の向上へ繋げていく取り

組みを実施した。また、新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底

した集団感染の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営を行った。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある   １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 
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２：要求水準を満たしている           ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２０ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 2/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ８ 

事故防止等の対応 3/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２３ 

職員研修  3/3 利用者の意向 3/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 3/3 

利用しやすい環境整備 2/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２０／２６ YouTube を活用し、利用者と家族に向けて情報を積
極的に発信している。 

３．事故や緊急時等への対

応 

８／ ９ 職員研修やバス乗務員研修を実施しサービスの質の
向上を図っている。 

４．サービス向上の取組み ２３／３０ 業務改善として計画的な業務の実施や、働きかた改
革を積極的に行っている。 

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ７１／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、かつ感染症対策を行いつつ、イベントの代替え

や YouTube を活用するなど工夫をして利用者支援を実施している。また、職員研修を積極的に行

い、職員育成に努めている点を評価し、総合評価を Aと判断する。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

利用者一人ひとりに寄り添った支援によりサービスの質の向上と、研修等による職員の更なる

資質向上に向けた取り組みを促す。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に
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努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立給田福祉園 

施設住所：世田谷区給田５－２－７ 

   指定管理者：社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会 

指定期間：令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

 

（２）対象者 

主に知的障害者        

 

２．業務実績、利用状況に関する事項 

（１）事業内容 

①実施事業 

生活介護事業：介護を必要とする方に、昼間、排泄及び食事の介護を行うととも 

に、創作的活動または生産活動の機会を提供する。 

    定員 ５０人 登録人数 ５３人 

②概要  

障害特性や活動能力などにより４グループに分けて日中活動を行った。基本的に 

は利用者の意思を尊重し自主製品作業や健康維持を目的とした活動を中心に実施し 

た。利用者の健康状況の把握、衛生管理に重点をおき、安全安心な施設運営を実施 

した。 

③施設内活動 

創作活動： 刺しゅう・ビーズ通し・グリセリン石鹸・紙すきはがき作り 
 

その他： リサイクル作業（アルミ缶つぶし）・ストレッチ・室内スポーツ・ダン 
     ス・園内喫茶・クラブ活動（バスハイク、書道、フラワー、ランニン 

グ、おもしろアート、太鼓、ボッチャ）ミュージックタイム・表現ダ 
ンス・リラクゼーション 

④施設外活動 近隣ウォーキング・公園散歩・農園 園芸活動（種まき・収穫） 
スポーツ(地域体育館)・ドライブ・買い物・アルミ缶回収 

⑤外出活動  グループ外出・買い物活動・区役所中庭販売会 
⑥年間行事（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため縮小し実施） 

 
 

月       内容 月       内容 
4月 入園式 10月 グループ外出 
5月  11月 電電パーティー 
6月  12月 クリスマス演奏会 
7月  1月 成人祝賀会 
8月 夏祭り 2月 豆まき 
9月  3月 年度末納会 
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（２）利用状況 

①障害程度区分 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

３４人 １３人 ５人 １人 ０人 ０人 ０人 ５３人 

 

②障害の程度 

  
身体障害者手帳 

計 
 
精神障害者保

健福祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  

愛
の
手
帳 

１度 2 人            1 人 3 人  ２級  

２度 9 人 1 人 3 人 1 人 2 人   30 人 46 人  なし 53 人 

３度  1 人      2 人 3 人  計 53 人 

４度        1 人 1 人      

なし         0 人      

計 11 人 2 人 3 人 1 人 2 人 0 人 0 人 34 人 53 人      

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 ０件  

事故 １件 

・公園散策中、利用者が段差で足を踏み外し転倒。その際、右頬

を打ち、擦過傷により医療機関を受診。再発防止策として慣れ

てない場所を歩行する際には、不測の事態にもすぐ対応できる

体制を保ち、路上の危険物回避等に配慮することを確認した。 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

   令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、事業継続にあたって、以下のとおり取り組んだ。 

毎日、施設職員、委託事業職員及び利用者の健康管理を行った。感染症予防に

ついて、適切な情報を速やかに伝達するために、世田谷区、法人等からの情報を

幅広くご家族に広報誌やツイッターにて知らせた。また、職員の複数回にわたる

スクリーニング検査実施や、嘱託医と協力し地域の罹患状況報告や対策相談の受

付等を行った結果、ご家族の安心を得た。日中活動においても、新しい生活様式

に則った活動を提供すること等により、集団感染のリスクを軽減した。 
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３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 金 額（円） 備 考 

収入計 261,485,727   

 受託事業収入 261,261,379 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他収入 224,348 雑収入等 

支出計 261,485,727   

 人件費  146,794,584 常勤 22 人、非常勤 9人 

 事務費 87,783,059 維持管理、給食調理、送迎委託等 

 事業費 16,770,385 利用者諸経費 

 その他 10,137,699 繰入金支出等 

収入－支出 0   

 

４.事業計画で提案した事業等の実施状況 

（1）利用者支援 

  ＜地域生活支援の充実＞ 

   高齢ご家族の家庭支援困難ケースや、主たる介護者の急な入院に際して、ご本 

  人の希望や要望を吸い上げ、可能な限り今まで通りの生活を確保できるように区

や相談支援機関など関係各所と情報交換・連携を実施した。また、ご本人を中心

に据えた支援を実施するために、相談支援事業所と連携をとり福祉園における個

別面談に参加してもらい、客観的な意見をもらうなど支援を見直す機会となっ

た。 

  ＜職員の支援力向上＞ 

  新任職員については、主任や業務リーダーから利用者支援についてのオリエン 

 テーション研修を実施した。支援において必要とされる知識習得のため、法人や 

 東社協主催の研修に申し込んだが、コロナウイルス感染症により集合研修が軒並 

 み中止となった。下半期は、Ｗｅｂによる研修会に参加できるように施設環境を整

え、感染症対策の研修、個別支援計画作成研修、てんかん研修に参加した。 

  ＜利用者の権利擁護と虐待防止の推進＞ 

  日々の支援を振り返るために、毎週末に専門職も含めた職員全員で虐待防止チ 

ェックリストの記入を実施した。その結果を虐待防止委員がまとめ、共通理解を 

図るために職員会議にてグループワークを行った。また、虐待防止委員会では、 

身体拘束や行動制限についての検討を行い、進捗状況も含め全職員に伝達研修を 

実施した。下半期には、外部講師を招いて障害者虐待防止や権利擁護の知識向上 

を目的とした所内研修を実施した。 

  ＜日中活動の充実＞ 

   新型コロナウイルス感染症によって、年度当初より活動内容の変更や行事等の

中止を余儀なくされた。感染予防を講じた「新しい生活様式」に則り、少人数での

外出活動や講師を呼んで園芸活動を実施した。園全体で参加する行事が行えなく

なったが、利用者個々の興味関心ごとに働きかけることができ、日中活動が充実
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した。 

 

（２）地域との関わり・障害理解の促進 

 ＜町会・地域施設との連携＞ 
  例年、地域公開行事では給田町会や地元ロータリークラブの協力のもと、盛大に

実施していたが、新型コロナウイルス感染拡大予防により、内容を大幅に変更して

実施した。関係者には実施変更について事前にお知らせし、当日の園内の様子につ

いては、連絡を入れ関係性を継続した。また、町会から芋ほりの招待では感染予防

事情をくみ取っていただき、収穫後のジャガイモを届けていただくなど友好な関

係を継続できている。また、感染予防のための衛生備品が不足していた時期に、町

会の取り計らいによって消毒用アルコールの調達が可能になった。地域高齢者施

設での喫茶業務については、感染症予防の一環で実施できず、自主製品販売（委託）

のみ実施した。 
＜ボランティア・障害理解の促進＞ 
ボランティアについては、これまでは日中活動ボランティアや創作活動ボラン

ティアなど定期的に複数名受け入れしていたが、新型コロナ感染症予防の観点か

ら外部からの入園を制限したため、受け入れはできなかった。不定期ではあるが、

保護者の呼びかけ協力により、地域のシニアボランティア２人が自宅にて創作品

の加工をしてくださっている。友好な関係性を継続するために、電話で福祉園の様

子のお知らせし、広報誌を郵送した。 
  障害理解の促進では、定期的に Twitter を更新して幅広く施設の運営や活動の
様子を伝えた。 
＜地域交流＞ 

  世田谷区の安全安心まちづくりのために、利用者の日中活動内の近隣ウォーキ 
ング時に職員と利用者揃いのたすき・腕章をつけて、地域防犯パトロールを実施 

した。地域住民からも感謝の言葉をいただくこともあり、ささやかながらコミュ

ニケーションを交わす関係性が築けた。 
  例年同様、７月と２月に地域コミュニティカフェにて「ななつのこ作品展」を 
開催した。３年目を迎え、利用者も作品展に出展する創作品への意気込みも強く、 
計画的に制作に入ることができるようになった。また、見学に来られたご家族や 
一般の方からのメッセージが励みになり、作品を作る喜びを体感できた。 

 

（３）危機管理 

＜防災・避難訓練＞ 

年間計画に沿って広域避難場所の確認・災害用備蓄品管理・消防設備点検を実施 

した。実際に広域避難場所まで避難し、所要時間や避難する際の危険場所を確認す 

るなど、災害に対して危機意識を持って取り組んだ。また、保護者緊急時連絡網が 

実際に機能するか確認するため、パソコン・携帯電話によるご家族との通信訓練を
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実施した。 

職員の防災意識を高めるために、福祉園にて普通救命講習会を実施し職員全員が 

救命技能認定証を取得した。 

＜安全対策＞ 

職員会議にて、防犯カメラ・カメラ付きインターホン・非常用通報ボタンについ 

  ての操作方法を周知した。毎日業務終了時に、職員で手分けして施設建物外周の 

チェックおよび危険物等の有無などの確認を実施した。防犯カメラについては、福

祉園前の交通事故案件について映像記録を警察に提供した。 

＜衛生管理＞  

新型コロナウイルス感染症について、利用者・ご家族・職員には感染症予防の知 

識向上のため、東京都や区が発行しているリーフレットを配布した。福祉園内では、

手洗い・うがいの励行、手指消毒、サーキュレーターの導入、対面シールドの設置、

接触感染の予防のため、非接触自動水栓工事等の衛生管理を徹底した。また、感染

症予防策として、利用者・職員・出入り業者従業員の毎日の検温と健康観察を重点

的に実施した。危機管理を徹底するために BCP マニュアルを策定し、朝夕の職員ミ

ーティングや職員会議等にて職員へ情報提供した。福祉園職員及び関係者の希望者

にはスクリーニング検査を実施した。 

 

（４）人材育成・活用 

  ＜研修内容＞ 

   年度初めに、職員各々が必要と感じ、支援業務として活用できるものを考え研 

修計画を作成した。外部研修、法人職層研修においても、新型コロナウイルス感染

症により、従来のような参集型の研修はほぼなくなり、施設内にてＷｅｂによるも

のが多くを占めた。パソコンの環境設定のため希望者全員が希望通りには研修参加

できなかったが、感染症対策研修、世田谷区福祉人材育成センター主催の虐待防止

と権利擁護研修や福祉従事者が学ぶクレーム対応研修については、希望するそれぞ

れの職員が複数名参加した。研修報告として、職員会議時間内に発表時間を設け、

受講者が他職員に伝達研修を実施した。内部研修では全職員を対象に「福祉施設に

おける虐待防止と権利擁護」「ハラスメント研修」を実施した。 

 ＜働きやすい職場づくり＞ 

   国の働き方改革関連法に伴い、職員の計画的な有給休暇の取得を推進するとと

もに、日常業務を見直して休憩時間の取得の徹底と時間外勤務の削減を実施した。

行事の準備などで時期的に業務の偏りが出た時は、手の空いている職員を募って業

務を細分化して、できるだけ時間内に事務業務を終えられるように勤務調整した。 

 ＜職員メンタルヘルス＞ 

  体調不良者には、管理職との面談を実施し、職員のストレス軽減への取り組みを 

進めた。また、職員の心身の健康のために、必要に応じて法人が契約している無料 

相談窓口を紹介するとともに、周知パンフレットを配布した。それに加えて、法人 

の実施規定に基づいた、全職員を対象としたストレスチェックを実施した。 
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５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

 施設の安全・安心を確保するために、今年度は新型コロナウイルス感染症予防・ 

健康管理に時間を費やした。「罹患すれば重篤化する可能性がある」ことを常に念頭

に置いて、施設内の衛生環境の整備を徹底し、利用者・ご家族へは適切な情報を速

やかに発信するために、便りや広報誌、関係者にはツイッターを活用した。 

年間の施設予定も、感染予防のため変更や延期、宿泊行事については中止を決定し 

た。しかし利用者の中には、経験のない活動や制限による身体的・精神的な疲労が 

顕著に表れる方もいたが、福祉園としては、できるだけこれまでの生活（活動）に近 

づけ、利用者のストレスが軽減できるように、接し方や気分転換が図れる活動の提 

供を検討し実施した。感染予防を講じて夏祭りを実施した際には、雰囲気でも楽し 

める工夫として近隣店舗によるキッチンカーでのスムージー販売で購入体験を提供 

した。また、利用者ご家族との情報共有のために、分散保護者会と班別懇談会を実 

施し、ご家族の意見や要望を吸い上げることができた。 

 利用者支援に関しては、日常的な支援場面や声かけなどに基づき各職員から課題

を抽出し、担当職員のみならず管理職や専門職を交えて討議を行うなど、利用者一人

ひとりの人権と意向の尊重については丁寧に取り組んだ。 

また、虐待防止委員が中心になって虐待防止チェックリストを作成し、職員各々

に記入してもらった。その結果を職員会議や運営会議にてグループワークを行い、

支援方法について全体で意見交換を実施した。 

 令和２年度は、現在の給食委託業者の都合により、令和３年度からの新たな給食 

業者選定を行った。これまでの良さを継承しつつ、利用者が安心して美味しく食べ 

られる給食提供ができるように引継ぎを丁寧に行った。 

 コロナ禍であるが、施設運営において地域とのかかわりは不可欠である。福祉園 

が地域において施設としての役割を担い、町会や民生委員や地域社会福祉協議会と 

の関係性をより向上させてゆくために、施設内での様子を広報誌にてお伝えするな 

ど施設側からの情報発信を継続した。今後も地域との連携を保ち、障害福祉の理解

に努めてゆく。また職員間で支援について、個々の利用者について情報共有及び連

携し、工夫を重ねる中でさらなる支援の向上に取り組んでいく。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
関係機関との連携等による、個々の利用者の状況に即した個別支援計画立案に基づく支援を図

った。また、新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感

染の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営を行った。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある  １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている          ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 
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清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２０ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 3/3 

職員配置 2/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 2/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ７ 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２３ 

職員研修 2/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 3/3 

利用しやすい環境整備 3/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 3/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２０／２６  

３．事故や緊急時等への対

応 

７／ ９ 職員の防災意識と技術の向上の為、救命技能の資格取

得を推進している。 

４．サービス向上の取組み ２３／３０ 支援に関して各職員が課題を持ち、議論する場を設定

し、支援向上につなげている。 

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ７０／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、状況に応じた地域交流の場を設定するなど、障

害者理解への継続的な取り組みと、支援力の向上への運営体制を評価し、総合評価をＡと判断す

る。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、さらなる支援力向上の為、職員の研修体制等の充実を図

り、利用者サービスの質の向上を図るよう促していく。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に

努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立岡本福祉作業ホーム・同玉堤分場 

施設住所：（本園）世田谷区岡本２－３３－２４ 

     （分場）世田谷区玉堤２－３－１ボヌール玉堤地下１階 

   指定管理者：社会福祉法人 泉会 

指定期間：平成２８年４月１日～令和３年３月３１日 

 

（２）対象者 

   主に身体障害者 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

○実施事業 

 生活介護事業：介護を必要とする方に、入浴・排せつ・食事の介護などを行うと

ともに創作的活動または生産活動の機会を提供する。 

        本園：定員 ２４人 登録人数 ２４人 

 就労継続支援Ｂ型：一般企業等での就労が困難な方に、働く場を提供するととも

に、知識及び能力の向上のために必要な訓練を行う。 
          本園：定員 １０人 登録人数 １０人 

          分場：定員 １３人 登録人数 １６人 

 就労移行支援事業：一般企業等への就労を希望する方に、一定期間、就労に必要

な知識及び能力の向上のために必要な訓練を行う。 

          本園：定員  ６人 登録人数  ０人 

          分場：定員  ６人 登録人数  ０人 

【本園】 

＜生活介護＞ 

① 施設内活動 
創作活動     機織り紙すき、パソコン、陶芸、絵画、園芸等 

  余暇活動     映画鑑賞、クラブ活動、季節プログラム 

（七夕短冊づくり、クリスマス会等） 

リラクゼーション 足浴、手浴、マットストレッチ、運動プログラム、体操等 

グループ活動    新型コロナウイルスの影響により未実施 

② 施設外活動     近隣学校の勉強会講師、作品展 
③ 外出活動      近隣散歩 
＜就労継続支援Ｂ型＞ 

① 施設内活動 
作業活動     コーヒー袋詰、ヒバ製品、クリスマスポーチ、広報紙発

行、宅配寿司箸等梱包、コンテナ作業、封筒作り、ドッ

グフード袋詰め等 

② 施設外活動     
作業活動     公園清掃、駐輪場清掃、交換便収受、販売会 

③ 外出活動      新型コロナウイルスの影響により未実施 
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④ 工賃について 
 作業種目別収入 官公需作業 279,865 円、受注作業 538,989 円、 

製品作業  426,080 円 

合計   1,244,934 円 

年間工賃支給額 941,213 円 

全体月平均工賃   7,843 円/人（昨年度比 3,668 円減） 

＜就労移行支援＞ 

① 施設内活動     利用者不在の為、未実施 
② その他      世田谷区就労ネットワーク定例会（事例検討・模擬   

面接・合同就労プログラム・合同研修会他） 

【分場】 

＜就労継続支援Ｂ型＞ 

① 施設内活動  
作業活動      クッキー製造・販売、紙すき、下請け作業 

余暇活動      クラブ活動（音楽・ゲーム・スポーツ） 

② 施設外活動     施設テラス販売、製品納品、販売会 
③ 外出活動     新型コロナウイルスの影響により未実施 
④ 工賃について 

作業種目別収入 官公需作業 0 円 受注作業 243,027 円  

製品作業 1,940,510 円 

合計   2,183,537 円 

年間工賃支給額 1,466,742 円 

全体月平均工賃   7,677 円/人（昨年度比 563 円減） 

＜就労移行支援＞ 

①施設内活動    利用者不在の為、未実施 

② その他       世田谷区就労ネットワーク定例会（事例検討・模       

擬面接・合同就労プログラム・合同研修会他） 

○年間行事（新型コロナウイルス感染症のため規模を縮小し実施） 

月 内      容 月 内      容 

4 月  10 月  

5 月  11 月 家族懇談会、ボランティアセミナー 

6 月  12 月 
健康診断、ボランティア感謝の会、 

クリスマス会 

7 月 七夕イベント 1 月 
チャレンジコース健康教室 

成人お祝いの会 

8 月  2 月 

チャレンジコース栄養教室 

地域とともに 

作品展おかもとヒーローズ 

9 月 

他施設リモート交流会 enjoy

玉堤フェスティバル 

チャレンジコース感染対策 

3 月 年度末感謝祭 
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（２）利用状況 

①障害支援区分（事業ごと） 

＜本園＞ 

 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

生活 １０人 ７人 ７人 ０人 ０人 ０人 ０人 ２４人 

継続 ０人 ５人 ３人 ２人 ０人 ０人 ０人 １０人 

移行 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

＜分場＞ 

 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

継続 ０人 ０人 ３人 ４人 １人 ０人 ８人 １６人 

移行 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 

②障害の程度 

【
本
園
】 

    身体障害者手帳 計 
精神障害者保

健福祉手帳 

    １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし   1 級 1 人 

愛
の
手
帳 

１度         0 人 2 級 0 人 

２度 3 人   2 人     5 人 なし 33 人 

３度 1 人        1 人 計 34 人 

４度 4 人 1 人 1 人   1 人   7 人     

なし 16 人 4 人   1 人    21 人    

計   24 人 5 人 1 人 2 人 1 人 1 人 0 人 0 人 34 人     

【
分
場
】 

    身体障害者手帳 計 
精神障害者保

健福祉手帳 

    １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし   1 級 1 人 

愛
の
手
帳 

１度         0 人 2 級 3 人 

２度         0 人 3 級 0 人 

３度 1 人       1 人 2 人 なし 12 人 

４度   1 人 1 人    1 人 3 人 計 16 人 

なし 2 人 4 人 1 人 2 人 1 人   1 人 11 人     

計   3 人 4 人 2 人 3 人 1 人 0 人 0 人 3 人 16 人    

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 ０件 － 

事故 ０件 － 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住
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系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、事業継続にあたって、以下のとおり取り組んだ。 

マスクや消毒液等の消耗備品を確保し、飛沫防止のパーテーションやビニール

カーテン等で活動環境を整えた。職員はワンケア・ワンウォッシュを基本とし、

手すりやドアノブ、各種スイッチ等、手で触れる場所は定期的に消毒を行い、施

設内の換気も徹底して行った。毎日の施設職員、利用者の体温測定や健康状態チ

ェックを継続した。食事は対面座席を中止し、着席人数を減らして３部制での提

供、また、食事介助や水分補給時には、介助者はフェイスシールド、三角巾、予

防着を着用し飛沫感染予防を行った。緊急事態宣言中は、専門職・ボランティア

を含む外部からの来所者を休止し、状況に応じて制限・解除を行った。また、リ

スクマネジメント委員会の延長で、コロナ対策委員会を発足し、日々の対策や課

題を見直し、職員間で感染防止対策の意識が薄れないように注意を呼びかけた。

世田谷区社会的検査（ＰＣＲ検査）を受検し、無症状感染からの集団感染リスク

対策も継続的に行い、施設職員及び利用者本人への感染は防ぐことができた。 

 

３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 金 額 備 考 

収入計 237,148,085   

 受託事業収入 234,487,795 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他収入 2,660,290 雑収入等 

支出計 237,148,085   

 人件費 130,567,789 常勤 16 人、非常勤 16 人、嘱託 12 人 

 事業費 20,621,210 利用者活動費、諸経費 

 事務費 84,380,356 維持管理、給食調理、送迎委託等 

 その他支出 1,578,730 退職準備金、本部経費 

収入－支出 0   

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜支援＞ 

生活介護では、コロナ禍の中でも利用者に楽しんで頂けるように作業以外の企

画を多数行った。初の緊急事態宣言下に行った紙相撲大会春場所は、利用者、職員

共にお互いを笑顔で支え合った素晴らしい企画となった。その後も「七夕短冊づく

り」、「クリスマス会」、「エイプリルフール前日クイズ大会」と感染症予防対策を行

いながら楽しく活動を行った。 

今年度の勉強会「チャレンジコース」では、全利用者を対象に、保健・栄養・感

染予防対策をテーマにそれぞれ実施した。感染予防対策では複数の感染経路の確

認、三密とは何か、感染予防にはどのような方法があるのか等、クイズと寸劇、資

料説明を交え、楽しく正しくわかりやすく学べるように行った。 
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就労事業では、自主生産品販売先からの提案・協力から、新製品（クリスマスポ

ーチ）を作成した。それに伴う新たな作業（ステンシル作業等）は、利用者の一人

ひとりの障害特性に合わせて考案した。また、社会人として、作業への取り組み姿

勢や衛生面を意識出来るよう、定期的な確認や勉強会を実施した。また当施設は都

への申請で提出する加算として、就労継続支援 B型は「人員配置体制加算Ⅰ（手厚

い人員配置をしている事業者を評価する加算）」と生活介護・就労継続支援 B型・

就労移行は「福祉専門職員配置等加算Ⅰ（福祉専門職員の配置を評価する加算）」

について一番高い加算を取得しており、手厚い人員体制と専門性の高い職員の配

置を行っている。 

＜権利擁護＞ 

人権・利用者自己決定の尊重を基本姿勢とし、泉会利用者支援ガイドラインを基

に利用者支援を行った。全職員対象の法人理念研修では、「エッセンシャルワーカ

ー」「利用者権利擁護」について、リモートでの講義を受け、職員それぞれがレポ

ートを提出した。また、利用者支援ガイドラインにおける事例の一つをテーマとし

た所内研修を実施した。少人数のグループに分かれて、各々が意見を出し、ばらつ

きの無い支援を行えるように年４回、虐待セルフチェックを実施した。集約した結

果については会議で共有し、法人内の他施設の結果も運営会議（法人内課長会議）

で共有した。一定期間の自らの支援・言動の振り返り、自らの状態を客観的に知る

機会として今後も継続していく。 

＜給食提供＞ 

食事介助方法の課題や、利用者から介助・食形態について質問・希望があった 

場合など、随時、栄養士・言語聴覚士など専門職から助言を受けながら支援を行っ

た。利用者の方の希望と安全性を考えながら、ご本人の気持ちに沿った給食提供を

行った。 

栄養教室では、「野菜を食べよう」と題し、野菜をテーマに掲げた。先立って開

催された免疫力をテーマにした健康教室と歩調を合わせ、免疫力アップの具体的

な方法として、野菜を食べると免疫力にとても良いことを栄養士の説明とＤＶＤ

の視聴を通して学んだ。また給食業者と協力し利用者の意見を献立に取り入れて、

満足アップに努めた。三密を避けるために、三部制の食事提供、同席者２人以下の

机配置、パーテーションを設置し、利用者の方にも食事中の会話を控えるご協力を

頂き、給食時の新型コロナウイルス感染予防に努めた。 

＜授産作業＞ 

本園では、自粛要請による販売会等の中止が多く、自主生産品の販売機会を維持

する事が出来なかった。下請け作業は、緊急事態宣言中も作業量を減らさず、別店

舗から同種作業の依頼を引き受け前年度並みの作業量を確保できたが、結果的に

は、目標工賃を達成することができなかった。作業に関しては、利用者が様々な作

業工程に関われるように、ヒアリングや確認をしながら新しい作業を行った。また、

通所自粛をしている利用者の希望に合わせ、在宅支援サービスの提供を行った。 

分場でも販売先や催事の中止の影響もあり、目標工賃を達成することができな
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かった。クッキー作業の材料や工程の見直しにより生産コスト、販売価格を下げ、

より多くの方に手に取ってもらえるよう取り組んだ。利用者がより作業意欲が高

められるよう、売上・平均工賃や作業の状況等を報告する作業会議を毎月開催し、

売り上げ目標やその達成状況を掲示した。 

 

（２）地域との関わり 障害理解の促進 

＜ボランティアの募集・活用等＞ 

緊急事態宣言中は、ボランティアの受け入れを休止し、解除後も外部の方の施 

設の出入りを情勢に応じて制限・解除をしていたため、新たなボランティアの募集

は積極的には行わなかった。一方でインターネットを通じてのボランティア応募

があり、新規のボランティア登録に繋がった。施設活動における感染症対策のお願

いを書面で配布・口頭説明をし、ご理解を得た上での活動参加をお願いした。又、

地域の高齢者を施設にて雇用している。 

＜作成物等の展示＞ 

生活介護事業では、世田谷美術館にて作品展『おかもとヒーローズ』を開催し 

た。１年かけて思い思いに制作した作品（絵画、陶芸、機織り、パソコンで作成し

た詩集など）を展示した。コロナ禍という事で、例年より少ない来客数（６日間で

１５２人）であったが、感染症対策をしながら、一般の方に加え、ご家族や友人、

ボランティア、その他の関係者等に見学に来ていただき、各々の作品を披露するこ

とができた。作品展以外にも、オムニバス展、障害者美術展の他に障害者週間記念

作品展や肢体不自由者の絵画展・デジタル写真展に作品を出展した。 

＜地域交流＞ 

地域交流行事の自粛が相次ぐ中、地域の中学高等学校にボランティアセミナー

に講師として参加する事が出来た。利用者が、日頃の活動として行っている絵画作

業の取り組み方や作品についての説明と発表を行った。多くの人の前で自らの活

動を発表する場となり、また、障害者施設・障害理解の促進に繋がる機会となった。 

本園の「ボランティア感謝祭」を例年と違う形で開催した。今回は例年のように

歌や劇等を披露する事は出来なかったが、ボランティアの方をお招きし、似顔絵や

利用者からのメッセージ集をお渡しした。参加できなかった方にも手紙を添えて

お送りし、日頃お世話になっている事への感謝の気持ちを皆で伝える事ができた。 

玉堤分場の施設公開「地域とともに」は、限られたスペースに例年のような大勢

の集客が困難なため、地域の方を呼ぶのではなく自分たちで出て行こうという企

画で実施した。主製品である手作りクッキーの無料券を付けたチラシを作成し、グ

ループに分かれ、地域の家庭や学校等に１日かけて配布をした。室内作業が中心な

ため、身体的にも不慣れなポスティング活動であったが、振り返りでは利用者から

は前向きな意見が多く聞かれた。小学生や親子連れを中心とした１６１人の地域

の方が来所し、紙すきで作成したメッセージカードを添えてクッキーを手渡した。 
 

（３）危機管理 
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＜防災＞ 

自主避難訓練を含む防災訓練を本園６回、分場６回実施した。福祉避難所とし 

て、世田谷区の福祉避難所講演会及び、部会、全体会に参加し、福祉避難所防災マ

ニュアルを使用し訓練を実施した。 

施設各所に配備した非常食・保存水・感染予防用品など定期的に確認し、使用 

期限に応じて入れ替えを行い、個数や使用期限のリストも作成した。また、法人が

契約している安否確認サービスを利用し、毎月１１日にメールによる大規模震災

を想定した安否確認訓練を継続して行った。 

分場では水害時におけるマニュアルの読み合わせ確認や訓練も行った。年度途

中の大雨洪水の予報に対し、購入した浸水対策の防水シート・土嚢積みを行い、実

践を基にしたマニュアルを作成した。 

＜防犯＞ 

防犯カメラ・防犯ブザーの設置により、施設入口部の状況確認や記録、緊急時 

の対策は継続して行った。また、人の目につきにくい裏口にロープを張り、監視カ

メラの存在を掲示する等、侵入の抑制等の防犯対策を行った。来訪者の記名・名札

付けを徹底して行うとともに、さすまたを購入し、不審者侵入時の防衛に備えた。 

＜衛生管理＞ 

感染症対策の基本に戻って、手洗い、マスク着用、施設内消毒等を日々欠かさず

行うことに徹した。利用者の検温チェックは通年とし、検温表チェック時には、風

邪症状の有無など個別状態観察も行った。また、コロナウイルス感染症蔓延防止策

として、初期段階から、利用者健康管理、消毒強化や備品調達に努めた。 

 

（４）人材育成・活用 

＜研修内容＞ 

法人研修部会が中心となり、所内研修を計画的に行った。法人理念研修、利用者支

援ガイドライン研修（共に全職員参加）、階層別研修をそれぞれ実施し、各職員のス

キルアップに努めた。所外研修は、キャリアパスに連動した各階層別研修や、個々の

担当業務や役割により、介助や対応技術向上、資格取得、メンタルヘルス等の研修を

受講した。今年度は研修中止も多く思うような受講はできなかったが、リモート環境

を整え、増えているオンライン研修に対応できるようにした。 

＜働きやすい職場づくり＞ 

働き方改革の実施を受け、有給休暇管理を行った。消化が滞っている職員に対して

は、計画を立てて期限までの消化を促し、本園・分場ともに高い水準の消化率を出す

事ができた。残業も個々の意識改善やノー残業デーの確実な実行の効果もあり、前年

比５９．８％と全体的に大きく削減することが出来た。 

＜実習生の受け入れ＞ 

新型コロナウイルスの影響で学校からの実習中止連絡が相次いだが、一部、実習を

実施したガイドヘルパー実習、心理士実習生の受け入れをした。受け入れの際には、

時間短縮や必要な感染防止対策を、学校や実習生へ事前に説明をして周知した。例年
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と比べ利用者と関わる時間が少なくなってしまったが、コロナ禍での福祉施設、施設

職員の対応等も含めて学んで頂くことができた。 

 

５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

（１）環境整備 

老朽化が進んでいる施設内で安全に活動が出来るよう、世田谷区と相談をしなが

ら環境整備に努めた。本園の外壁・エントランス部の修繕工事、分場では受付窓の改

修を行い、施設内外の安全面が向上した。 

新型コロナウイルス対策として、十分な換気が出来るように、各部屋の換気設備状

況を確認、必要箇所に網戸の設置等を行った。また、今後も増えていくであろうと考

えられるリモート環境の整備を行い、会議や面談だけでなく、交流や行事といった活

動プログラムにも活用した。今回整備した環境を活かして、今後も積極的な活動を行

ってく。 

（２）接遇 
利用者支援ガイドラインを遵守した支援を基本姿勢とし、事業活動を実施した。全

職員に利用者支援ガイドライン研修を実施し、利用者対応・接遇についての再確認を

する機会とした。今回の満足度調査では、「職員の対応」についての５つの設問の合

計評価は、満足：８８．２％（不満がある：２．３％）であった。他の項目も含め、

調査結果から確認できる課題を職員全員に周知し、次年度以降の支援に繋げていく。 
（３）工賃アップの取り組み 

本園では、下請け作業を中心に行っているが、年度末に向けて受注数が大幅に減少

した。他の下請け作業の受注数を増やし、単発的な下請け作業も積極的に引き受けた

が、ほぼ前年並みの売り上げとなった。 

自主生産品販売先からの提案・協力から新製品（クリスマスポーチ）を作成したり、

昨年度販売したヒバ製品を贈答品としての営業も行ったりしたが、目標工賃には届

かなかった。本園では中止・自粛しているワークショップの売り上げも大きく、作業

会議においては、今後の工賃アップに向けての話し合いも多く設けた。次年度はリモ

ートでのワークショップ等を提案していく。 

分場では、販売会の中止だけでなく、得意先である飲食店や雑貨店の休業が売り上

げに大きく影響し、目標工賃には届かなかった。下期より施設敷地内での対面販売を

強化し、営業時間の延長や販売促進用具を揃え、売り上げ向上に努めた。地域のリピ

ーターも獲得し、販売会以上の売り上げに達する日も多い。休日の販売会と違い、多

くの利用者が交代で参加できる利点もあり、次年度以降も宣伝方法の検討も継続し

て行い、工賃アップを目指していく。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
自主避難を含む防災訓練を本園・分場合わせて複数回実施し、非常食・対策物品の管理の徹底

と、安否確認等の訓練も含め、危機対策の充実を図った。また、新型コロナウイルス感染症の対

応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に努め、引き続き利用者の安全に配
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慮した運営を行った。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある   １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている           ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２１ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ８ 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 3/3   

４．サービス向上の取組み ２１ 

職員研修 2/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 2/3 

利用しやすい環境整備 2/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 3/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２１／２６ 地域交流の機会を多く持ち、地域福祉の向上に貢献し

ている。 

３．事故や緊急時等への対

応 

８／ ９ 施設全体で訓練等を実施し、安全管理に対する意識の

向上を図っている。 

４．サービス向上の取組み ２１／３０ 災害時でも工賃向上の取り組み、改善を図っている。 

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ７０／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、かつ状況に柔軟に対応しながら、工夫を凝らし

た支援の積み重ねと、新たな取り組みに対する積極的な姿勢を評価し、総合評価をＡと判断す
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る。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、今後も地域との交流を深めながら、様々な活動を通して障

害理解の促進を図るよう、積極的な取り組みを促す。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に

努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立障害者就労支援センターすきっぷ、同就労相談室 

施設住所：世田谷区船橋５－３３－１ 

   指定管理者：社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会 

指定期間：令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

 

（２）対象者 

主に知的障害者 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容   

①実施事業 

 就労移行支援事業：一般企業等への就労を希望する方に、一定期間、就労に必要

な知識及び能力の向上のために必要な訓練を行う。 
          定員 ４０人 登録人数 ２８人 
 就労定着支援事業：就労移行支援、就労継続支援、生活介護、自立訓練の利用を

経て一般就労へ移行した障害者で、就労に伴う環境変化によ

り生活面の課題が生じている方に対して、一定期間、相談を

通じて就労に伴う生活面の課題を把握するとともに、企業や

関係機関等との連絡やそれに伴う課題解決に向けて支援を行

う。 

          登録人数 ２４人 

 就 労 相 談：就労を希望している、または就労中の障害のある方の相談支

援を行っている。 
          登録人数 ５９３人 
②概要 

就労移行支援事業：２つの授産作業（印刷、クリーニング）を通して、基本的な

労働習慣の獲得、作業能力の向上、職域拡大に取り組んでい

る。 

就労定着支援事業：平成３０年度よりサービス提供を開始し、就労の定着を支援

し地域での安定した生活を目指す。 

就 労 相 談：就労を目指し、公開求人だけでなく、本人のニーズに合わせ

た業種、勤務地などを検討し柔軟に職場開拓を行っている。 

③施設内活動 

生産活動 区事業所封筒印刷と名刺作成等、老人ホームのリネンサプライ（月・

火・木・金） 

 生活活動 小グループによる社会生活力プログラム（水曜日午前） 

 その他  全体活動(就職する為の学習会等) 

 

④外出活動 企業等見学、区役所実習、グループホーム見学、通勤寮見学、企業体

験実習、雇用前提実習 
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⑤年間行事（新型コロナウイルス感染症のため規模を縮小し実施） 

月 内      容 月 内      容 

4 月 入所式 10 月 スペシャルデー 

5 月  11 月  

6 月  12 月 全体活動（健康講座） 

7 月  1 月 
永年勤続表彰 

＊郵送対応 

8 月  2 月  

9 月 

全体活動（異性との付き合い 

方について） 

全体活動（携帯電話のマナー 

を学ぶ） 

3 月  

 

 

（２）利用状況 

①障害支援区分 

 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

移行 ０人 ０人 ２人 ６人 ３人 ２人 １５人 ２８人 

定着 ０人 ０人 ２人 ７人 ３人 １人 １１人 ２４人 
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②障害の程度 

【
就
労
移
行
】 

  
身体障害者手帳 

計 

精神障害者

保健福祉手

帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし １級 ０人 

愛
の
手
帳 

１度        ０人 ０人 ２級 １人 

２度        ０人 ０人 ３級 ０人 

３度 1 人       １１人 １２人 なし ２７人 

４度        １６人 １６人 計 ２８人 

なし        ０人 ０人   

計 １人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ２７人 ２８人   

【
就
労
定
着
】 

  
身体障害者手帳 

計 

精神障害者

保健福祉手

帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし １級 ０人 

愛
の
手
帳 

１度        ０人  ０人 ２級 ０人 

２度        ０人 ０人 ３級 ０人 

３度 １人 １人      ５人 ７人 なし ２４人 

４度 １人       １６人 １７人 計 ２４人 

なし        ０人 ０人   

計 ２人 １人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ２１人 ２４人   

【
就
労
相
談
室
】 

  
身体障害者手帳 

計 

精神障害者

保健福祉手

帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし １級 2 人 

愛
の
手
帳 

１度           ２級 20 人 

２度        3 人 3 人 ３級 37 人 

３度 2 人 1 人 1 人     94 人 98 人 なし 534 人 

４度 5 人 5 人 3 人 6 人  5 人  401 人 425 人 計 593 人 

なし 1 人 8 人 1 人 2 人 2 人   53 人 67 人   

計 8 人 14 人 5 人 8 人 2 人 5 人 0 人 551 人 593 人  

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 ０件 － 

事故 ０件 － 
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（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、事業継続にあたって、以下のとおり取り組んだ。 

利用者の安全を確保しながら事業継続に取り組み、日々施設職員及び利用者の

体温計測等の健康管理を行うとともに、定期的な手洗い講座の実施、施設内に自

動のソープディスペンサーや消毒薬の設置、又定期的な換気、三蜜を避けるため

の仕切りなどを行うことで衛生管理を徹底した。 

また、施設内の消毒作業や、来館者の消毒・検温を徹底し、集団感染リスクの

低減を図ることで、施設職員及び利用者本人への感染を防ぐことができた。 

 

３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 金 額（円） 備 考 

収入計 177,166,703  

 受託事業収入 175,532,085 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他収入 1,634,618 雑収入等 

支出計 177,166,703  

 人件費 111,521,880 常勤 16 人（就労相談室 3人含む）非常勤 8人 

 事務費 27,246,633 維持管理、給食調理委託等 

 事業費 21,470,841 利用者諸経費 

 その他 16,927,349 退職給付引当支出、繰入金支出等 

収入－支出 0  

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜就労支援の取組み＞ 

世田谷区における障害者就労支援センターとして積極的に就労支援に取り組

んだ。 

令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大のため、２度の緊急事態宣言発出と

なり、職場見学、職場実習等の就職活動に大きな影響があった。しかし、宣言解

除と共に求職活動を再開し、積極的に活動することで、就労移行支援事業からは

１１人、就労支援センターからは１２人の新規就職者を出すことができた。コロ

ナ禍における求職活動の傾向として、都心への移動を避け、地域での就労を実現

する取り組みを行った結果、地域の施設、病院等への就職が増えた。 

利用者の就職にあたっては、利用者・家族のニーズを最優先し、個々の希望、

職業能力に応じた就職先をあっせんした。 

就職先の選定にあたっては、ハローワーク等で公開される求人への応募だけで

なく、利用者個々の希望に合致した就職先の開拓を行った。また、梅ヶ丘地域に

東京リハビリテーションセンター世田谷、区立保健医療福祉総合プラザ（うめと
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ぴあ）が設立されたことにより、それぞれの委託事業者での採用を打診し、３人

の就職を実現した。その他ＯＢへのアフターケアを通し、新たな求人を得ること

で多様な働く場を提供した。 

就労定着支援では、登録している対象者に対し月一回以上の支援を行った。特

にコロナ禍において自宅待機、在宅勤務を余儀なくされている対象者に対しては、

月に複数回のすきっぷ本所での面談機会を提供し、本所、分室での居場所利用な

どを積極的に促し、在宅生活によるストレス軽減、運動不足の解消を図った。 

就労生活を送る上で必要な生活に関する知識・技術の獲得を目的とし、社会生

活力プログラムを中心とした生活に関するプログラムを実施し、本人の生活力向

上へつなげている。 

余暇支援の充実にあたっては、これまで通りのイベントが実施できない中、少

人数による手作りの会などを開催し、一人一人で完結できるイベントを行うこと

で良い評判を得られた。又当施設は都への申請で提出する加算として、「福祉専

門職員配置等加算Ⅰ（福祉専門職員の配置を評価する加算）」について一番高い

加算を取得しており、専門性の高い職員の配置を行っている。 

＜利用者の高齢化、家族への支援＞ 

アフターケアにおいては、就職後２０年以上を経過する者も多数おり、長く働

く中での生活環境の変化などが課題となった。家族の状況変化による独居の支援

のため、グループホームの利用支援や通勤寮への入寮支援などを行った。また、

利用者のみならず家族の高齢化から、家庭全体を支援する必要が生じたケースが

あり、あんしんすこやかセンター（地域包括支援センター）や相談支援事業者を

巻き込んだ包括的な支援を行った。 

通所利用中の利用者に対しては、将来の生活環境の変化に対応できるよう社会

生活力プログラムを実施し、自身の生活力を確認した上で、できることできない

こと、支援を受けるべきこと、自立して行うべきことなどを精査し自己理解を深

めるプログラムの提供を行った。 

＜個別支援計画の充実＞ 

個別目標・支援プログラム（すきっぷにおける個別支援計画）の内容の大幅な

刷新と充実を図った｡精密評価の指標を見直すため、高齢・障害・求職者支援機

構の作成した「職業準備性のピラミッド」を参考に新たな評価表を作成した。精

密評価を６カ月ごとに行い、３カ月での見直し（年４回）を行うことで、利用者

の状況に沿った個別支援計画をつくることができた。精密評価を行う際には、家

族、保健福祉課ケースワーカー等関係者に参加してもらい、関係者全員が利用者

の課題について共通理解を持つことができた。 

（２）地域との関わり 障害理解の促進 

＜地域交流・町会との連携＞ 

コロナ禍で各種イベントが中止となる中、加盟している地域町会と、地域の防

犯体制の状況（防犯カメラの設置状況等）について情報交換を行った。また、町

会長に入所式への参加を依頼する等、町会との結びつきを強めた。 
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＜地域のイベントへの参加＞ 

コロナ禍で各種イベントが中止となったが、就労相談室では、３月に行われた

「砧地域ご近所フォーラム」に、実行委員として企画運営に携わった。また、開

催当日に「せた JOB 応援プロジェクト」の発表を行い、事業の周知を図った。 

＜他施設連携＞ 

砧地域自立支援協議会には、実行委員として職員が関わり、定例的に地域の福

祉課題の検討、改善案の実行等に関わった。１１月に行われたシンポジウムにも

実行委員として参加し、シンポジウムを成功させることができた。 

区内就労支援ネットワークとしての事務局機能を担い、月１回定例会議を開催

した。会議には区内の就労移行支援、B型等関係施設が参加し、利用者のアセス

メントの方法、職場開拓の方法、求人情報の共有などを行った。 

 

（３）危機管理 

＜施設内環境整備＞ 

施設開設より２２年が経過し、施設内の様々な箇所で修繕等が必要な状態にあ

るが、適宜所管課と情報共有をしながら利用者の活動に支障がないように整備を

行った。 

＜衛生管理＞ 

施設内の衛生管理を徹底するために、職員が共有部分の消毒を行うとともに、

利用者への提供作業の一環としてドアノブ等日常的に消毒を行った。所内消毒設

備、手指洗浄設備を充実させ、衛生講習を行うことで利用者の衛生意識を高めた。

令和２年度は職員１人がコロナウイルスに感染したものの、その他の職員、利用

者への感染はなかった。 

＜防災防犯・避難訓練＞ 

年間に４回、全利用者、職員、実習生を含め火災・地震想定での避難訓練を行

った。発災想定場所に応じて避難経路を変更し、如何なる場合も冷静に安全に避

難ができるよう常に緊張感を持った訓練を行うことができた。 

また、職員が参加していた福祉避難所施設連絡会において検討した施設個別訓

練の進行資料に沿った訓練を別途行った。 

防犯対策として施設内外５か所に防犯カメラを設置し、２４時間監視体制とと

もに緊急通報装置を設け、緊急時への対応を整備している。また、催涙スプレー

を用意し、緊急時の不審者への防犯マニュアルを整備した。不審者への対応方法

については、職員研修を行い周知した。 

 

（４）人材育成・活用 

＜職員研修＞ 

新任職員の入職に伴い、所内研修を実施し即戦力の人材育成を行った。研修内

容は、我が国の就労支援の変遷、障害者雇用制度、世田谷区の就労支援ネットワ

ーク、所内の帳票類等の作成・処理などについて、主任以上の職員が研修を行っ
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た。 

＜実習生等の受け入れ＞ 

将来の福祉人材の育成のため、社会福祉士の現場実習の受け入れを行った。大

学等４校より、６人の実習生を受け入れ、所内での実習だけでなく、就労中のＯ

ＢＯＧの定着支援など様々な学びの場を提供した。また、コロナ禍の影響から実

習を大学内実習に切り替えた大学のインタビュー調査に協力し、３８人の学生の

学内実習に貢献することができた。 

特別支援学校高等部の現場実習、随時利用の入所判定実習を随時受入れ、年間

を通じて２９人の実習生の受け入れを行った。また地域の重度障害者および高齢

者を各１人雇用した。 

 

＜働きやすい職場づくり＞ 

業務の効率化、職員の業務負担の軽減のため、ノートパソコンの台数を増やし、

所内の様々な場所で職員の都合に合わせて事務作業を行えるようにした。 

行事の起案、研修受講など、年度当初に把握できるものについては年間計画を

立て事前に周知し、計画的に準備を進められるようにした。 

起案や記録の精査を行い、必要なもの、簡素化できるものなどを決め、書面等

の整理を行った。 

ノー残業デイを設け、一斉退勤することで適切にワークライフバランスを取れ

るよう工夫した。 

 

５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

（１）通所 

  一般就労に向け、様々な利用者の課題に応じた個別のプログラムを提供し

た。その結果、１１人が就職することができた。又、就労定着支援事業を平

成３０年度より事業開始し、延べ３１人の登録者と契約、支援を実施した。

さらに定着支援事業の対象とならないＯＢＯＧへの支援を実施し、８１％

の就労継続率を維持することができた。個別に離転職の支援を行い、当該

ＯＢの豊かな地域生活の実現を図った。今後も継続して個々に合わせた丁

寧な支援を行い、就職率の向上及び、安定して長く勤められる定着支援と

就労継続を目指して活動を行っていく。 

（２）相談 

１２人の新規就職を実現した。公開求人だけでなく、本人のニーズに合わせ

た業種、勤務地などを検討し柔軟に職場開拓を行った。内１人の発達障害者

（精神保健福祉手帳保持）の就職を実現した。また、保護的就労従事者から

は、２人の一般就労を実現した。今後も利用者のニーズに沿った相談支援を

継続していく。 

又、コロナ禍で各種イベントが中止となったが、就労相談室では、３月に行

われた「砧地域ご近所フォーラム」に、実行委員として企画運営に携わった。
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また、開催当日に「せた JOB 応援プロジェクト」の発表を行い、事業の周知

を図った。今後も障害理解推進のために、積極的に地域の各種イベントに参

加していく。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和 2年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
緊急事態宣言解除とともに求職活動を再開、積極的に活動することで新規就職者を出した。コ

ロナ禍の中で、都心への移動を避けて、地域での就労に取り組んだことで、地域施設や病院等へ

の就職者を増やすことができた。また、新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防

止のため、徹底した集団感染の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営を行った。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある    １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている            ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要とな

る） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２１ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ６ 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 2/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２３ 

職員研修 2/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 3/3 利用者意向の反映 3/3 

利用しやすい環境整備 2/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 3/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２１／２６ 他施設との連携を行うことで支援方法等の共有を行

い、よりよい運営につなげている。 
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３．事故や緊急時等への対

応 

６／ ９ 
  

４．サービス向上の取組み ２３／３０ 施設利用後も継続した支援を行うことで、利用者が安

定的な就労継続を行うことができている。 

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ７０／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、積極的な就職先の開拓や就労への支援を行いな

がら、就職後も利用者個々に寄り添った対応を継続している点を評価し、総合評価をＡと判断す

る。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、今後も利用者の個々の希望や特性に合った就労支援を継続

すると共に、研修等の充実を図りながら支援力の向上を促す。新型コロナウイルス感染症の対応

について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮

した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立下馬福祉工房 

施設住所：世田谷区下馬２－２０－１４ 

   指定管理者：社会福祉法人せたがや樫の木会 

指定期間：令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

 

（２）対象者  

主に知的障害者 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

①実施事業 

就労継続支援Ｂ型：一般企業等での就労が困難な方に、働く場を提供すると

ともに、知識及び能力の向上のために必要な訓練を行

う。  定員 ３５人 登録人数 ３６人 

②概要 

関係性の深まりを意図して 5グループ担当制とし、「楽しく働く」「一生懸

命に働く」「チャレンジする」「応援する」をモットーに、個別支援計画に沿

って「働くものとしての自立」「生活者としての自立」「社会人としての自立」

に向け、支援を行った。 

 所外実習－喫茶実習 2人、区役所実習 3人、共同作業参加 2人 

③施設内活動 

 作業支援  焼き菓子製造販売、各種封入作業、公園清掃 

 生活支援  朝体操、発表タイム、誕生会、嘱託医健診、定期検診等 

 余暇活動  美術、体操、季節行事 

④工賃について 

作業種目別収入  自主生産 4,335,299 円、清掃 2,117,524 円、 

受託加工  607,784 円 

年間工賃支払総額 5,798,400 円、 

全体月平均工賃 13,675 円/人（昨年度比 3,117 円減） 

⑤施設外活動 給料買物、お茶会（毎月）、喫茶実習、納涼会、忘年会 

⑥外出活動  アート展見学、スポーツの集い、さつまいも掘り、日帰り旅

行 

⑦年間行事（新型コロナウイルス感染症により規模を縮小し実施） 

月 内      容 月 内      容 

4 月 お花見、歓迎会 10 月 さつまいも掘り 

5 月 母の日プレゼント買物、 11 月 
日帰り旅行、世田谷美術館アート

展 

6 月 父の日プレゼント買物 12 月 クリスマス会、忘年会 

7 月 七夕 1 月  

8 月 納涼会 2 月 節分福まき、バレンタインデー 

9 月 東京都障害者スポーツの集い 3 月 ホワイトデー、納めの会 
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（２）利用状況 

①障害支援区分 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

０人 ４人 18 人 ７人 ２人 ０人 ５人 ３６人 

 

②障害の程度 

  
身体障害者手帳 

計 
 

精神障害

者保健福

祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  

愛
の
手
帳 

１度         0 人  ２級  

２度        17 人 17 人  なし 36 人 

３度   1 人     14 人 15 人  計 36 人 

４度        4 人 4 人      

なし         0 人      

計 0 人 0 人 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 35 人 36 人      

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 ０件  

事故 ２件 

・通所時間を過ぎても帰らない利用者に対し、職員が通所時間の

約束について伝えると興奮し、窓ガラスを破損させた。本人に

怪我はなかったが、今後、伝え方については本人のその時々の

様子を注視しながら、慎重に対応するようにした。 

・利用者 3人を乗せた職員が運転する納品帰りの社用車が渋滞

時、前方で停車した車に追突した。同乗の利用者は当日通院し

異常は無かったが、職員間で、改めて運転する際の注意事項等

を確認し、今後の事故防止対策を図った。 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、事業継続にあたって、以下のとおり取り組んだ。 

４月７日に東京都に「緊急事態宣言」が発令され、厚生労働省４月７日付けの

事務連絡「緊急事態宣言後の障害福祉サービス等事業所対応について」等に基づ

き、利用者全員に施設利用の自粛をお願いするとともに必要な在宅支援を行っ

た。また、1回目の緊急事態宣言解除後もできる限り感染予防・拡大防止対策を

行い、安全を確保しながら事業継続に取り組んだ。 

毎日、施設職員及び利用者の体温計測等の健康管理、定期的な換気、消毒等を

行うとともに、来所者に対しての手指の消毒と検温、職員の PCR 検査の受検など

を行い集団感染リスクの低減を図り、施設職員及び利用者本人への感染を防ぐこ

とができた。 
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３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 金 額（円） 備 考 

収入計 87,883,938  

 受託事業収入 87,652,970 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他収入 230,968 雑収入等 

支出計 87,883,938   

 人件費 56,006,384 正規職員 7人、有期契約職員 6人 

 事務費 8,749,579 給食調理委託等 

 事業費 6,592,269 利用者諸経費 

 その他 16,535,706 拠点区分間繰入金等 

収入－支出 0  

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜支援のアピールポイント＞ 

コロナの感染予防・蔓延防止の対策・対応を行いながら、支援の質が落ちな

いように努めた。自粛要請期間中は在宅支援を行い、電話連絡や相談、メール・

プリントでの情報提供、ＣＤ・ＤＶＤ・写真・アルバム・色鉛筆・絵はがきなど

の送付をおこなった。また必要に応じて自宅訪問等も実施した。 

職員全員が、利用者一人ひとりの個別支援計画を共通理解し、日々の振り返

りを丁寧に行い、連携して支援にあたった。また、生活支援・余暇支援として

週 1回程度組み込んでいる行事については、ZOOM を最大限活用して部屋を分け

て、密にならないよう工夫した。コロナ禍でもより充実した内容となるよう工

夫し、利用者が持ち味を発揮し、仲間の中での自分の存在を感じられる場面と

して満足度の高い取り組みとなった。また当施設は都への申請で提出する加算

として、「人員配置体制加算Ⅰ（手厚い人員配置をしている事業者を評価する加

算）」と「福祉専門職員配置等加算Ⅰ（福祉専門職員の配置を評価する加算）」

について一番高い加算を取得しており、手厚い人員体制と専門性の高い職員の

配置を行っている。 

  ＜授産作業の取り組み＞ 

利用者一人ひとりの適性に応じた作業として、新たにチラシのポスティング作

業、薬膳ドライフルーツの袋詰め、ブラシの袋詰め作業を導入した。世田谷区保

健センターから派遣される作業療法士にアドバイスをいただきながら、作業工程

や使用器具を工夫し、利用者の自信、仕事へのモチベーションの向上につなげた。 

また、利用者の描いた作品を焼き菓子のラベルに使う取り組みを進めた。   

新型コロナウイルスの影響で多くの区のイベント販売、企業販売等が中止とな

りクッキーの販路が減る中、毎週行われた区役所中庭販売では一定の売り上げを

得た他、保健医療福祉総合プラザでの定期販売と同施設内の「ふれあいカフェう

めとぴあ」の委託販売を始め、順調な売れ行きとなった。 

毎月の給料渡しの際には、施設長・主任から、担当職員が毎月記録しているそ

の人の「いいね！」（素敵な姿・頑張る姿）を伝えながら工房への要望等を聞き、

支援に活かしていった。また毎月給料日に買物を行い、母の日や父の日のプレゼ
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ントを買いメッセージを付けて送る機会を作ることで利用者の仕事に向かうモ

チベーションが高まり、自信をつけることができた。 

   

 

（２）地域との関わり 障害理解の促進 

＜地域の団体との連携＞ 

世田谷ボランティア協会、世田谷パブリックシアター、昭和女子大、商店街

等との地域交流はコロナ感染防止の観点から実施されず、情報共有による事務

的な連携にとどまった。 

毎年世田谷ボランティア協会と一緒に行っていた 3 月のおたがいさまフェス

タは新型コロナウイルスの影響によって中止となったが、施設独自で ZOOM を駆

使した「おたがいさまパーティー」をオンラインフェスで実施した。法人の他

施設 4 か所も参加し、それぞれの事業所の利用者のダンスなどの発表を家族な

ど 20 人以上の方に視聴してもらった。 

＜ボランティア・職場体験の受け入れ＞ 

毎年、定期的に施設に足を運んでくださる地域の方々、学びの場として活用し

てくださる学校や企業の方々、世田谷ボランティア協会から紹介される夏ボラの

方々等、年間を通して多くの方々が工房を訪れてくださっていたが、令和 2年度

は新型コロナウイルスの影響を受け、活動の中止が相次ぎ受け入れが減少した。 

（３）危機管理 

  ＜感染症予防＞ 

新型コロナウイルス感染防止を中心に利用者の健康維持のため、嘱託医及び看

護師と連携し、以下の活動を行った。 

・利用者・職員、来所者の毎朝の検温、手指の消毒 

・施設内での手洗い・手指消毒・マスク着用の励行 

・各部屋の換気の徹底及び 1日 2 回の各部屋の消毒 

・昼食時の部屋の分散 

・施設内行事等の部屋の分散など 

＜防犯＞ 

法人マニュアル及び防犯カメラ３台と、事務室の非常用ボタンにより警備会社

と通報体制がとれるように備えている。 

１階世田谷ボランティア協会と常に情報共有できる体制を整えた。 

＜環境整備＞ 

開設から 19 年が経過し、設備や備品の経年劣化が目立つようになった。障害

者地域生活課と連携し適宜修繕を行い、老朽化したトイレの給湯器の入れ替え

等を行った。日頃からの点検と早めの協議により、利用者の活動に支障をきた

すことなく環境整備を進めることができた。 

（４）人材育成・活用 

＜人材育成＞ 

アセスメント会議に始まり、個別支援計画の見直し・評価・計画会議と年間

を通してケース会議を開催し、スーパーバイザーとしての主任を中心にインシ

デントプロセス法を用いて職員が意見を出し合い、利用者一人ひとりのニーズ
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や課題を導き出し、個別の支援目標を定めていった。また、ZOOM を使ってのオ

ンライン研修や家族会向けの「私たちの実践」の作成、法人の実践報告会で職

員１名が発表するなどの人材育成を行うことで、職員の専門性を高め、施設全

体のサービスの質の向上につなげていった。 

＜働きやすい職場づくり＞ 

  職員一人ひとりが気軽に自由に意見を発することのできる職場環境を構築し

た。 

職場におけるセクシャルハラスメント・パワーハラスメント・マタニティハラ

スメント等の防止及び排除のため、ハラスメントの相談及び苦情処理窓口担当者

を設けた。また、全職員を対象に動画視聴による「メンタルヘルスケア研修」を

受講し、職員相互の人権を尊重して働くことや風通しの良い職員コミュニケーシ

ョンの大切さを学んだ。 

    毎年専門機関に委託して行っているストレスチェックを職員全員が受け、大き

な問題は報告されていない。 

＜人事考課＞ 

法人の人事考課制度に基づき、正規職員と施設長とで期首面談を行って各自の

年度目標を設定した。10 月末に目標に対する業績を職員が自己申告し、それを

受けて施設長は、各職員の業績評価及び行動能力評価を行い、施設長は理事長・

事務局長のヒヤリングを経て決定し、各職員へフィードバックした。 

職員一人ひとりが自分の将来像を描きながらキャリアアップできる人材育成

に向け、より手ごたえのある人事考課となった。 

 
５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

年度協定に基づき、区立施設としての義務と責任を職員全員に示すとともに、 

法人ミッション・事業ミッションに基づく施設の短期目標を共有し、職員一人ひと

りが、ミッション達成のために果たすべき役割を理解した上で業務にあたった。課

題であった利用者・家族の意向をどのように個別支援計画に位置付けていくかに

ついては、8～９月にアセスメント会議実施後、10 月に中間面談（希望者）を行っ

た。2～3 月に個別面談を実施。その際、令和 2 年度個別支援計画評価と令和 3 年

度個別支援計画の説明を行い、本人・家族の要望、意見を確認するとともに社会状

況を踏まえ在宅支援に関する説明も行い承諾を得るようにした。今後も利用者の

ニーズを丁寧にくみ取り、希望に沿った支援を目指す。 

利用者の作品を活かした焼き菓子パッケージのリニューアルをさらに進めてお

り、家族会から良い評価を得た。新型コロナウイルスの影響で利用者の作業が減る

中、いかに 1日の流れを組み立てるかを試行錯誤しながら行った。今後も継続して

リニューアルや支援の工夫を行っていく。 

危機管理体制については、新型コロナウイルスが利用者に与える心的影響を考

え、いかに感染予防・拡散防止対策を取りながら、利用者が望む支援を行うかを常

に考えた。施設内行事は ZOOM を活用して部屋を分けて行い、日帰り旅行ではトイ

レ付大型バス 2 台の使用など工夫を重ねて利用者・職員に感染者を出すことなく

利用者の期待に応えるプログラムを実施した。今後も ZOOM 等の活用を引き続き行

っていく。 
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緊急事態宣言下の自粛要請中、利用者の在宅支援を工夫して行うとともに職員

の在宅勤務のシステムも構築した。また新型コロナウイルスのみならず、地震や水

害、台風や積雪、事故等、さまざまな緊急時を想定してのマニュアルの充実ととも

に、福祉施設としてのＢＣＰ（事業継続計画）の作成が求められている。現在、Ｂ

ＣＰは法人で作成中であり令和３年度中に完成予定である。今後も引き続き、福祉

避難所マニュアルなども活用し災害や深刻な事故が起こった場合に備え、基本的

な考え方と具体的な対策、そして通常業務に戻る道筋を明確にしていく。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
利用者の支援目標を、個別支援計画の作成を通して明確化し、利用者本人と家族の要望・意見

を丁寧に確認しながらサービスの向上を図った。また、新型コロナウイルス感染症の対応につい

て、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮した運

営を行った。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある   １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている           ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２０ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 2/3 

障害者等の雇用 2/3 区内事業者の活用等 3/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ６ 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 2/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２３ 

職員研修 3/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 3/3 

利用しやすい環境整備 2/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 3/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２０／２６ 小学校に作品を出展する等、積極的に地域交流を行っ

ている。 
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３．事故や緊急時等への対

応 

６／ ９ 日ごろの訓練を通じて、職員と利用者の安全意識の向

上が図られている。 

４．サービス向上の取組み ２３／３０ 個々の利用者の障害特性に応じた支援を実施して

いる。 

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ６９／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
 全ての項目において要求水準を満たしており、かつ利用者の活動を広げる為の検討を進め、利

用者が個人の適性に応じて働き続けられるよう努めている。又業務以外に全員で楽しむ時間を共

有できるよう、職員が創意工夫に取り組んでいる点を評価し、総合評価を Aと判断する。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、情報共有、コミュニケーションを円滑に働きやすい環境を

整え、研修等を通して利用者支援の質の向上へつなげていくよう、その取り組みを促していく。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に

努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立世田谷福祉作業所 

施設住所：世田谷区下馬２－３１－６ 

   指定管理者：社会福祉法人武蔵野会 

指定期間：平成２９年４月１日～令和４年３月３１日 

 

（２）対象者 

主に知的障害者 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

①実施事業 

就労継続支援Ｂ型：一般企業等での就労が困難な方に、働く場を提供すると

ともに知識及び能力の向上のために必要な訓練を行う。 

         定員 ４５人 登録人数 ４３人 

就労移行支援事業：一般企業等への就労を希望する方に、一定期間、就労に

必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練を行う。 

定員  ６人 登録人数  １人 

 生活介護事業  ：介護を必要とする方に、主に昼間、排せつ・食事の介護

等を行うとともに、創作活動や運動、生産活動の機会を

提供する。 
          定員  １５人 登録人数 ６人 

②概要 

多様化する支援ニーズに対して具体的なアンケートや面談を基に個別支援

計画を策定し、利用者に対し、計画に沿ったきめ細やかな支援が行えるよう

努めた。年度中の４人の退所者についても、企業就労の方は就労後から現在

に至るまで職場定着のための支援を、区外転居の方については相談支援事業

所などと連携してスムーズな移行、施設入所の方は安心して生活を開始でき

るよう入所先の施設と連携してすすめた。 

③施設内活動 

<就労継続支援Ｂ型> 

官公需    自転車磨き、ぞうきん縫製、コンテナ組立て、書類封入等 

受託作業   菓子箱折り、ピンチ組み立て、ＤＭの封入、ラベル貼り等 

自主生産品  リサイクル名刺・はがき・雑貨、クッキー等 

屋外作業   清掃作業（公園、神社）、ポスティング作業等 

その他    余暇活動、ワークアウト、勉強会、レクリエーション等 

<就労移行支援> 

 仕事     清掃、事務作業等、希望職種等に応じて実施 

 プログラム  企業開拓、面接練習、職能訓練等 
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<生活介護> 

 作業     紙漉作業用の素材をちぎる作業、園芸作業等 

 運動     マシントレーニング、ウォーキング、マッサージ等 

 アート    作品展出展に向けた制作（マスキングテープアート） 

 お楽しみ   映画上映、お菓子づくり等 

 その他    近隣散歩、余暇活動、レクリエーション等 

④工賃について 

作業種目別収入 受託加工（封入発送・シール貼り・リサイクル自転車他） 

1,294,774 円、清掃作業（公園清掃・除草作業他）

2,440,161 円、自主生産（製菓・紙漉き製品・喫茶他）

1,284,635 円   合 計  5,019,570 円   

年間工賃支給総額  3,992,107 円 

全体月平均工賃  8,016 円/41.5 人 （昨年度比約 2,199 円減） 

⑤外出活動   令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により中止 

⑥年間行事（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため縮小し実施） 

月 内      容 月 内      容 

4 月 入所式 10 月  

5 月  11 月  

6 月  12 月 年おさめ会 

7 月  1 月 新年会・成人を祝う会 

8 月  2 月  

9 月  3 月 年度おさめ会 
 

 

（２）利用状況 

①障害支援区分 

 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

継続  ５人 １３人 １７人 １人  ７人 ４３人 

移行    １人    １人 

生活 ４人 1 人  1 人    ６人 
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②障害の程度 

【
継
続
】 

  
身体障害者手帳 

計 

精神障害者保

健福祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし １級  

愛
の
手
帳 

１度          ２級 2 人 

２度        16 人 16 人 なし 41 人 

３度  2 人    1 人  19 人 22 人 計 43 人 

４度        4 人 4 人   

なし        1 人 1 人   

計 0 人 2 人 0 人 0 人 0 人 1 人 0 人 40 人 43 人   

【
移
行
】 

  
身体障害者手帳 

計 

精神障害者保

健福祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし １級  

愛
の
手
帳 

１度          ２級  

２度          なし 1 人 

３度        1 人 1 人 計 1 人 

４度            

なし            

計        1 人 1 人   

【
生
活
介
護
】 

  
身体障害者手帳 

計 

精神障害者保

健福祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし １級  

愛
の
手
帳 

１度         0 人 ２級  

２度  1 人      5 人 6 人 なし 6 人 

３度         0 人 計 6 人 

４度         0 人   

なし         0 人   

計 0 人 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 5 人 6 人   
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（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 ０件 － 

事故 ４件 

・送迎バス車内で、利用者の気分が高揚し、添乗員・職員への他害

行為と座席シートを破損させた。利用者を迎えのヘルパーと職員で

家まで送り、家族に状況報告した。今後も職員がバスに同乗し、周

りの利用者に配慮していく。 

・日中活動中、利用者が別の利用者の肩を噛み、気づいた職員が引

き離したが間に合わず、施設内で応急処置の上、保護者の同意を得

て病院を受診、浅い傷との診断を受ける。利用者同士の関係を注意

深く、確認していくことを職員で徹底する。（２件） 

・運動中に運動器具をまたげず、利用者が転倒する。状況を保護

者へすぐ連絡し、受診するが、足部の骨折等と診断される。今

後、器具などの使用方法に更に注意を払い、職員に徹底させる。 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、事業継続にあたって、以下のとおり取り組んだ。 

毎日、施設職員及び利用者の体温計測等の健康管理を行うとともに自宅での健

康チェックやマスクの着用等の協力を得た。定期的な室内換気や手すりなどの消

毒、食事の際の飛沫感染対策を行った。委託業者などの来所者に対しては限られ

た場所や最少人数で対応し、入り口での体温測定や手指消毒を実施した。外出行

事や地域交流行事を自粛し、集団感染リスクの低減を図った。また家族等の陽性

による濃厚接触者としての要観察者に該当するケースはあったが、基本的な感染

症対策の徹底や保健所と連携し行動履歴の確認や接触した可能性が高い方をリス

トアアップし対応することで、施設職員及び利用者本人への感染は防ぐことがで

きた。 

 

３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 金 額（円） 備 考  

収入計 217,383,600  

 受託事業収入 211,167,096 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他収入 6,216,504 雑収入等 

支出計 217,383,600  

 人件費 99,272,566 職員給与等 

 事務費 61,912,310 施設設備維持管理・給食業務・送迎委託等 

 事業費 16,446,909 利用者関係諸経費 

 その他 39,751,815 繰入金支出 

収入－支出 0   
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４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜支援方針＞ 

  令和２年度より生活介護事業も開始し、介護技術・コミュニケーション・強 

度行動障害支援など、幅広く支援スキルの向上をはかり、よりきめ細やかな個別

支援を提供できるよう努めた。また、利用者一人ひとりの個性・健康・障害・気

持ちなどをふまえて、最大限、自分のことは自分で決められるよう意思決定支援

のプロセスや合理的配慮の考え方が職員に浸透するよう努めた。 

＜虐待防止の取り組み＞ 

施設内に虐待防止委員会を設置し、委員会メンバーを中心とした定期的な

ミーティング、全職員対象の虐待防止セルフチェックリストなどを実施した。 

また、法人虐待防止研修や WEB 研修等を通して、常勤・非常勤問わず幅広い

職層の職員が虐待防止・権利擁護に関する研修を受講した。 

＜支援のアピールポイント＞ 

  新しい施設・環境での生活・活動が快適なものとなるよう、設備・備品の導入

や使い方を工夫し支援内容の充実を図った。新型コロナウイルス感染症の影響

で外出行事や地域交流行事が開催できなかった分、利用者の『おうち時間』の充

実や生活全般における選択肢や経験のひろがりにつながるよう、施設内レクリ

エーションの企画を工夫し、余暇時間に使うもの（書籍・ゲーム・遊具など）を

多様なジャンルで取り入れる等の工夫をした。 

  また、移転後の環境に合わせて、全事業のすべての活動で共通となるブランド

の再構築をすすめた。施設の将来性や可能性を込めた『しあわ世（せ）のもりあ

わせ』という新しい屋号・ロゴを作り掲げた。その屋号を中心にさまざまな活動

やものづくりにおける発信や指針となるような取り組みに力をいれた。 

（２）地域との関わり 障害理解の促進 

＜近隣の小学校・町会・商店街との連携＞ 

  新型コロナウイルス感染症の影響により、施設行事だけでなく地域で開催さ

れるイベントが軒並み中止となった。その中にあっても、加盟している商店会の

定例会に出席し商店街清掃に参加したほか、地域に貢献できる方法をさまざま

な角度から模索し、地域交流の継続を図った。 

＜作成物等の展示＞ 

  緊急事態宣言発出中に在宅プログラムとして利用者が制作した絵や、生活介

護の利用者が日中活動としておこなっているアート活動で制作したマスキング

テープアートを、世田谷区障害者施設アート展や法人の世田谷地区 4施設で WEB

開催したクローバーアート展に出展した。WEB 開催のためいつでも見られる点や、

感染の心配がないこと、イベントの中止が多い中で作品の発表ができてよかっ

た等の意見があり反響が大きかった。 

＜地域交流＞ 
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社会福祉協議会、民生委員、町会などとのつながりから、作業所の機能や設

備を有効に活用したイベントやワークショップの企画・相談を受け付け、新型

コロナウイルス感染症が収束した暁に着手できるような準備をおこなった。ま

た、世田谷トラストまちづくりの仲介により市民緑地で収穫された柚子を原料

として活用し、施設オリジナル商品（パウンドケーキ）として販売した。今回

できた関係を今後も継続できるよう地域交流を図り、つながりの幅を広げてい

きたい。 

 

（３）危機管理 

＜施設内環境整備＞ 

令和２年度は東京都により建物が建設され、新施設としての運用初年度のため、

各所、設備について入念に点検を行いながら使用した。また、建物管理の委託業

者においても引き渡し後チェックを依頼した。不具合が起こった場合は、都、区、

建築業者と協議し対応を行った。管理棟については老朽化している部分に対し有

効活用のために、安全・衛生面の整備を行うなど、各施設に対して関係者との連

携により環境への影響や危険に対して配慮し、利用者の安全な施設利用に努めた。 

＜防犯について＞ 

防犯について、建物の機械警備、防犯カメラを活用した。地域の不審者情報

などがあった際は、施設への侵入などがないかなどの点検をおこなった。 

＜防災について＞ 

施設内の防災備蓄品の見直しを図り、非常食や備蓄品を充実させ、こまめな

確認作業を実施している。法定の防災訓練に加えて、炊き出し訓練を実施し、

被災した状況下で食事を摂る模擬体験をおこなった。防災訓練実施においては、

標準的に定めている自衛消防分担をベースにしつつ、様々な発災場面を想定し、

発災したその時、その場にいる人員で迅速に防災本部の設置や安否確認体制を

整える訓練も含めて実施している。法人施設との連携も強化し、防災委員会を

中心に施設内設備点検、職員の安否確認招集システムの運用、法人主体での総

合防災訓練などを実施した。 

 

（４）人材育成・活用 

＜研修後の全体周知＞ 

  法人研修や外部研修と連動させながら施設内伝達研修をおこない、研修参加

者の学びや取り組みをタイムリーに他の職員とも共有し、一緒にスキル習得・ス

キルアップができるよう施設内研修の実施方法を工夫した。 

＜研修内容＞ 

  法人研修、外部研修ともにリモートや WEB 開催が主体となったことで、 同一

研修に複数名の職員が受講し、時短勤務など多様な働き方にも応じた受講環境

を整えることができた。各自が策定した自分自身のキャリアデザインと受講す

る研修がリンクするよう研修計画を定めた。 
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＜働きやすい職場づくり＞ 

外部機関による職員のストレスチェック、組織診断、第三者評価などの受審

により、客観的な評価、診断を受けた。職員ストレスチェックでは専門機関へ

の相談が行える体制を整えたほか、心身の状態により無理なく働けるよう多様

な働き方を検討し実施した。また高齢者雇用をしており年齢を重ねても働ける

よう施設として職員の安定的な雇用に繋げている。さらに当施設は都への申請

で提出する加算として、就労継続支援 B 型は「人員配置体制加算Ⅰ（手厚い人

員配置をしている事業者を評価する加算）」と生活介護・就労継続支援 B型・就

労移行は「福祉専門職員配置等加算Ⅰ（福祉専門職員の配置を評価する加算）」

について一番高い加算を取得しており、手厚い人員体制と専門性の高い職員の

配置を行っている。 

 

５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

前回受審した福祉サービス第三者評価のなかで、特に良い点についてはさらに

充実を図った。さらなる改善が望まれる点として、利用者支援に対する考え方を

すべての家族と共有し自立に繋がる支援に努める、利用者が居住する地域でのよ

り現実に即した包括的支援体制の構築、隣接敷地の施設建て替え移転工事中の安

全に配慮した運営の実施が挙げられ、主として以下の通り改善及び取り組みを

行った。 

個別支援、作業所全体の環境や支援体制が変わるときは常に丁寧な情報発信を

心がけた。特に新型コロナウイルス感染症の流行に際しては、初期の緊急事態宣

言発出中に利用自粛する家庭にはこまめに電話などでの相談支援をおこなったほ

か、在宅プログラムの提供や居宅介護支援事業所など代替サービスの事業所情報

などを提供し、単独通所に不安を感じている家庭へは介護タクシー事業所等の紹

介をおこない、できうる限り不安の軽減につながるよう努めた。また、緊急事態

宣言解除後も、感染症予防を徹底しながらの通所利用となることから、厚生労働

省や世田谷区等から提供される情報をもとに、『あたらしいせたふく様式ガイド

ブック』を独自に作成・配布し、作業所と利用者・職員・家族(グループホーム)

と共有した。同じく新型コロナウイルス感染症の流行の影響で、家族連絡会は、

これまでのように集合型での開催は見合わせたが、やや感染者が減少傾向に転じ

た時期に家族向けに施設見学会を開催し、移転後の建物で利用者がどのように過

ごしているか実際に見学できる機会を設定した。 

精神科病院に長期入院している方や利用者本人と家族との関係性が悪化した方、

高齢化に伴い、現在の作業所への通所だけでは支援が十分とは言えなくなってき

た方等、困難事例を抱えている方については、地域障害者相談支援センター（ぽー

と）や行政機関、相談支援事業所、介護保険分野等と連携し、包括的な支援体制

を整えるとともに、本人が納得したうえで次のライフステージへ移行できるよう

ていねいなミーティングや面談・説明等をおこなった。また、支援者に加えて医

療機関とも顔の見える関係構築に努め、福祉・医療・介護・行政の連携体制を構
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築し対応にあたった。今後も利用者の個々の状況に寄り添いながら、職員間の連

携体制を充実させ、支援の質の向上を推進していく。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
制限された環境の中で地域との交流を進め、地域福祉の拠点として地域との協働関係の構築

や、障害者理解の促進に向けた取り組みを行った。また、新型コロナウイルス感染症の対応につ

いて、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮した

運営を行った。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある   １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている           ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２１ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ７ 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２１ 

職員研修 2/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 2/3 

利用しやすい環境整備 3/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２１／２６ 新しい屋号の作成や、地域団体と共にオリジナル商品

を開発するなど地域に根差した取り組みを行ってい

る。 
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３．事故や緊急時等への対

応 

７／ ９ 施設内環境整備に配慮し利用者の安全な施設利用を

図っている。 

４．サービス向上の取組み ２１／３０ 移転後の初年度として利用者支援を滞ることなく務

めた。 

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ６９／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、かつ改築移転後も安心してサービス利用ができ

る体制を整え、新施設でのブランド化など新たな試みを行った点を評価し、総合評価をＡと判断

する。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、今後とも地域との協働による取り組みを進めるとともに、

さまざまな活動やものづくりにおける発信や指針となるような施設づくりに努めるよう促してい

く。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に

努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立玉川福祉作業所・同等々力分場 

施設住所：（本園）世田谷区玉川１－７－２  

（分場）世田谷区等々力２－１３－４ 

   指定管理者：社会福祉法人大三島育徳会 

指定期間：令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

 

（２）対象者 

主に知的障害者  

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

①実施事業 

就労継続支援Ｂ型：一般企業等での就労が困難な方に、働く場を提供する

とともに、知識及び能力の向上のために必要な訓練を

行う。 

本園 定員４５人 登録人数４１人 

分場 定員１９人 登録人数１７人 

 

就労移行支援事業：一般企業等への就労を希望する方に、一定期間、就労

に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練を行

う。 

本園 定員 ６人 登録人数 ２人 

          

 就労定着支援事業：就労移行支援、就労継続支援、生活介護、自立訓練の利

用を経て一般就労へ移行した障害者で、就労に伴う環境

変化により生活面の課題が生じている方に対して、一定

期間、相談を通じて就労に伴う生活面の課題を把握する

とともに、企業や関係機関等との連絡やそれに伴う課題

解決に向けて支援を行う。 

登録人数 ３人 

②概要 

＜就労継続支援Ｂ型事業＞ 

行政と企業からの受託作業、自主生産品活動で工賃向上を目指している。作

業活動による収入は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、概ね 20％減

であった。 

＜就労移行支援事業＞ 

個別支援計画で長期目標（２年）、短期目標（１年）を立て、３か月ごとの

具体的な目標と支援方法を立案し、更に達成可能な「今月の目標」を毎月一緒

に考え実施することで、達成感と自己肯定感を持てるように支援した。 
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今期は特に就労に向けた意欲の向上や生活リズムの改善に取り組んだ。 
＜就労定着支援事業＞ 

一般就労した方が就職後も安定して働けるように企業訪問を基本とし支援

している。今年度は月１度の面談も感染症予防のため制限され、電話やメール

での状況確認が多かった。職場での直接支援が必要な場合には、企業と家族の

同意を得たうえで感染症対策を行い、短時間での企業訪問を行った。隔月で行

っていたＯＢ会での相談やお楽しみ会としてのカラオケやＤＶＤ鑑賞も開催

できなかった。 

③施設内活動 

受託加工：箱折、チラシ等封入、清掃（灰皿・施設・駐車場・駐輪場、 

アパート等）、ピンチ組み立て、空き缶分別 

自主生産：たまピカクロス、陶芸、機織り、刺し子、ビーズ刺繍 

官公需 ：公園清掃、自転車リサイクル、雑巾・タオルたたみ 

余暇活動：クラブ活動、スポーツプログラム、地域交流会 

④工賃について 

作業種目別収入 官公需作業 5,145,584 円、受託作業 3,716,728 円 

        自主生産作業 1,942,692 円 

年間工賃支払総額 10,805,004 円 

全体月平均工賃 15,894 円／人（昨年度比 3,343 円減） 

⑤施設外活動  日帰り旅行（都内観光と体験学習）、半日外出 

⑥年間行事（新型コロナウイルス感染症のため規模を縮小し実施） 

月 内      容 月 内      容 

4 月 入所式 10 月 日帰り旅行（４グループ） 

5 月  11 月 日帰り旅行（２グループ） 

6 月  12 月 クリスマススポットラリー 

7 月  1 月 新年会 

8 月  2 月  

9 月 施設まつり（本園・分場別） 3 月 仕事納め会 
 

 

（２）利用状況 

①障害支援区分（事業ごと） 

＜本園＞ 

 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ なし 計 

継続 ０人 ５人 ８人 １８人 １人 ０人 ９人 ４１人 

移行 ０人 １人 ０人 ０人 ０人 ０人 １人 ２人 

就労定着 ０人 ０人 ０人 １人 ２人 ０人 ０人 ３人 

＜分場＞ 

 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ なし 計 

継続 ０人 1 人 ２人 ９人 １人 ０人 ４人 １７人 
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②障害の程度 

【
本
園
】 

   

身体障害者手帳 

 
計 

精神障害者保

健福祉手帳 

1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 なし １級 0 人 

愛
の
手
帳 

１度         0 人 ２級 0 人 

２度     1 人   10 人 11 人 なし 43 人 

３度 1 人 1 人  
 

   24 人 26 人 計 43 人 

４度        6 人 6 人 
  

なし         0 人 
  

計 1 人 1 人 0 人 0 人 1 人 0 人 0 人 40 人 43 人 
  

【
分
場
】 

   

身体障害者手帳 

 
計 

精神障害者保

健福祉手帳 

1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 なし １級 0 人 

愛
の
手
帳 

１度         0 人 ２級 0 人 

２度 1 人   1 人    5 人 ７人 なし 17 人 

３度        7 人 7 人 計 17 人 

４度        3 人 3 人 
  

なし        0 人 0 人 
  

計 1 人 0 人 0 人 1 人 0 人 0 人 0 人 15 人 17 人 
  

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 ０件  

事故 ２件 

・利用者が昼食時に意識消失し転倒。意識は戻るが、救急搬送と

なり、検査を受ける。その後、袖つきの椅子の使用や受傷防止の

ための帽子を着用した上で、職員の見守りを強化した。 

・利用者が防災訓練後、作業所に帰る途中、石につまずき転倒し

た。痛みを訴えたため、整形外科へ搬送し、職員の送迎により帰

宅した。日再度通院し骨折が判明。今後、防災訓練のような場合

でも、個別グループでの移動とし、見守りを厚くすることとし

た。 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、事業継続にあたって、以下のとおり取り組んだ。 
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・新型コロナウイルス対策マニュアル（感染症対策 BCP）を作成し、緊急時に

備えた。 

・施設職員及び利用者の体温計測等の健康管理を毎日行うとともに、来所者にも

検温・消毒を実施していただいた。 

・毎日、朝礼でソーシャルディスタンスついてのカードを示しルール確認を行っ

た。随所にイラストを貼り、注意喚起をしている。マスク使用率は 100％であ

る。 

・給食は、テーブルにパーティションを置き片側を使用。食後は、テーブルを都

度消毒している。また館内のテーブル、椅子、手すり、ドアノブ、作業車など毎

日消毒をしている。時差通所も希望で取り入れている。 

 

３．指定管理に関する業務の収支 

項目 金額（円） 備考 

収入計 169,012,975   

 受託事業収入 167,046,050 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他の収入 1,966,925 雑収入等 

支出計 169,012,975   

人件費 111,768,131 
 

事務費 30,300,789 維持管理、給食調理委託等 

事業費 16,608,330 利用者諸経費 

その他の支出 10,335,725 繰入金支出、等 

収入―支出 0   

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜支援方針＞ 

就労支援事業所として利用者の労働習慣・基本的生活習慣等を身につけること

を支え、利用者の社会参加を促進した。そのために利用者の意思決定を引き出し

個別支援計画にもとづいた一人ひとりの能力や特性が、十分発揮できるようなサ

ービス提供に努めた。 

玉川本園は二子玉川の商業地域の立地を生かし、自主生産品である irodori 商

品を活かして地元のブランドショップとコラボレーションをしたり、利用者が商

店街にチラシを配布するなど販売、営業活動も行うことで社会経験を積めるよう

支援している。等々力分場は、少人数のため個別対応がより重点的に行えるとい

う特徴を活かし、思春期の波の大きい利用者を受け入れている。 

＜授産作業の取り組み＞ 
自主生産品のブランド化（irodori）を一層進めた。利用者のビーズ刺繍や刺

し子のブローチ、機織りマット、陶芸品等の手仕事であるが、多くの利用者が

作業に関われるように課題を決めて支援し 95％の利用者が取り組んでいる。 

コロナ禍により複数の販売会は、中止となったが、一方で、ネットショップ
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からの注文、作業所玄関の販売コーナーの充実を図ることによって（展示方法

や商品の充実）商品の売り上げはアップした。 

＜利用者の高齢化・重度化への取り組み＞ 
５０歳以上を対象にした高齢プログラム「たんぽぽ」は５年目を迎え、在籍

は８人である。体調に合わせて通所日を調整し、作業を自己選択し、希望、体

力に沿った取り組みを実施している。朝礼、終礼はグループで行い介護予防体

操の時間を設けている。 

また、「二子玉川クリーンタウン作戦」「地域共生の家の利用」「パラリンピ

ックに向けたお手玉づくり」に参加し地域交流の担い手となっていたが、コロ

ナ禍のため活動は減少した。 

  ＜業務の標準化＞ 

  東京都の事業者支援コーディネーター派遣事業を活用し業務マニュアルを

見直した。専門職のアドバイスを受けマニュアルの意義と作成手順を学び、そ

のことにより職員に求められる業務内容を明確化し、効果的な利用者支援に

つなぐことができた。 

 

（２）地域との関わり 障害理解の促進 

＜ボランティアの募集・受け入れ＞ 

コロナ禍のためボランティアの受け入れは制限せざるをえなかったが、

「irodori」商品の仕上げボランティアには感染症対策を取りながら定期的に活

動していただいた。 

玉川ボランティアビューローより夏ボラの紹介を受け、中古布の回収に協力

を得た。また他のビューローからの紹介で多数の区民の皆様より裂き織の布の

寄付があった。今後も継続してご協力いただけるよう、良好な関係を継続して

いく。 

＜地域との連携＞ 

作業の発注は、地元からが多い。清掃（アパート、駐輪場、喫煙所）も例年通り

取り組んだ。商店街をはじめ地元企業へのリーフレット配布や町会掲示板の掲示

物のメンテナンスも行っており、仕事を通して交流と連携を図ることができた。 

＜多様な情報発信＞ 

週一回のホームページの更新、広報紙の発行（法人「せせらぎ」年２回、作業

所「たまがわ」年２回）の他、ＳＮＳ（インスタグラム、フェイスブック）を活

用して情報を発信した。インスタグラムへの反響は大きく、フォロワーは今年

度 1,100 人（昨年度 600 人）を超えた。 

 

（３）危機管理 

＜防災訓練＞ 

利用者は火災、洪水等の避難訓練をはじめ毎月防災訓練に参加している。ま

た、職員だけで大規模災害時の図上訓練、施設内災害対策設備の使用訓練等を
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実施することにより、災害時の対応についての意識を高めることができた。 

年２回（３月・９月）伝言ダイヤル利用訓練を保護者と職員で行っている。

職員参集訓練として９月に夜間の災害を想定して行った。ＬＩＮＥ（ＳＮＳ）

も活用し訓練の効率化を図った。 

＜防犯訓練＞ 

カメラ付きインターフォン及び施設周囲に防犯カメラが３台設置され、また

ドアチャイムで来客の出入りを事前チェックしている。 

平成２８年以降、毎年、不審者を想定した通報訓練および対応訓練を実施し、

対策ＤＶＤ鑑賞やさすまたの使い方も練習している。 

＜地方法人との応援協定＞ 

青森県八戸市にある社会福祉法人道友会と災害時応援協定を締結している。

５月には現地の障害者施設で行われた総合防災訓練に職員が参加した。 

 

（４）人材育成・活用 

＜働きやすい職場づくり＞ 

法人全体で「働き方改革宣言」を掲示し東京都に報告している。障害者4人、

高齢者（65歳）22人を採用している法人として、働きやすさの一環として残業

の減少や有休消化率に目標設定しており、今期の残業の総時間は、12時間であ

った。今後もこの取り組みを継続できるよう、職員間で連携を図っていく。 

＜職員メンタルヘルス＞ 

年１度、全職員を対象にストレスチェックを実施し、専門会社で分析を行っ

ている。各個人に結果が通知され、必要に応じて専門職との面談の体制がある。 

＜職員研修＞ 

研修希望アンケートを年度初めに実施して計画を作成している。 

受講命令：キャリアパスに沿って受講計画をたて業務として受講。（１～２回） 

受講希望：自己研鑽活動として参加費、交通費、教材費を援助。（３回まで） 

また、今期は、オンライン研修が多く研修参加は増えた。例年、専門性の向

上を目指し、法人障害者支援局全体での研修を実施しているが、今年度はオン

ラインで行い 23 人の参加であった。（パニックをゼロにする 12 の方法） 

 

５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

（１）個別支援計画の充実 

利用者の自己決定や主体性を前提としつつも、利用者の可能性を引き出すた

めに支援員のアセスメントを反映させてチャレンジできる目標設定を行ってい

る。今期より、利用者が施設オリジナル「irodori」商品の制作を行う際、個々

の利用者の得意・不得意な作業について、職員間で情報を共有し、細やかに支

援を行った。ほぼ全ての利用者が商品制作に何らかの形で関わることが可能と

なったことは、大きな成果である。今後も一人一人の「自分らしい働き方」を

実現するために支援の選択肢を広げていきたい。 
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（２）体系的な業務の標準化 

事業所のサービス水準を定め、より効果的・効率的な仕事に高めて行くため

に、事業所の業務標準を定め、より効果的・効率的な仕事をするために業務マ

ニュアル作成手順の見直しを行った。それにより複数の職員が、マニュアル作

成に関われるようになり人材育成にも繋がった。今後も業務の見える化をさら

に進め、新人や後輩を育成する仕組みや機能の充実を図っていく。 

（３）利用者会活動の充実 
「自分が選んで自分で決める・・」の理念の実現のために利用者が達成感を

得て、自分たちの活動の場を位置付けられるように支援している。利用者が偏

りがちなクラブ活動を廃止し、前日に参加したい利用者活動を選べるようなシ

ステムにした（ダンス、散歩、スポーツ、ゲーム、手作り）。また「みんなの発

表会」として特技を披露する場を設けた。さらに施設まつりでのダンス、ピア

ノ、歌の発表、利用者新聞の作成等、自ら手を挙げて参加できるように支援し

ている。今後も利用者の選択の幅を広げられるよう、支援を行っていく。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
地域の仕事を受注することを通して、積極的に地域との交流と連携を図っている。又、SNS を

活用した情報発信により、地域福祉の向上、障害者理解の促進への取り組みを行った。また、新

型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に努

め、引き続き利用者の安全に配慮した運営を行った。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある   １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている           ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２１ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ７ 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 2/3 

緊急時の対応 3/3   

４．サービス向上の取組み ２２ 

職員研修 2/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 2/3 

利用しやすい環境整備 2/3 施設利用の促進 3/3 

利用者対応 3/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 
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適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２１／２６ 自主生産品の商品開発を通して、多くの利用者が作業

に加われるよう、個々の支援向上に努めている。 

３．事故や緊急時等への対

応 

７／ ９ 事故防止についてマニュアル作成するなど、情報を共

有できるよう努めている。 

４．サービス向上の取組み ２２／３０ 利用者が自主的に活動できるような環境設定をする

ことで、自己決定できるよう取り組みを進めている。 

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ７０／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、自主生産品については課題を決めて、多くの利

用者が作業に関われるよう工夫し取り組んでいる。 

また、マニュアルの見直しによる効率的な施設運営を推進し、残業を極力減らして働きやすい

職場の維持に努めていることを評価し、総合評価をＡと判断する。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、今後とも、情報発信力を高め、さらなる障害理解の促進を

図るとともに、活動の場を広げていくよう取り組みを促していく。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に

努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立砧工房、同分場キタミ・クリーンファーム 

施設住所：(本園)世田谷区砧 4－32－14  

(分場)世田谷区喜多見 7－3－1 

   指定管理者：社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会 

指定期間：令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

 

（２）対象者 

主に知的障害者  

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

○実施事業 

 就労継続支援Ｂ型：一般企業等での就労が困難な方に、働く場を提供すると

ともに、知識及び能力の向上のために必要な訓練を行

う。 
          本園：定員３７人 登録人数３４人 

 就労移行支援事業：一般企業等への就労を希望する方に、一定期間、就労に

必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練を行う。 
          本園：定員 ６人 登録人数 ５人 

          分場：定員１５人 登録人数 ５人 

 就労定着支援事業：就労移行支援、就労継続支援、生活介護、自立訓練の利

用を経て一般就労へ移行した障害者で、就労に伴う環境

変化により生活面の課題が生じている方に対して、一定

期間、相談を通じて就労に伴う生活面の課題を把握する

とともに、企業や関係機関等との連絡やそれに伴う課題

解決に向けて支援を行う。 

          登録人数 ７人 

【本園】 

 ＜就労継続支援Ｂ型事業＞ 

 ①作業活動    

  自主生産品  片栗粉袋詰、豆類袋詰等 

      受託作業   宅配寿司用具の封入、封入封緘作業 

      官公需    公園清掃 

②就労支援    

  喫茶体験実習の参加等 

③その他の活動  

  音楽療法（新型コロナウイルス感染症対策を徹底し実施） 
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＜就労移行支援事業＞ 

 ①作業活動     

  自主生産品  片栗粉袋詰、豆類袋詰等 

   受託作業   宅配寿司用具の封入等 

   官公需    公園清掃  

②就労支援    

 職場体験実習の参加､就労支援プログラム実施、企業面接、就労前実習の参 

 加等 

＜就労定着支援＞ 

職場定着及び継続支援  

 職場訪問、施設での面談、保健指導同行、ＯＢ会の開催等 

【分場】 

 ＜就労移行支援事業＞ 

①作業活動    

 自主生産品  サラダ菜等水耕栽培 

   受託作業   封入､緩衝材袋入れ等 

   官公需    公園清掃、自転車リサイクル 

②就労支援   職場体験実習の参加､就労支援プログラム実施、企業面 

        接、就労前実習の参加等 

【共通】 

① その他の活動  
   区心理職による個別面談（新型コロナウイルス感染症対策を徹底し実施） 

〇工賃について 

作業種目別収入  片栗粉など 47,498,725 円、受託加工 463,457 円、公園清

掃 1,787,780 円、水耕栽培 3,807,962 円  合計

53,557,924 円 

 年間工賃支払総額 16,213,420 円 

全体月平均工賃 39,642 円/人（昨年度比 3,296 円増） 

○年間行事（新型コロナウイルス感染症拡大防止により縮小し実施） 

 月 内容 月 内容 

4 月 入所式 10 月 
 

5 月  11 月 
 

6 月  12 月 
 

7 月  1 月 新年会（表彰式に変更） 

8 月 
 

2 月 
 

9 月  3 月 
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（２）利用状況 

  ①障害支援区分（事業ごと） 

 ＜本園＞ 

 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

継続 ０人 ３人 １５人 １３人 ３人 ０人 ０人 ３４人 

移行 ０人 ０人 ２人 ０人 ２人 ０人 １人 ５人 

定着 ０人 ０人 １人 １人 ２人 ０人 ３人 ７人 

 

＜分場＞ 

 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

移行 ０人 ０人 １人 ０人 ２人 ０人 ２人 ５人 

 

②障害の程度 

 

本
園 

  
身体障害者手帳 

計 

精神障害者  

保健福祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし １級 1 

愛
の
手
帳 

１度            ２級  

２度        14 14 なし 38 

３度 1  1     17 19 計 39 

４度  1      5 6   

なし             

計 1 1 1     36 39   

分
場 

  
身体障害者手帳 

計 

精神障害者  

保健福祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし １級  

愛
の
手
帳 

１度           ２級  

２度          ３級  

３度         2 2 なし  

４度        2 2 計 0 

なし  1       1   

計  1        4 5   
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（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 1 件 

・利用者が右頬に傷をつけて帰宅し、施設から何も連絡がない

と苦情があった。すぐに状況調査を行い、事実関係を報告し、

連絡がなく家族に不安を与えたことを謝罪した。 

事故 1 件 

・朝、利用者に連絡帳の提出を促すと「見せない」「帰る」と

の意思表示をしたため、止めようとした職員が怪我をする。保

護者と話し合い、支援体制が整った 8時 30 分以降に登所をお

願いする等、環境整備を行い再発防止に努めた。 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

  令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住系

サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づき、利

用者の安全を確保しながら事業継続に以下の通り取り組んだ。 

日々、施設職員及び利用者の検温等の健康管理を行うと共に、来訪者への手指消

毒、検温を実施して、感染リスクの軽減をはかった。緊急事態宣言の発令時には、利

用者・保護者には利用自粛、分散通所を依頼して協力いただいた。また、地域の方た

ちと交流をはかる機会は自粛し、その中で、施設広報誌を通し互いの情報を共有し、

その時期の都内の感染状況を鑑みながら、可能なイベントで交流を図った。 

  その他、丁寧な手洗いや手の消毒の徹底、密にならない動線の見直し、作業着の

毎日の持ち帰り、換気時間の設定、飛沫防止シートやパネルの設置、自動水栓の設

置、本園作業室（片栗粉事業）の大幅なレイアウト変更など、施設内での感染防護の

取り組みを実施した。 

 

３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 金 額（円） 備 考 

収入計 139,830,112   

 受託事業収入 138,618,782 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他の収入 1,211,330 雑収入等 

支出計 139,830,112   

 人件費 91,187,284 常勤 12 人、非常勤 7人 

 事務費 21,039,192 維持管理、給食調理委託等 

 事業費 19,176,708 利用者諸経費 

 その他支出 8,426,928 退職給付引当資産支出、繰入金支出等 

収入－支出 0   

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

 ＜授産作業の取り組み＞ 

   令和２年度は片栗粉事業が新型コロナウイルス感染拡大による施設利用者の利
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用自粛等によって生産ができず、また商品自体の需要の落ち込みもあり、収入が

大幅に減った。しかし水耕栽培では、サラダの他にブーケレタス等の新商品の売

り上げもよく昨年度より収入増となった。 

片栗粉事業の収入は減っているが、片栗粉の原材料の仕入れ経費等もあわせて

減っているので、授産全体の収益（工賃総額）は大幅に変わらず、年間では全体

の工賃総額は、昨年度並みの額を維持することができた。 

＜給食提供＞ 

  季節にちなんだメニュー、食育メニュー、利用者リクエストによる誕生日メニ 

 ュー等、豊かなメニューによる給食サービスを提供している。また嗜好カルテに 

 より、利用者の嗜好、健康状態、アレルギーの有無、食事制限などを把握し、必 

 要に応じ家族と相談しながら食事の安全性にも対応している。 

＜保護者支援、家族との連携＞ 

  新型コロナウイルス感染拡大防止により、施設行事（蔵まつり、新年会）や作 

 業体験、職員と保護者の懇親会等、保護者と職員が直接交流する機会は大幅に減 

 少した。直接要望や相談を受ける機会として、保護者役員会を今年度は年３回実 

 施をして、議事録を他の保護者に配布して情報の周知をはかった。個別支援計画 

 の振り返りとして年２回の保護者面談を実施し、これ以外にも相談等がある場合 

 は随時対応して保護者等から相談や施設運営について意見を伺う機会とした。 

  保護者への支援としては、グループホームや別の事業所の利用希望等の際に、 

 見学や実習に職員が同行する等の保護者支援を実施した。また本人や家庭の課題

について、相談支援事業所や、区のケースワーカー等が参加するケース会議を開

催し、必要な情報の共有、支援方針の検討を行った。 

  健康面や食事面では、看護師、栄養士が中心となって保護者との相談に随時応 

 じた。 

 

（２）地域との関わり 障害理解の促進 

 ＜近隣小学校、町会等との連携＞ 

学校の交流として、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、毎年参加をし

ていたイベントによる交流は減少した。施設の広報誌を送付し、学校内に回覧

してもらうことで施設の紹介に努めた。イベントは減少したものの感染症対策

を講じ、学校協議会、学校関係者評価委員会、避難所開設地域防災訓練、漢字

検定会、昔遊び授業などに参加し継続した交流を図った。 

    また町会等との連携として、平成３０年度に地元町会や自治会に加入し継続

した交流を続けている。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、毎年参加し

ていた行事や会合などは中止となったが、学校と同じく施設の広報誌を送付

し、町会の会報誌を施設内に回覧することで、互いの情報を共有することを継

続した。 

  〇地域と利用者との交流イベント 

   地域住民対象の作業体験（中止）、施設祭り（中止）、新年会（中止）、 
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   お花見会（中止） 

  〇地域イベントへの参加・協力 

   喜多見中部町会に交通安全週間時の交通監視員詰所を提供。（分場） 

  （今年度中止になったイベント） 

   砧地区緑化祭り販売、(株)メモリード地域ふれあいまつり販売、砧町町会 

   納涼盆踊り販売、法人格砧町自治会納涼盆踊り販売、各町会・自治会等主催の 
   新年会 
 ＜地域団体との交流＞ 

   世田谷区砧エリア自立支援協議会へ主任支援員が運営委員として参画し、地域

の障害者をとりまく課題にむけて意見交換やアンケートの結果を取りまとめ協議

会に報告した。また地域親の会との連携として、世田谷区手をつなぐ親の会が実

施する「体験型余暇活動」は中止となったが、「喫茶ぴあ」の体験実習には５人

が参加し、「喫茶 JOY」の体験実習には１人が参加した。親の会総会については

参加できなかったが、保護者会役員の親の会担当の方や、会報等により情報を得

ることができ、交流の継続に努めた。 

 ＜ボランティアの募集・活用＞ 

   新型コロナウイルス感染防止のため、体験ボランティアの受け入れができず、

令和２年度は自宅できるボランティア活動に参画し、地域の学生から手作りの

「新型コロナウイルス感染拡大防止ポスター」を寄与してもらった。 

 

（３）危機管理 

 ＜緊急時対応等＞ 

新型コロナウイルス感染拡大による「緊急事態宣言」の発令から、利用者・保護

者には利用自粛、分散通所のお願いをし、ほとんどの方が協力に応じていただいた。

また施設内では、自粛の間に、様々な感染予防対策を講じ、利用者受け入れの準備

に備えた。通所時および施設内でのマスクの着用、通所前の検温と連絡帳への記載、

丁寧な手洗いや手の消毒の徹底、密にならない動線の見直し、作業着の毎日の持ち

帰り、換気時間の設定、飛沫防止シートやパネルの設置、自動水栓の設置など考え

られることは行ってきた。その結果、幸いにも陽性者発生時にも、濃厚接触者の発

生なく事業が継続できた。また、普通救命講習を初めて受ける方に優先して受講し

てもらい、緊急時の知識を深めた。 

  ＜大規模地震・災害対応＞ 

   令和２年度は世田谷区福祉避難所施設連絡会に参加した。福祉避難所マニュア

ルを作成し、福祉避難所開設訓練として、区が作成したデモンストレーション訓

練を職員で実行した。実際に開設された時のイメージと対応方法を学び、緊急時

に速やかに対応できるよう職員とともに備えた。 

また防災備蓄用品の食料品の賞味期限の確認や入れ替え等、備蓄用品の点検を

実施した。利用者の通勤経路や自宅所在地、緊急連絡先を把握しており、災害時の

おける利用者対応に備えている。さらに山野小学校避難所開設運営委員会、ならび
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に避難訓練に参加し、地域の避難所との連携を確認している。 

 ＜環境整備＞ 

   防犯対策として、本園・分場ともに防犯カメラ、インターホン、警備会社への 

  通報装置を設置しており、万が一の場合の対応に備えている。本園の照明につい 

  て LED 式に改修し、日常の消費電力を抑える環境を整えた。AED を玄関に設置し 

  同時に職員に使用講習会に参加してもらい、緊急時の対応ができる環境を整え 

  た。施設の建築物の老朽化対策等として、本園男性トイレ個室扉の修繕、女性ト 

  イレ・更衣室の壁修繕、女性トイレの洋式化、分場の給湯設備設置、農場の雨セ 

  ンサーの修繕等を実施した。 

   本園作業室については、感染拡大防止対策として、利用者の作業空間を確保す 

  るために、大幅なレイアウト変更を実施した。 

 

（４）人材育成・活用 

 ＜人材育成＞ 

   令和２年度は実施予定の研修が、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

になるなど、研修機会が減少した。その中で webによる参加ができる研修を探
し、職員に必要なスキルの研修を実施し、職員会議の際に研修報告会を開催して

職員全体で知識やスキルを共有する機会としている。また法人の職種別や階層別

研修があり、令和２年度は新任研修に参加するなど法人の研修要綱及び個人の研

修計画に基づいて人材育成を計画的に実施した。日常の職員育成としては、終礼

などの時間にその日の業務の振り返りを行い、支援に対するアドバイス・指導を

行っている。 

  〇研修実績：所外研修（web 含む）参加１５回 所内研修１回 

        普通救命講習４回 

 ＜人事について＞ 

   法人の人事考課により職員各自が自分の課題を明確にし、上司によるアドバイ

スを受けることで、福祉人材としてのスキル向上につながっている。また職員の

メンタルヘルスに配慮し、職員が働きやすい環境をつくるためにさまざまな機会

を設け職員に周知した。分場においては高齢者の雇用を２人実施しており、高齢

者の安定した雇用に繋げている。さらに当施設は都への申請で提出する加算とし

て、「人員配置体制加算Ⅰ（手厚い人員配置をしている事業者を評価する加算）」

について一番高い加算を取得しており、手厚い人員体制の配置を行っている。 

  〇法人として 

   「ストレスチェック制度実施規程」に基づき「ストレスチェック」を実施。 

   （令和３年２月１５日～２月２８日まで実施）「職員の悩みごと相談窓口」 

  〇その他 

   東京都福祉人材センター「ふくしの仕事何でも相談」 

   東京メンタルヘルスカウンセラーセンターと法人契約 

 ＜人材活用＞ 
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    職員は施設内の運営だけに従事するだけでなく、その持てるスキルを発揮す

るために、世田谷区や法人、関係団体の各種会合や委員会などに積極的に参画

している。関係団体として、学校協議会、学校評価委員会、自立支援協議会、

区内施設看護師連絡会、区分認定審査委員会、東京障害者技能競技大会専門員

委員会に関わりをもっている。 

 

５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

 ＜地域生活支援の充実について＞ 

   地域生活支援として、令和２年度はＧＨや短期入所の利用をすすめた。新規ＧＨ

の開設や空き部屋の情報があった際は、随時保護者に情報提供をした。また現在Ｇ

Ｈ利用中のケースについても、ＧＨ職員と関係者会議を開催して課題を解決した

り、健康状態については栄養士や看護師に協力を得て改善をはかった。今後も利用

者のニーズに沿ってきめ細やかに情報提供し、職員間で情報共有することで支援の

充実を図っていく。 

 ＜防犯対策について＞ 

   防犯カメラ、モニター、インターホンを設置していただいたので、来訪者につ

いて随時確認ができるようになっている。また職員には不審者が来所した際の対 

  応を周知しており、緊急通報システムにより警備会社に連絡もできる。また施設

退館時には、最終確認リストにて、戸締り等を徹底している。今後も継続して職

員間で緊急時の対応を確認徹底し、防犯対策に努めていく。 

 ＜就労移行・定着支援について＞ 

  移行支援事業において、利用者の就労者は本園で１人、分場で２人、就労定着 

 支援事業では就労者に定着支援事業の利用をすすめ、現在７人の登録者となる。 

  定着支援事業利用者以外の就労 OB の方については、OB 会定例会を月１回平日 

 の夕方に開催し（本来は月２回で定例会と行事）、職場での近況を確認しながら 

 アフターケアの一つとしている。今後も利用者とのコミュニケーションを図りな 

がら、 安定的な就労移行、定着につなげていきたい。 

  

 ＜作業、工賃について＞ 

作業について、砧工房の中心的な作業である片栗粉事業や水耕栽培事業は、利

用者にとって安定的な作業となっており、利用者支援に様々なメリットを生んで

いる。高い平均工賃は、利用者の自立した生活の糧となり、また施設報酬にも寄

与し、事業継続に安定性・継続性をもたらしている。さらに安定的な作業は、個

別支援計画の作成・見直しの際も、目で見える客観的な評価となり、支援にも有

効に活用できている。 

また工賃について、令和２年度の就労継続支援Ｂ型事業の利用者の平均工賃は

42,274 円となり、昨年度の平均工賃 33,360 円より約 9,000 円程度向上した。今

後もさらなる工賃向上を目指して支援を行っていく。 

 ＜地域とのかかわりについて＞ 
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   今年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止により、直接、地域の方たちと交

流をはかる機会は大幅に減少した。その中で、施設広報誌を通し互いの情報を共

有し、その時期の都内の感染状況を鑑みながら、可能なイベントで交流を図っ

た。地域の相談支援事業所が実施するモニタリングについて、施設の部屋を提供

することで、施設の状況の説明だけでなく、生活全般や将来のことまで、一緒に

考える機会とすることができた。今後も継続して協力しながら検討を行っていき

たい。 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
制限された活動の中で利用者の将来の地域移行への実現を見据え、関係各所と連携し、できう

る限り本人の特性に合わせた取り組みを行った。また、新型コロナウイルス感染症の対応につい

て、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮した運

営を行った。 
② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある    １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている            ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要とな

る） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２１ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ６ 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 2/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２１ 

職員研修 2/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 2/3 

利用しやすい環境整備 3/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 
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１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２１／２６ 地域交流は減少したが、広報誌を小学校で回覧して

もらう等、交流の継続を図っている。 
３．事故や緊急時等への対

応 

６／ ９  

４．サービス向上の取組み ２１／３０ 感染症対策を講じつつ、製品の生産や新商品の販売

等を実施し工賃向上に努めた。 
５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ６８／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、感染症対策を講じつつ地域との情報交流を図り

障害理解の促進に努め、継続した製品の生産や新商品の販売等工賃向上に向けた取り組みを評価

し、総合評価を Aと判断する。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、今後も地域福祉の拠点として地域との情報交流を継続さ

せ、協働関係の構築に向けた取り組みを促していく。新型コロナウイルス感染症の対応につい

て、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮した運

営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立烏山福祉作業所 

施設住所：東京都世田谷区北烏山１－２９－１５ 

   指定管理者：社会福祉法人武蔵野会 

指定期間：平成３０年４月１日～令和５年３月３１日 

 

（２）対象者 

主に知的障害者 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

①実施事業 

 就労継続支援Ｂ型事業：一般企業等での就労が困難な方に、働く場を提供

するとともに、知識及び能力の向上のために必要

な訓練を行う。 

定員 ６６人 登録人数 ５２人 

②概要 

利用者支援については、武蔵野会の理念である「自分を愛するようにあ

なたの隣人を愛せよ」に基づき、利用者一人ひとりの立場に立って人権を

尊重し擁護する。 

③施設内活動  

受注作業      企業からの封入封緘等の作業、飴の箱詰め等 

官公需       公園清掃、雑巾の縫製、リサイクル自転車 

自主生産      刺繍製品、織物、製菓（菓子・ジャム） 

クラブ活動     ・音楽クラブ、文化・芸術クラブ、スポーツクラブ 

その他活動          ・販売活動、ミニ運動会、VR ツアー 

④工賃について 

 作業種目別収入  受託加工 2,225,046 円、自主生産 1,274,930 円、 

自主生産 1,274,930 円、官公需 2,280,379 円   

合計 5,780,355 円 

年間工賃支払総額 4,801,890 円 

全体月平均工賃 7,833 円/人（昨年度比 1,293 円減） 

⑤施設外活動     今年度は新型コロナウイルス感染症予防のため実施

なし。 
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⑥年間行事（新型コロナウイルス感染症予防のため規模を縮小して実施） 

月 内      容 月 内      容 

4 月 入所式 10 月 ミニ運動会 

5 月  11 月 映画上映会 

6 月  12 月 
スポーツの集い 

仕事納め会（もちつき） 

7 月  1 月 新成人を祝う会・新年会 

8 月  2 月 東京 VR ツアー 

9 月  3 月  
 

 

（２）利用状況 

①障害支援区分 

 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

継続 ０人 ４人 ２１人 １７人 ４人 ０人 ６人 ５２人 

 

②障害の程度 

  
身体障害者手帳 

計 
 
精神障害者保

健福祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級 0 人 

愛
の
手
帳 

１度         0 人  ２級 0 人 

２度  2 人 1 人     15 人 18 人  なし 52 人 

３度 1 人 1 人 1 人 1 人 2 人   23 人 29 人  計 52 人 

４度    1 人    4 人 5 人      

なし         0 人      

計 1 人 3 人 2 人 2 人 2 人 0 人 0 人 42 人 52 人      

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 0 件 ― 

事故 0 件 ― 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、利用者の安全を確保しながら事業継続に取り組んだ。 

日々、施設職員及び利用者の体温計測等の健康管理を行うとともに、マスクの

着用、手指の消毒、食堂に飛沫感染防止の仕切りを設置、定期的な換気をするな

ど感染症予防対策を徹底した。委託業者や来所者に対しても同様に基本的な対応

とし、なるべく施設への出入りが抑えられるよう配慮した。またイベントの自
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粛・規模縮小や、ボランティア等の来所者の人数調整、避難訓練時炊き出しを中

止する等集団感染リスクの低減を図り、施設職員及び利用者本人への感染は防ぐ

ことができた。さらに区の社会的検査で PCR 検査やスクリーニング検査など積極

的に受検をし、事前予防に努めた。 

 

３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 金 額（円） 備 考 

収入計 140,601,354   

 受託事業収入 132,242,229 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他収入 8,359,125 雑収入等 

支出計 140,601,354   

 人件費 82,219,283 常勤 11 人、非常勤 3人 

 事務費 17,453,123 維持管理、給食調理委託等 

 事業費 13,298,426 利用者諸経費 

 その他 27,630,522 法人事務費、賞与引当金等 

収入－支出 0   

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜支援方針＞ 

一人ひとりの強みを発揮しながら日々の働く喜びや、やりがいを見出し、社

会参加を図っていける支援の実践をめざした。新型コロナウイルス感染症が収

束していない中で、社会参加を自粛せざるを得ないことが多かったが、就労支

援としては、新たに地域に出かけて作業をする機会をつくり出せた。また、地

区や地域の福祉ニーズに合わせた事業展開に努めた。法人の同期の計画・目標

に合わせ、地区の４施設と連携を図りながら取り組んだ。 

＜人権擁護への取り組み＞ 

人権尊重と擁護、ノーマライゼーションの推進、プライバシーの保護(個人情

報保護規程の遵守)、身体拘束・体罰・虐待の禁止（職員倫理綱領）については

法人規定に基づいて厳守した。全職員を対象としたセルフチェックリストを活

用するなど、日頃の支援の振り返りを継続して行った。また、施設内外での研

修参加や委員会による意識の維持、強化を図った。 

＜工賃向上の取り組みの継続＞ 

自主生産、官公需、受託加工のうち、自主生産品はすでに取り組み始めてい

る商品開発、販路、マーケティングの視点での検討と分析を継続的に行った。

年度当初から新型コロナウイルス感染症感染拡大により、自主生産・受託加工

の収入が著しく減少した。年度途中から新規の受注作業を営業により獲得する

などし、１１月当たりからやや回復傾向となった。自主生産品も販売会の機会
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がなくなり、区役所での販売のみとなったが、グルテンフリーの米粉パンの商

品化をし、保育園等に営業を行った。 

また、SDGs につながる地産地消など地域に密着した商品開発にも力を入 

れ、地域と繋がる仕事づくりにも取り組んだ。特に「世田谷みやげ」に登録さ

れたジャムは、地域よりジャム用果実の寄付を多々受け、収穫、加工、販売を

通して地域交流となり、障害理解の促進へと繋がる結果となった。 

 

（２）地域との関わり 障害理解の促進 

＜地域のイベントへの参加＞ 

法人の区内施設合同で「クローバーアート展」を開催した。区の障害福祉計画、

区のノーマライゼーションプランに即した芸術文化活動としてオンライン上で

開催した。関係団体のホームページへリンクの貼り付けをしていただき、関係団

体はもとより多くの方から反響を受けた。意見としては展示会を中止ではなく工

夫して実施したことへの喜びの意見が多かった。 

＜ボランティアの募集・活用＞ 

コロナ禍で受入を控えた時期も続いたが、新規のボランティアの獲得に向け、

連絡を密にし、広報に力を入れ取り組んだ。継続的に関係機関に情報提供などの

協力を仰いだ。 

＜職場体験の受け入れ＞ 

特別支援学校生徒の実習生を受け入れ、就労体験の機会提供と利用判定のため

関係機関と確認をしながら、なるべく希望に沿った形での実習受け入れを行った。 

 

（３）危機管理 

＜防災＞ 

施設内の避難訓練は定期的に実施し、火災や地震から安全に身を守る訓練を行

った。災害時訓練として例年取り組んでいる地域と共同で行う避難訓練と炊き出

し訓練については、新型コロナウイルス感染症防止のため中止とした。施設内に

リスクマネジメント委員会を設け、支援方法や環境整備等の改善に役立てた。  

＜防犯＞  

防犯カメラ４台と事務所内にモニターを設置している。職員へ操作方法を周 

知し、常に監視できる体制を整えている。また不審者対応マニュアルを整備し、

職員へ周知を徹底している。また、警備会社と業務委託契約を結び、夜間・休日

等の職員不在時に備えている。 

  ＜衛生管理＞ 

    以前より施設全体でインフルエンザやノロウイルスに対する予防の取り組み

を行ってきた。そのため、新型コロナウイルス感染症対策として利用者・職員

には、起床時の検温、体調管理の変化等の把握に努めるなど速やかな対応がで

きた。３密の回避、マスク着用や手洗いなど基本的な感染症防止対策をすると

ともに、利用者・家族の安心のためにも区の社会的検査で PCR 検査やスクリー
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ニング検査など積極的に受検をした。 

 

（４）人材育成・活用 

＜研修・研修計画＞ 

年間研修計画に基づき、法人、施設、外部の研修に参加した。令和２年度につ

いては、オンラインで開催される研修を中心に受講を行った。また法人の区内

事業所合同での研修会で、次期の中期計画に向けた現状分析としてＳＷＯＴ分

析を活用した研修会を実施し、この報告をもとに次年度の計画に繋げた。さら

に当施設は都への申請で提出する加算として、「人員配置体制加算Ⅰ（手厚い

人員配置をしている事業者を評価する加算）」と「福祉専門職員配置等加算Ⅰ

（福祉専門職員の配置を評価する加算）」について一番高い加算を取得してお

り、手厚い人員体制と専門性の高い職員の配置を行っている。そして高齢者の

雇用を継続しており施設として職員の安定的な雇用に繋げている。 

〇研修内容 

オンラインによるもの：障害者施設職員支援力向上研修／サービス管理責任者

研修／相談支援初任者研修／障害者施設職員改装研修（新任） 

法人研修：実践事例報告会法人研修／職員階層別研修（中堅）／虐待防止研修

／福祉従事者向けクレーム対応研修／記録の書き方研修／キャリアデザイン研

修法人研修／マネジメント研修 

＜ボランティアの募集・活用＞ 

ボランティアの受け入れ窓口として、担当職員を配置して新規ボランティアの

獲得と継続的な受け入れができるよう調整を行った。今年度は日常的な作業ボラ

ンティアの受け入れは基本的に見合わせたが、自主生産品の商品開発や出店販売

等の製菓ボランティアを定期的に受け入れ、合計して４４人の受け入れを行った。

ボランティアの方には作業所の様子などを書面にまとめて郵送し、電話等で近況

を伝え、関係性が途絶えないように定期的な発信や連絡等を行った。 

＜実習生の受け入れ＞ 

年間を通して利用者支援に支障のない範囲で、希望に応じながら次世代の福祉

を担う人材育成の観点から受け入れを行った。今年度は、新型コロナウイルス感

染防止の観点から当初予定していた実習の辞退もあったが、先方からの要望等に

応じ保育実習の受け入れを行った。今回は合計して１１人の受け入れを行った。 

 
５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

 （１）第三者評価について 

令和元年度に「福祉サービス第三者評価」を受審した。さらなる改善が望まれる

点として３項目について指摘され、令和２年度は下記内容の改善を行った。今後も

継続して実践することでサービスの質の向上を図っていく。 

①「作業に伴う収入の目標額や推移については、どのような形で伝えていくか 

検討していく」については、家族向けの連絡会などの機会に、収入の目標額や
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推移に加え、自主生産品の種類、材料費、フルーツジャムは季節ごとの移り変

わりなど、資料にまとめ伝えることができた。 

②「事業所としての事業継続計画を形にしていく」については、災害時などに 

対応できるよう法人で事業継続計画を作成している。区の福祉避難所の連絡会

に参加した。マニュアルを確認し、災害発生時の法人の連携などについて確認

した。また訓練も実施した。 

③「「地域に出ていく」「施設に招く」活動を継続していく。」については、新型 

コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、施設内外でのイベント等の実施は

見合わせたが、新規の請負作業では、マンション清掃など利用者自身が地域に

出て作業を行った。さらにジャム作りで使用する果実の収穫などにも利用者が

積極的に参加できた。 

（２）作業、工賃について 

和菓子や、季節のイベントに合わせた商品を提案するなど、新商品開発に力を入

れている。グルテンフリーの米粉パンをはじめアレルギーに対応した製品づくり

を行い、他施設商品との違いを打ち出すことで、新鮮でオリジナルな視点を持ち続

けるよう努めている。施設の独自ブランド「工房 asi（あし）」に加え、米粉を用い

た商品には「八十八屋」というブランドを立ち上げ、販路の拡大と工賃向上へ繋げ

られるよう推進していく。 

（３）就労継続支援について 

   都内有名菓子メーカーの下請け作業を受注しながら、メーカーの業務の手法、

管理方法を学ぶなど、作業を請け負うのみではなく、向上心と学ぶ姿勢を持ち、

外部受注の対応にあたっている。その経験は、施設が自主製作する菓子製造業務

へ活かされ、商品の質の向上と、利用者の就労指導へと繋げられている。 

   また、コロナ禍で受注作業が減少したこともあり、新規作業獲得に向けて営業

活動を行い、皮の軍手を袋に入れる作業とアパート清掃の作業を新規に開始した。

次年度も支援を工夫し、利用者支援の向上を図る。 

（４）地域とのかかわり 

   コロナ禍ではあるが、地域に根差した開かれた誰でも気軽に立ち寄れる施設を

目指し取り組んだ。作業で行っている公園やアパート、駐輪場の清掃やジャムで

使用する果実収穫などの就労支援を通して、利用者が地域で働くことや地域との

関係性を高め、障害理解を推進する原動力の一つとなっている。今後も地域交流

や地域貢献を積極的に取り組み、顔が見える関係を継続することで障害理解の促

進を目指す。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
地域で活動できる場を広げ、地域交流を通じて利用者が社会参加できるよう取り組みを行っ

た。また、新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染

の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営を行った。 
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② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある   １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている           ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２１ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ７ 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２１ 

職員研修 2/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 2/3 

利用しやすい環境整備 3/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２１／２６ 利用者自身が地域に出て作業をする等、地域福祉の向

上に貢献している。 

３．事故や緊急時等への対

応 

７／ ９ 施設内にリスクマネジメント委員会を設け、支援方法

や環境整備等の改善を図った。 

４．サービス向上の取組み ２１／３０ 地産地消など地域に密着した商品開発に努めている。 

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ６９／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、利用者が地域へ出ていくことで地域交流と障害

理解の促進を図っている。また、地産地消など地域に密着した商品開発を行っている点を評価

し、総合評価を Aとする。 
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⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、今後も地産地消など地域に密着した商品開発をすること

で、協働関係を構築する取り組みを促していく。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に

努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立梅丘ウッドペッカーの森 

施設住所：世田谷区松原６－４－１ 地下１階 

   指定管理者：特定非営利活動法人ウッドペッカーの森 

指定期間：平成２８年４月１日～令和３年３月３１日 

（２）対象者 

主に精神障害者 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

①実施事業 

生活介護事業：介護を必要とする方に、昼間、入浴・排せつ・食事の介護

などを行うとともに創作的活動または生産活動の機会を提

供する。 

     定員  ６人 登録人数 １１人 

就労継続支援Ｂ型：一般企業等での就労が困難な方に、働く場を提供する

とともに、知識及び能力の向上のために必要な訓練を

行う。 

    定員 １４人 登録人数 ３１人 

②概要 

生活介護事業と就労継続支援 B型事業での多機能事業所として、触法障害

者等の支援困難ケースのほか、高次脳機能障害や発達障害、他障害との重複

ケースの受け入れを行い、専門的支援や他機関連携、積極的なアウトリーチ

支援により、利用者の地域生活の基盤の安定を図る。 

③施設内活動 

 作業訓練：ネジ袋詰め、ゴルフボール袋詰め等の軽作業 

      自主生産品作成作業 

 健康づくり：運動指導・健康指導等 

 その他：囲碁教室・調理・ミーティング 

④工賃について 

作業種目別収入  ネジ詰め作業 246,292 円、ゴルフボール選別・袋詰め

作業 708,000 円、アクセサリー値付け・袋詰め作業 

209,518 円、メール便配達作業 8,511 円、熱中症シー

ト封入作業  138,450 円、共同作業（ライオン誌発送

準備作業・病児保育案内発送準備作業） 52,000 円自

主生産品販売 128,900 円 

年間工賃支払総額 1,444,236 円 

全体月平均工賃  全体 4,091 円/人（昨年度比 72 円減） 

          B 型   4,456 円/人（昨年度比３５円増） 

          生活介護 3,206 円/人（昨年度比２９９円減） 

⑤施設外活動 
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 作業訓練：ライオンズクラブ会報発送作業、区内事業所共同作業等 

⑥外出活動：（新型コロナウイルス感染防止のため中止） 

⑦年間行事（新型コロナウイルス感染症のため規模を縮小し実施） 

月 内      容 月 内      容 

4 月  10 月  

5 月  11 月  

6 月  12 月 食事会 

7 月  1 月  

8 月  2 月  

9 月  3 月 コンサート開催（オンライン配信） 
 

（ 

２）利用状況 

① 障害支援区分 

 区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

生活 ０人 ３人 ３人 ４人 ０人 ０人 １人 １１人 

継続 ０人 ０人 ３人 ２人 ６人 ０人 ２０人 ３１人 

 

② 障害の程度 

【
生
活
介
護
】 

  
身体障害者手帳 

計 
 
精神障害者保健

福祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級 1 人 

愛
の
手
帳 

１度         0 人  ２級 6 人 

２度         0 人  ３級 1 人 

３度        1 人 1 人  非該当 2 人 

４度 1 人    1 人    2 人  未申請 0 人 

なし  1 人   2 人   5 人 8 人  不明 1 人 

計 1 人 1 人 0 人 0 人 3 人 0 人 0 人 6 人 11 人  計 11 人 

 

【
就
労
継
続
】 

  
身体障害者手帳 

計 
 
精神障害者保健福

祉手帳 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  1 人 

愛
の
手
帳 

１度         0 人  ２級 18 人 

２度         0 人  ３級 9 人 

３度        1 人 1 人  非該当 3 人 

４度        2 人 2 人  未申請 0 人 

なし  1 人   4 人   23 人 28 人  不明  0 人 

計 0 人 1 人 0 人 0 人 4 人 0 人 0 人 26 人 31 人  計 31 人 
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（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 0 件  

事故 0 件  

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、事業継続にあたって、以下のとおり取り組んだ。 

新型コロナウイルス感染マニュアルを整備し、利用者の安全を確保しながら、

令和２年度二度の緊急事態宣言中も含め事業継続に取り組んだ。毎日、施設職員

及び利用者の体温計測等の健康管理を実施するとともに、マスク着用やパーテー

ション設置、日常的な換気等による三密の回避、来所者の手指消毒と施設内消毒

の徹底、施設職員はもとより利用者・家族等への感染防止に関する意識向上への

支援や協力依頼を行った。また、委託業者などの来所者に対しては極力施設内に

立ち入らせず、玄関など限られた場所で対応した。このような対策を日々講じる

ことで集団感染リスクの低減を図り、施設職員及び利用者本人への感染は防ぐこ

とができた。 

 

３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 金 額（円） 備 考 

収入計 53,995,287  

受託事業収入 53,508,287 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他 487,000 雑収入等 

支出計 53,995,287  

 人件費 45,693,983 常勤５人、非常勤４人、嘱託医１人等 

 事務費 5,511,304 給食購入費、消耗品費、修繕費等 

 事業費 2,525,000 利用者諸経費等 

 その他 265,000 授産消耗品等 

収入－支出 0  

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜支援のアピールポイント＞ 

「疾病および障害についてお互いに理解しあい、一人ひとりが安心して過ご

せる場」というあり方を基本に、利用者の自立と社会参加を図っている。また、

就労継続支援 B型は「人員配置体制加算Ⅰ（手厚い人員配置をしている事業者
を評価する加算）」、また生活介護・就労継続支援 B型は「福祉専門職員配置等
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加算Ⅰ（福祉専門職員の配置を評価する加算）」を取得しており、手厚い人員体

制と専門性の高い職員の配置を行っている中、生活介護事業と就労継続支援Ｂ

型事業を一体的に運営しており、重複障害者・高齢障害者のほか、高次脳機能

障害者・発達障害者、他事業所では受け入れ困難なケース等を優先的に受け入

れている。 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症への不安や長引くコロナ禍の生活

でのストレス等により、調子を崩したり、生活リズムが崩れる利用者が増えた。

そのため、不安やストレスの解消に向け、より丁寧な相談対応やさまざまな思

いの共有への工夫、生活支援や関係機関との日常的な連携等に力を入れ一人ひ

とりが「安心」して地域生活が継続できるよう支援した。 

・関係機関との連携（５６２件） 

・カンファレンス実施（１７件） 

・訪問等のアウトリーチ支援（８７件） 

＜就労支援の取り組み＞ 

作業工程の細分化や補助具の開発により、一人ひとりの状況に合わせて仕事

を作り出すこと、また利用者個々のペースに合わせた作業環境等の提供により、

自信の回復や働く意欲の向上を目指し、やりがいや生きがいに繋げるべくその

人らしく「はたらく」ことを支援した。 

令和２年度、新規作業としてメール便の配達を導入したが、特に所内での軽

作業が苦手な利用者にとってやりがいのある作業となった。また、自主生産品

の松ぼっくり等を使用した製品が売り上げにつながり、作業工程の工夫により

利用者の様々な能力発揮の場となり得る可能性が広がった。 

＜健康管理＞ 

利用者の健康増進のために、疾病管理や食事・運動等さまざまな側面から健

康への意識を高める支援を実施した。 

今年度は、新型コロナウイルス感染防止のため医療相談や健康教室等の各種

講座の実施は中止したが、運動指導士や区専門相談との連携により、一人ひと

りが健康づくりのための健康目標を設定した『健康すごろく』を活用しながら

年間を通して自身の健康を意識して生活することに力を入れた。また、運動指

導はオンラインを活用し、定期的に専門的な指導を受ける機会を継続した。 

・運動指導（月２回） 

・栄養指導、食生活指導（随時） 

 

（２）地域との関わり 障害理解の促進 

＜地域との関わり＞ 

新型コロナウイルス感染防止により、地域のバザーやイベントはすべて中止

となったため、施設や利用者が地域と関わる機会や社会参加できる機会は失わ

れる結果となった。 

しかし、日常生活の中で買い物や理美容等への同行支援により一人ひとりの
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利用者が安心して利用できる場所を広げることで、障害者の地域生活や施設運

営に対する理解を深めてもらうことにつなげた。また、事業所や障害理解に関

するメッセージを入れて森のつどいコンサートをオンライン配信したところ、

例年の、会場開催でご来場いただく３倍以上の多くの方に視聴してもらい、新

たに障害者や障害福祉サービスを知ってもらうきっかけづくりができ、今後も

開催を検討したい。 

＜地域や他施設との連携＞ 

イベント等の開催はほとんどが中止されたため、利用者が直接参加すること

はできなかったが、商店街や地域の他施設・機関と連携し、コロナ禍での生活

や支援、感染防止策等の情報交換や状況共有、オンラインを活用した地域啓発

の検討を行うとともに、共同受注作業等に積極的に参加・協力した。 

・世田谷区自立支援協議会 

・世田谷区精神障害者通所事業所連絡会 

・北沢地区連絡会 

・世田谷セレ部 

・世田谷区精神保健福祉４団体代表者協議会 
    ・とうきょう会議 
   ＜ボランティアの募集・活用＞ 

新型コロナウイルス感染防止のため、緊急事態宣言中の受け入れ中止やそれ

以外も所内の人数調整を行いつつの受け入れとなったが、障害者への理解を深

める機会として、また人間関係や日常生活において固定化しがちな所内に、“新

鮮な風”を運んでくれる存在として、ボランティアを受け入れた。多くのボラ

ンティアが入ることで、利用者の社会生活や視野が広がり、楽しみを増やす機

会にも役立った。 
・ボランティア受け入れ  年間延べ１０２人 

（内訳）日常活動９４人、行事３人、囲碁教室５人 

 

（３）危機管理 

＜災害対策＞ 

 ①防災訓練 

毎月１回、さまざまな災害を想定しての避難訓練や防災指導を行い、職員・

利用者ともに避難方法等の習得や避難手順の確認を行った。また安全確保のた

めの所内の物品等の置き方の工夫や要介助・要支援利用者への対応方法の検討

などの課題や問題の改善も進めた。避難訓練については、利用者・家族のアン

ケートでも「ためになる」「いざというとき安心」「継続してほしい」と高い評

価を受けた。 

   ②防災情報収集管理 
    利用者一人ひとりからの防災情報（緊急連絡先・医療機関連絡先・服薬情報・

広域避難場所・避難所・支援関係者等）を年 1 回見直しつつ管理することで災
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害時の利用者対応に備えた。 

   ③施設設備および備蓄品チェック 

    災害に備え、年一回定期的に施設安全対策チェックリストや備蓄品リスト等

に沿って確認し安全性を高めた。 

  ＜健康衛生管理＞ 

①日常の健康チェック 
     来所時に利用者から体調に関する情報を得るほか、観察等によって健康状態

の把握や必要に応じて服薬や血圧等のチェックを行い、適切な対応に努めた。 
     また、所内に関連ポスターを掲示しての情報提供、関係機関と連携し日常の

中での運動や食事内容に関する指導・助言を行い、利用者の健康に関する意識

を高めるための支援を行った。 
    ②定期健康診断 
    1 年に 1 回の定期健康診断受診により健康状態の把握を行い、疾病の早期発 

見等健康維持・増進など健康管理への支援を行った。 

＜衛生管理および感染症対策＞ 
①衛生管理 

    衛生管理マニュアルに沿った、室内の換気、所内の清掃、廃棄物保管場所の

管理、食料品保管状況の点検、衛生害虫の点検・防除等の環境保全を通して、利

用者の健康を確保した。 
②感染症対策 

    新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ、ノロウイルス等の感染症の発

生や蔓延が起こらないよう、国や都、および世田谷区保健所等の情報を収集し、

適切な対策を行った。 
     特に令和２年度当初に整備した新型コロナウイルス感染症対応マニュアルに

沿って、手洗いの励行、手指の消毒、施設内の消毒、マスク着用、来所時の検

温と健康チェック、不要不急の外出の自粛をはじめ、三密の回避策として、室

内換気の工夫と徹底、必要に応じた通所自粛および通所調整の要請、フェイス

シールド・卓上パーテーションの導入等のほか、最も利用者が集中する金曜日

午前中に梅丘パークホールを利用することにより事業所内の人数を減らす工夫

も行った。また、職員については定期的な PCR 検査やスクリーニング検査を実

施し、利用者への感染を防ぎ安全な事業所運営が継続できるよう努めた。 

令和２年度、インフルエンザ、ノロウイルスの感染者はなかった。新型コロ 

ナウイルス感染症については、12 月下旬に活動に協力していたボランティアが

感染したが、事業所内の感染防止策により、利用者・職員とも濃厚接触者には

該当せず、その後も感染者は出なかった。 

＜リスクマネジメント体制＞ 

事故を未然に防ぎ施設の安全性・信頼度を高めるために、日常のヒヤリハッ

トの蓄積と定期的な分析・改善への対応を行い、安全への環境改善を進めた。

毎日の振り返りでヒヤリハットの確認を行うことで、職員の安全への意識も向
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上し、早急な改善への対応も可能にした。 

     また、今年度は新型コロナウイルス感染症についての感染防止や対応に関す

るマニュアルを整備し、さらに BCP 作成に着手した。利用者・家族にも説明を

行い、適切な対策・対応の徹底を図った。 

 

（４）人材育成・活用 

＜研修内容＞ 

個々人の職員の毎年の研修目標に沿って、障害者 1名（手帳保持）、高齢者 2
名（70歳以上）を含む各職員の状況や希望に合わせて計画的にＯＪＴを通じた
職員間の育成や内部・外部研修を実施し、職員の知識・技術の向上に努めた。

また、研修終了後は全体に周知しその内容を共有するとともに、必要に応じて

フォローアップを行うことにより、事業所全体のサービスの質の向上が図れた。 

＊内部研修参加：延べ５６人 

（職員としての基本姿勢、権利擁護、虐待防止、個人情報保護、緊急時対応等） 

＊外部研修参加：延べ１１人 

（精神保健福祉研修、支援技術研修、虐待防止、ピア養成講座等） 

＜職員メンタルヘルス等＞ 

人材育成体制の整備として、半年ごとの定期的な振り返りとセルフチェック

に加え、年１回の評価（自己評価・施設長評価）により、各職員の状況を把握し

必要に応じてスーパーバイズや勤務調整等を行いメンタルヘルスの管理や自己

啓発につなげた。一人ひとりの職員のモチベーションアップや活性化につなげ、

やりがいをもって仕事をし、質を向上しつつサービス提供を続けていくために、

今後も人材育成体制の整備についての検討を続けていく。 

＜実習生の受け入れ＞ 

広義の支援者としての実習生を積極的に受け入れ、その人材育成に協力した。 

＊年間受け入れ数：延べ６２人 

（内訳）福祉関係学生３２人、看護学生３０人 

 

５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

（１）利用者・家族に施設運営に関するアンケートを行ったところ、作業所の方針や

取り組みに関しては概ね理解を得ていると評価できる結果であった。要望・意見は

次年度計画の参考にし、更なるサービス向上に繋げていく。 

①コロナ禍での安全で安心できる運営の継続 

さまざまな感染対策を講じることで利用者・職員の感染を防ぎ、利用者の生活

の中で大切な居場所・行き場所である施設の運営を継続した。また、今までの生

活の根底を崩される事態の中で、不安による病状への影響が大きく、変化への適

応も困難な利用者に対し、日常のあらゆる場面での不安や大変さ等の思い、生活

の工夫や楽しみ方を共有するとともに、より丁寧な相談対応や関係機関との連携

強化により、助け合い、支え合いながら安心できる場を維持した。 
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利用者からは「一人じゃないから安心」「ここがあって本当に助かった」「ウッ

ドに来れば今まで通りの生活ができる」等の言葉が聞かれ、事業継続の大切さを

痛感した。今年度着手した BCP を早急に整備し、さらに安全性を高め、安心でき

る場の継続を目指す。 

  ②オンラインの活用 

   新型コロナウイルス感染防止の観点から中止せざるを得ない活動やプログラム

が多かったが、運動指導や他事業所との連携等においてオンラインを活用し実施

を再開した。今後もオンラインの活用により活動や業務を工夫し、在宅支援対策

や活動への参加促進、業務の効率化等の改善に図る。 

  ③「やりがい」「いきがい」を持って『はたらく』 

コロナ禍の影響により、受注作業の減少やバザーやイベント等が中止となり、利

用者の社会参加の機会が減少したが、新たな作業の導入や自主生産品の確立等で、

一人ひとりの能力を発揮できる可能性を広げることができた。また、地区社協とも

連携し、地域とのかかわりを増やす機会の模索を開始した。今後も一人ひとりが

「やりがい」や「いきがい」をもって『はたらく』ことを継続できる環境を目指す。 

（２）福祉サービス第三者評価受審 

  今年度、福祉サービス第三者評価を受審した。今回出た評価結果をもとに事業内

容や業務遂行方法等の改善について検討し、今後のさらなるサービスの充実や質

の向上に役立てたい。 
 
６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
人材育成や支援方針、支援内容を検討しサービスの質の向上につながるよう取り組みを行っ

た。また、新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染

の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営を行った。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある  １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている          ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２１ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ８ 

事故防止等の対応 3/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２２ 
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職員研修 3/3 利用者の意向 3/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 2/3 

利用しやすい環境整備 2/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２１／２６ 地域参加の機会は減少したが、一人ひとりに沿った支

援を実施している。 

３．事故や緊急時等への対

応 

８／ ９ 感染症対策マニュアルを作成し、安全への環境改善を

進めている。 

４．サービス向上の取組み ２２／３０ 職員の目標に沿った個々の研修を実施し、サービスの

質の向上を図っている。 

５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ７１／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、かつ利用者一人ひとりに寄り添った支援を実施

しストレスや不安を和らげながら地域生活の継続につなげている。加えてサービス向上に向けた

人材育成に継続的に取り組んでいる点を評価し、総合評価をＡと判断する。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、今後とも、職員については現状の課題の整理と将来に向け

た人材育成に取り組み、サービスの質の向上を促していく。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に

努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立松原けやき寮 

施設住所：東京都世田谷区松原６－４３－１７ ソーワ福祉ビル３階 

   指定管理者：社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会 

指定期間：平成２８年４月１日～令和３年３月３１日 

 

（２）対象者 

主に知的障害者  

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

①実施事業 
生活寮（一般入居）：就労支援を受けている、または就労している知的障害

者に対して、生活の場を提供し日常生活に必要な援助

及び支援を行う。 

定員 4 人 利用者数 5 人（実利用者数 5人）   

利用期間 3 年以内 

生活寮（体験入居）：自立生活を体験することによりその方の地域社会での

自立生活を助長する支援を行う。 

定員 3 人 利用者数 ７人(実利用者数７人) 

利用期間 1～3 か月 

短  期  入  所：介護者の疾病等の理由または保護者の休養、本人の体

験等により短期間の入所を必要とする知的障害者の受

入れ支援を行う。 

定員 1 人 利用者数 78 人（実利用者数 17 人） 

②概要 

  世話人及び生活支援員が入居者の支援にあたり食事の提供、入浴、健康

管理、金銭管理、その他日常に必要なことを支援する。 

 

（２）利用状況 

①障害支援区分(事業ごと) 

＜生活寮（一般入居）＞ 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

       5 人 

※利用にあたり障害支援区分認定を要しないため、合計のみ記載する。（区独自事業） 

 

＜生活寮（体験入居）＞ 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

       7 人 

※利用にあたり障害支援区分認定を要しないため、合計のみ記載する。（区独自事業） 
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＜短期入所＞ 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

0 人 0 人 8 人 4 人 5 人 0 人 ０人 17 人 

 

②障害の程度 

＜生活寮（一般入居）＞ 

  
身体障害者手帳(※１) 

計 
 

精神障害者保健

福祉手帳 

（※２） 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  

愛
の
手
帳 

１度         0 人  ２級  

２度         2 人     

３度          0 人  なし  

４度         3 人  計  

なし         0 人    

計 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 5 人  

＜生活寮（体験入居）＞ 

  
身体障害者手帳(※１) 

計 
 

精神障害者保健

福祉手帳 

（※２） 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  

愛
の
手
帳 

１度         0 人  ２級  

２度         0 人     

３度          4 人  なし  

４度         3 人  計  

なし         0 人    

計 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 
      

7 人 
 

＜短期入所＞（※３） 

  
身体障害者手帳 

計 
 

精神障害者保

健福祉手帳

（※２） 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  

愛
の
手
帳 

１度         0 人  ２級  

２度          0 人     

３度          0 人  なし  

４度         0 人   計  

なし         0 人    

計 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 17 人  

※１ 利用にあたり身体障害者手帳所持を要しないため愛の手帳の合計数のみを記載する。 

※２ 利用にあたり精神障害者保健福祉手帳所持を要しないため人数は記載しない。 
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※３ 利用にあたり身体障害者手帳及び愛の手帳の所持を要しないため人数は記載しない。 

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 0 件 ― 

事故 0 件 ― 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、事業継続にあたって、以下のとおり取り組んだ。 

4 月から 5月にかけての第 1回目の緊急事態宣言期間中は、一般、体験、短期

利用のいずれにおいても利用者の感染防止を目的として、寮の利用について自粛

を依頼し各家庭等で過ごして頂いた（一部の利用者を除く）。その後は「世田谷

区立松原けやき寮 新型コロナウイルス感染者発生時の事業継続計画」に則り、

利用者・職員の安全を確保しながら事業継続に取り組んだ。毎日、利用者および

職員の体温計測等の健康管理を行うとともに、手洗い・手指消毒・マスク着用の

徹底、消毒（寮内の共有部分等 1日 3 回）、換気（1時間に 1回又は常時）、来寮

者の健康チェック等を実施して集団感染リスクの低減を図り利用者および職員へ

の感染を防ぐことができた。 

 

３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 金 額（円） 備 考 

収入計 24,068,224   

 受託事業収入 24,068,224 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他収入      0   

支出計 24,068,224   

 人件費 21,930,906 常勤・非常勤給与、社会保険料等、処遇改善

費、交通費、嘱託医等、介護人手当 

 事務費 664,278 管理事務費 

 事業費 1,473,040 福利厚生費、旅費、消耗品費、修繕費、通信運

搬費、賃借料等、食材料費 

収入－支出 0 
 

 

４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

＜安心・安全な業務の遂行＞ 

利用者の健康を最優先し、新型コロナウイルスの感染防止のための対応を継

続した。４月から５月の緊急事態宣言の発出時には、一部の利用者を除き一般、

体験、短期のいずれにおいても利用自粛を依頼し、何より利用者の健康管理を

優先した。寮で作成した「新型コロナウイルス感染者発生時の事業継続計画」
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に則り感染防止等に対する対応を実施し、利用者および職員が感染することは

なかった。 

＜地域生活への移行＞ 

一般入居の入居者２人が年度内に区内のグループホームへの入居が決まった。

1人は区担当ケースワーカー、相談支援事業所、日中活動先職員、家族を含めた

本人と関係者会議を実施し地域生活への移行に繋げることができた。1人は一般

入居の利用の開始後２カ月での移行となり、関係者会議等は実施できなかったが、

過去に当事業所の体験入居、短期入所を頻繁に利用されている実績があり、当事

業所での経験が次なるグループホームへの移行に繋がった。 

＜職員間の連携＞ 

全職員によるスタッフ会議（年２回）を実施し、利用者支援に関する支援方

法、業務内容等について職員間で情報の共有を図り、一人ひとりの利用者のニ

ーズに応じた支援を提供することが出来た。 

 

（２）地域との関わり 障害理解の促進 

＜地域の他事業所等との連携＞ 

同一建物内にある「白梅福祉作業所」「まつばらけやき相談支援センター」と

連携し、利用者の地域移行や、円滑な施設運営の為に協力を行った。また、法

人内のサポート施設である桜上水福祉園と連携した運営を実施した。区親の会、

区内障害者団体、区内障害者事業所等と良好な関係を構築しながら事業所の運

営を継続した。 

＜余暇の過ごし方についての情報提供＞ 

通勤先や通所先が休みの日の余暇の過ごし方として、地域内のイベント等の

情報を利用者に提供し参加を促した。 

 

（３）危機管理 

＜避難訓練の実施＞ 

松原けやき寮単独の避難訓練を実施し、夜間に地域の避難所である梅丘中学

校まで避難する練習を実施した。これが防災に関する利用者の意識を高めるこ

とに繋がった。また、白梅福祉作業所との合同の避難訓練も実施した。 

＜緊急時の対応＞ 

「施設緊急時対応マニュアル」を職員に周知し、危険防止や安全管理を徹底

することで事故防止に繋げた。職員全員を対象にＡＥＤの研修も実施した。 

＜情報漏えい対策＞ 

「個人情報保護規定」「情報公開・開示規程」を職員に周知・徹底し、個人情

報文書・データ等の適切な管理に努めた。 

（４）人材育成・活用 

＜研修の実施＞ 

虐待関係、利用者支援関係等、法人内で設定されている職種毎（施設長、常

勤支援員、世話人、パート職員）の研修に、全職員が参加する機会を持った。ま

た、研修受講後は報告により研修内容の共有化を図った。 

＜メンタルヘルスへの対応＞ 
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法人で設定しているメンタルヘルスに関する事項を、スタッフ会議等を利用

して職員に周知した。併せてストレスチェックについても実施した。 

＜人事考課＞ 

常勤職員に対しては、法人統一の人事考課制度を活用して職員の育成を図っ

た。 

 
５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

（１）利用状況について 

一般入居は延べ５人（実利用者数５人）が利用され、利用者２人が所定の期

間内に地域内のグループホームに移行することが出来た。体験入居は延べ７人

（実利用者数７人）が利用された。短期入所は延べ７８人（実利用者数１７人）

が利用された。体験入居、短期入所に関しては、新型コロナウイルスの感染拡

大による自粛、キャンセル等により例年の利用実績を大きく下回った。前年度

と比較して、体験入居は延べ６人減、実利用者数は５人減、短期入所は延べ 

６０人減、実利用者数は２４人減だった。 

（２）利用者支援について 

個別支援計画に基づいた支援を提供した。一般入居の利用者については６ヶ

月毎に見直し、新規個別支援計画の作成をしてその度に利用者と職員で面談を

実施して内容を周知した。体験入居の利用者については、入居前に本人、家族

と面談して個別支援計画を作成し、終了時には本人、家族と個別支援計画に対

する振り返りを実施した。また、利用者と個別に話す時間を設けることや職員

の情報共有を重視し、日々の引継ぎのほか定期的にスタッフ会議を開催して、

利用者の特性や状況に応じた支援を行った。今後は新運営法人移行後も、継続

して支援を行えるよう助言等行っていく。 

（３）次期指定管理辞退に伴う新規法人への移行について 

区障害者地域生活課、法人本部とも連携し、本人・ご家族への説明、業務マ

ニュアル、物品台帳等を確認、整備するとともに新規法人の事業者に対して業

務の引継ぎを実施した。ほぼ当初の計画どおりに業務を遂行し、新年度から新

たな法人に運営を移行することが出来た。移行後も、継続して安定した事業が

実施できるよう協力していく。 

 

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
利用者の個々のニーズを丁寧にくみとり、個別の特性や状況に応じて、職員間で連携をとりな

がら地域移行を含めた支援の質の向上に取り組んだ。また、新型コロナウイルスの対策として、

利用者及び職員間の健康管理と、施設内の衛生管理を徹底して行うことで集団感染防止に努め

た。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある   １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている           ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 
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施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２１ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 3/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ７ 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２１ 

職員研修 2/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 3/3 

利用しやすい環境整備 2/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 2/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２１／２６ 関係機関と良好な関係を築きながら、利用者支援の

連携を取っている。 
３．事故や緊急時等への対

応 

７／ ９ 他施設との合同避難訓練を行い、連携を取った防災

対策を行っている。 
４．サービス向上の取組み ２１／３０ 職員間の情報共有を強化することで、利用者のニー

ズに応じた支援を実施している。 
５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ６９／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 

④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、利用者と個別に対話する機会、職員間の情報共

有を徹底することで、支援の質の向上に取り組んだ。また、指定管理者撤退に伴い、移行期間に

おける新運営法人に対する丁寧な業務引継ぎを行ったことを評価し、総合評価 Aとする。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

指定管理運営業務終了にあたり、移行後も新運営法人による円滑な施設運営を実現するため、

継続してこれまでの経験と実績に基づいた助言及び協力を依頼する。 
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令和２年度 指定管理施設の事業報告 

 

１．指定管理施設の概要 

（１）施設概要 

施設名称：世田谷区立身体障害者自立体験ホームなかまっち 

施設住所：世田谷区中町２－１７－２１ 

指定管理情報 

   指定管理者：特定非営利活動法人つどい 

指定期間：平成２８年４月１日～令和３年３月３１日 

 

（２）対象者 

   身体障害者 

 

２．業務実績、利用状況に関する事項（令和３年３月３１日現在） 

（１）事業内容 

①実施事業 

自立体験室：（一般利用） 定員  3人 延利用者数   4人（実利用者数 4人） 

（短期利用） 定員  2 人 延利用者数  37 人（実利用者数 8人） 

 

 短期入所事業：（短期入所） 定員 2 人 延利用者数 290 人（実利用者数 87 人） 

（緊急利用） 定員 1 人 延利用者数  23 人（実利用者数 16 人）  

②概要 

 自立体験室：身体障害のある方に対して、一般利用（１ヶ月以上１年以内）・短期利

用（２日以上１ヶ月以内）という利用期間において、自立に向けた体

験の場を提供する。関係機関とのネットワークを組み、自立に向けた

さまざまな支援を行う中で、地域での自立生活の実現や社会参加の促

進を図る。 
短期入所 ：最長３泊４日の期間において、介護職員による 1対 1 の介護体制のも

と宿泊サービスを提供する。また、緊急短期入所に関しては、主たる

介護者（主に家族）の不慮の事故・疾病・入院など発生時に、短期入

所と同様のサービスを緊急に提供する。 

 

（２）利用状況 

 ①障害支援区分(事業ごと実利用者数) 

 <自立体験室事業（一般）> 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

       4 人 

※利用にあたり障害支援区分認定を要しないため合計のみ記載する。（区独自事業）  

 <自立体験室事業（短期）> 

区分６ 区分５ 区分４ 区分３ 区分２ 区分１ なし 計 

       8 人 

※利用にあたり障害支援区分認定を要しないため合計のみ記載する。（区独自事業） 

195



 <短期入所事業> 

 

 

 

 

 

 

 <短期入所事業（緊急利用）> 

 

 

 

 

 

 

②障害の程度 

 <自立体験室事業（一般）> 

  
身体障害者手帳 

計 
 

精神障害者保

健福祉手帳(※

２) 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  

愛
の
手
帳
（
※
１
） 

１度         0 人  ２級  

２度         0 人     

３度         0 人  なし  

４度         0 人  計  

なし         0 人    

計 1 人 3 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 4 人  

 <自立体験室事業（短期）> 

  
身体障害者手帳 

計 
 
精神障害者保健

福祉手帳(※２) 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  

愛
の
手
帳
（
※
１
） 

１度         0 人  ２級  

２度         0 人     

３度         0 人  なし  

４度         0 人  計  

なし         0 人    

計 5 人 4 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 8 人  

 

 

 

 

区分６ 58 人 区分５ 12 人 児童３ 2 人 

区分４ 12 人 区分３ 2 人 児童２ 0 人 

区分２ 1 人 区分１ 0 人 児童１ 0 人 

計 87 人 

区分６ 11 人 区分５ 2 人 児童３ 0 人 

区分４ 0 人 区分３ 3 人 児童２ 0 人 

区分２ 0 人 区分１ 0 人 児童１ 0 人 

計 16 人 
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 <短期入所事業>（※３） 

  
身体障害者手帳 

計 
 
精神障害者保健

福祉手帳(※２) 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  

愛
の
手
帳 

１度         0 人  ２級  

２度         0 人     

３度         0 人  なし  

４度         0 人  計  

なし         0 人    

計 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 87 人  

 

④短期入所事業（緊急利用）（※３） 

  
身体障害者手帳 

計 
 
精神障害者保健

福祉手帳(※２) 

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 なし  １級  

愛
の
手
帳 

１度         0 人  ２級  

２度         0 人     

３度         0 人  なし  

４度         0 人  計  

なし         0 人    

計 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 16 人  

 
※１ 利用にあたり愛の手帳所持を要しないため身体障害者手帳の合計数のみを記載する。 

※２ 利用にあたり精神障害者保健福祉手帳所持を要しないため人数は記載しない。 

※３ 利用にあたり身体障害者手帳及び愛の手帳の所持を要しないため人数は記載しない。 

 

（３）苦情件数、事故件数 

項目 件数 主な内容と対応 

苦情 ０件  

事故 １件 

・夕食時に、利用者が食事を手で払いのけてしまい、スープがこぼ

れ本人が腹部に火傷を負った。ヘルパーがすぐに応急処置をし、翌

日病院を受診した。今後は本人の障害特性に応じた適切な見守りを

行っていく。 

 

（４）新型コロナウイルス感染拡大防止について 

   令和２年２月２４日付厚生労働省事務連絡「社会福祉施設等（入所施設・居住

系サービスを除く。）における感染拡大防止のための留意点について」等に基づ

き、利用者の安全を確保しながら事業継続に取り組んだ。 

「支援ガイドライン」「調理ガイドライン」を随時バージョンアップしながら

年度を通して支援を継続した。世田谷区の社会的検査（PCR 検査）の受検を複数

回行った他、パーテーションや空気清浄機の設置に加え、消毒液や手袋等の消耗
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品利用を拡充するなど、感染防護対策を行った。自立体験室利用者の発熱時に

は、ワークフローに基づき館内のゾーニング等、防護措置を取りながら運営を継

続した。一方で、緊急事態宣言が発令された時期には、大幅な利用キャンセルが

発生し、各事業の利用率が前年に比べ減少した。 

 

３．指定管理に関する業務の収支 

項 目 
金 額

（円） 
備 考 

収入計 77,754,294  

受託事業収入 73,268,419 指定管理料（処遇改善加算含む） 

 その他 4,485,875 雑収入等 

支出計 77,754,294  

 人件費 53,056,914 
職員・ヘルパーの給与・手当、賞与、法定福利費、

福利厚生費等 

 事務費 12,182,372 

研修費、旅費交通費、通信運搬費、消耗品費、修繕

費、業務委託費、光熱水費、リース料、保険料、租

税公課、負担金支出、手数料、雑費 

 事業費 9,310,941 介護料・食費、処遇費、車両費 

 その他 3,204,067 繰越金 

収入－支出 0   

 
４．事業計画書で提案した事業等の実施状況 

（１）利用者支援 

  ＜自立体験事業の展開＞ 

◇一般利用…「支援マップ」を策定し、一人の利用者の状況を複数の視点か

ら時系列で記録・検討を行うようになった。 

◇短期利用…こまめなモニタリングや目標設定を課題とし、利用者にも理解

がしやすいチェックリストを作成。それを基にヘルパー事業所

とも連携しながら支援を行った。 

  ＜非常勤職員の増員と支援方針の共有＞ 

チラシや求人サイトにて継続的に求人を行い、必要なスキルを持った新規非

常勤職員を４人採用できた。現在、外部のヘルパーの活用も行っているが、こ

れにより非常勤職員によるサービス提供比率を増加させることができた。また

月に一度「なかまっち掲示板」の発行を始めたことで、支援方針などを共有す

ることができた。 

＜医療的ケアへの理解促進＞ 

 常勤職員が医療的ケア研修を受け、その内容を職員と共有した。継続して重

点目標として掲げ、嘱託医・看護師と連携しながら具体的なケーススタディを

行えるよう、検討を行った。 
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  ＜チーム支援の推進＞ 

 予定していた常勤職員の採用が行えたことで、無理なくチームで支援できる

環境が整った。始業時・終業時のショートミーティングを設けた他、これまで

起こりがちであった支援の属人化解消に向けた取り組みとして、クラウドによ

る「支援メモ」を導入し、支援中の出来事や気付きを担当者が記録したもの

を、他の職員が随時確認することができるようにした。 

 

（２）地域との関わり 障害理解の促進  

  ＜地域住民との交流＞ 

定期開催していた「まどカフェキッチン／サロン」は、コロナ禍により開催

することができなかったが、ズームを使用して地域で暮らしている元利用者の

方と対話する機会を設けたり、近所に暮らす元利用者の方、移動支援の途中の

方などに、気軽に施設へ立ち寄っていただき、食事や会話を通して楽しく過ご

せる場を作るなど、個々の交流を重ねていくことができた。又広報誌を地域に

配布して施設の状況について紹介を行った。 

  ＜地域関係機関との連携＞ 

 玉川エリア自立支援協議会・玉川支援ねっと（玉川地域の障害者施設等のネ

ットワーク）に参加した。特に玉川支援ねっとに関しては、中心メンバーとして

参画し、コロナ禍における利用者の変化や地域交流の在り方について、リモー

ト会議で議論を行った。 

  ＜ボランティア等の活用＞ 

 コロナ禍により、ボランティア受け入れ数は減少したものの、年度後半より

１人が月２回程度、浴室等の清掃を行った。また調理補助員として地域の高齢

者を雇用した。 

 

 

（３）危機管理 

  ＜防災＞ 

 火災を想定し、利用者も参加した避難訓練を行った他、避難用具や防災食な

どの備品整備や、排水ポンプの交換を行った。また防災５分間チェックを月 1回

実施するなど工夫することで、防災意識を高めながらその定着を図ることがで

きた。懸案であった BCP（事業継続計画）に関しては、管理者が研修を受講し、

その策定を行った。 

  ＜各種感染症の感染拡大防止＞ 

前述した新型コロナウイルス対応に加え、ノロウイルス、インフルエンザ等

の感染防止に努め、職員の予防接種を実施した他、マニュアルや対応用品を更

新した。 

 

（４）人材育成・活用 
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  ＜研修の実施＞ 

コロナ禍により、集まって研修を受ける機会を設けることが難しい状況では

あったが、オンラインや動画での研修を導入することで、職員の業務と希望に

沿った研修を実施することができた。また、法人で行う研修「感染症対策につ

いて」「記録と支援」等、全職員が随時、知識や技術を振り返り、学ぶ体制を整

えた。その他、自立支援協議会等が主催する運営会議、研修会などに参加した。 

  ＜メンタルヘルスへの配慮＞ 

メンタルヘルス専門員の協力を得て、「心の健康づくり計画」を法人として実

施している。事業所としてもカウンセラーを配置し、職員の相談に対応できる

ようにしている。 

  ＜実習生の受け入れ＞ 

感染症拡大防止のため、令和２年度は行っていない。 

 

 

５．事業実績の評価と改善の取組み（指定管理者による評価） 

 （１）幅広い利用者ニーズへの対応 

24 時間年中無休で開館する中で、最重度の方や、細かい配慮が必要で他の施設

が利用できない方、緊急利用を必要とされる方にも、できる限り対応した。加え

て、令和３年度にむけて、ホームページでの短期入所受付を開始し、利便性を高

めていく。 

 

 （２）コロナ禍における利用者支援 

 感染拡大防止のため、利用者が居室で過ごす時間が増えていることから、職員

が定期的に巡回しコミュニケーションを図りながら、関わりを保つ工夫をしてい

る。また、イベントや季節食などをさらに充実させ、なかまっち利用が楽しい経

験となるよう取り組んでいく。 

 

 （３）利用者の将来を見越した支援 

自立体験室においては、分かりやすい図やリストを用いて、利用者とともにプ

ランを考えることを大切にしながら、生活相談から住居探し、引越しに至るまで、

トータルな地域移行支援を行った。また短期入所・日中ショートステイにおいて

も、当座のニーズをくみ上げるだけではなく、今後の生活を想定しながら支援を

行うことができた。今後も利用者ニーズに対応し、きめ細やかな支援を継続して

いく。 

  

６．事業実績の評価（施設管理所管課による評価） 
① 令和元年度評価結果に対する現在までの取組み状況 
チーム支援の体制強化と、受け入れ体制等の見直しにより、利用者の特性や状況など様々なニ

ーズに合わせ応えられるよう取り組みを行った。また、新型コロナウイルス感染症の対応につい
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て、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に努め、引き続き利用者の安全に配慮した運

営を行った。 

② 項目別評価結果 
評価点  

３：要求水準を上回っており、優れた点がある   １：要求水準を満たしているが、一部課題がある 

２：要求水準を満たしている           ０：要求水準を下回っている（改善指導等が必要となる） 

評価分類及び評価 

１．施設の維持管理 １２ 

設備・機器等の保守管理 2/2 備品の管理 2/2 

施設の修繕 2/2 第三者委託 2/2 

清掃・衛生管理 2/2 環境配慮 2/3 

２．施設の運営 ２０ 

設置目的等の理解 2/3 個人情報の漏洩防止 2/3 

サービス提供 2/2 障害者差別解消法 2/3 

職員配置 2/3 地域との関わり 3/3 

障害者等の雇用 3/3 区内事業者の活用等 2/3 

個人情報管理 2/3   

３．事故や緊急時等への対応 ７ 

事故防止等の対応 2/3 緊急時に備えた訓練 3/3 

緊急時の対応 2/3   

４．サービス向上の取組み ２３ 

職員研修 3/3 利用者の意向 2/3 

利用者への案内 2/3 利用者意向の反映 3/3 

利用しやすい環境整備 2/3 施設利用の促進 2/3 

利用者対応 3/3 苦情等への対応 2/3 

接遇 2/3 苦情等に対する改善 2/3 

５．収支状況 ６ 

適正な予算執行 2/3 金銭管理 2/3 

経費の効率化 2/3   

６．改善の取組み ２ 

改善の取組み 2/3   

③ 項目別評価結果 
総合評価  
Ｓ：管理運営が良好で優れた取組み成果がある （配点の８０％以上） 

Ａ：管理運営が良好である （配点の７０％以上） 

Ｂ：管理運営は概ね良好だが一部に課題がある （配点の６０％以上）  

Ｃ：管理運営に課題があり改善が必要である （配点の６０％未満） 

評価分類 評価 評価結果説明 

１．施設の維持管理 １２／１３  

２．施設の運営 ２０／２６ 地域の障害者と利用者をつなぐ食事会や語らいの場

を設定し、将来の地域での自立を促進した。 
３．事故や緊急時等への対

応 

７／ ９  

４．サービス向上の取組み ２３／３０ 職員配置体制を見直すことで、利用者情報を共有しや

すくし、質の向上を図った。 
５．収支状況 ６／ ９  

６．改善の取組み ２／ ３  

合計 ７０／９０  

総合評価 Ａ 管理運営が良好である。 
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④ 年度評価所見 
全ての項目において要求水準を満たしており、また利用者の意向に寄り添い生活相談から住居

探しまで、細やかに地域移行への支援を行うことで、利用者の自立した生活へと繋げている点を

評価し、総合評価を Aとする。 

⑤ 評価結果に対する今後の対応（指導・調整事項） 

現在も要求水準は満たしているが、地域交流を含めた障害福祉の理解促進を図り、又チーム支

援の継続を含めて、求められるケースに迅速に応えられるよう指導する。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、感染拡大防止のため、徹底した集団感染の予防に

努め、引き続き利用者の安全に配慮した運営にあたるよう指導する。 
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令和２年度指定管理施設に係る事業報告について 

（障害福祉部障害者地域生活課所管分「苦情・事故報告一覧」） 

 

施設名称 指定管理者 
令和２年度 

苦情報告 事故報告 

ほほえみ経堂 ＮＰＯ法人ワーカーズコープ 0 0 

すまいる梅丘 ＮＰＯ法人ワーカーズコープ 2 0 

三宿つくしんぼホーム 
（社福）全国重症心身障害児(者)

を守る会 
0 0 

駒沢生活実習所 （社福）武蔵野会 0 0 

桜上水福祉園 （社福）東京都手をつなぐ育成会 0 0 

奥沢福祉園 （社福）東京都手をつなぐ育成会 1 1 

九品仏生活実習所 （社福）武蔵野会 0 0 

千歳台福祉園 （社福）せたがや樫の木会 0 1 

給田福祉園 （社福）東京都手をつなぐ育成会 0 1 

岡本福祉作業ホーム （社福）泉会 0 0 

障害者就労支援センター

すきっぷ 
（社福）東京都手をつなぐ育成会 0 0 

下馬福祉工房 （社福）せたがや樫の木会 0 2 

世田谷福祉作業所 （社福）武蔵野会 0 4 

玉川福祉作業所 （社福）大三島育徳会 0 2 

砧工房 （社福）東京都手をつなぐ育成会 1 1 

烏山福祉作業所 （社福）武蔵野会 0 0 

梅丘ウッドペッカーの森 ＮＰＯ法人ウッドペッカーの森 0 0 

松原けやき寮 （社福）東京都手をつなぐ育成会 0 0 

身体障害者自立体験ホー

ムなかまっち 
ＮＰＯ法人つどい 0 1 

                    19 施設          4      13 

・苦情報告 

  ４件中、「サービス提供に関するもの（支援方法、利用者について等）」３件、「バス送迎

時に関するもの」１件で、各指定管理者が苦情に対応し改善策を講じた。 

 

・事故報告 

  １３件中、多いものとしては、「サービス提供時の利用者や職員のけが」１１件となって

いる。 

各指定管理者は、事故への対応をした後、事故についての原因を調べ、職員への注意事

項の徹底、サービス提供時の支援方法の見直しなどにより、けが等の事故の防止に取り組

んだ。 
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